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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















目次







序章


第一章　花魁道中

第二章　廓のしきたり

第三章　花魁みこ、大活躍

第四章　毒蜘蛛の罠

第五章　大江戸炎上

第六章　未来に向かって



終章

あとがき
















[image: 序章]







「もう六月なのに、今年は全然雨が降らないね」

　みこは、居い候そうろうしている木こ挽びき芝しば居い小屋の母屋おもやにある縁えん側がわに座り、空を見上げていた。雲一つない晴天で、心地ここちいい風がみこの赤毛を揺ゆらしている。少しだけ残念そうな声の響ひびきに気づいたのだろう。みこの膝ひざを枕まくらにして横たわっていた家いえ密みつが、身じろいで仰あお向むけになった。

「雨が降った方がいいのか？」

　低くて抑よく揚ようがないせいで冷たく感じる声だが、これでも機き嫌げんがいいのだとみこは知っている。その証しよう拠こに化か妖ようの中で最も美しいと言われる家密の顔が、優やさしい笑えみを浮うかべていた。

「うーん、梅雨つゆのじめじめした感じも嫌いやだけど、あんまり乾かん燥そうするのも嫌かな。わたし、少し喉のどが弱いみたいで、空気が乾燥すると埃ほこりっぽくなるから、イガイガするんだ」

「それはいけないな。みこの喉が痛くならないように、すぐに木挽町全体に水をまかせよう」

「待って、家密！　うがいするから全然大だい丈じよう夫ぶだよ！　だからそんな事の為ために、木挽町全体に水をまかせたりしないで。お願いだから、絶対にしないでね！」

　念には念を入れて説得する。この百ひやく獣じゆう国こくの将軍様は、不可能という言葉が理解できていない節があった。今までもみこの為にと、芝居小屋を埋うずめる程ほどの花を持ってきたり、京から菓か子し職人を呼び寄せて作らせたという珍めずらしい菓子を、木挽町に住む全員にお裾すそ分わけしてもまだ大量に余る程持ってきたりしたのだ。常に本気な将軍様に曖あい昧まいな返事をしてしまうと、江え戸どを守る役人全員が、みこの為だけに木挽町に水をまくはめになるだろう。それだけは避さけたかった。

　渋しぶ々しぶと、本当に不満げに渋々と家密が頷うなずく。みこはほっとして、彼の銀ぎん髪ぱつを手で梳すいた。

「わたしより家密は体調崩くずしたりしてない？　そうそう、今度家密が将軍になって五年目のお祝いが江戸城であるんでしょ。全国から大名が集まるって聞いたよ。準備とか大変だよね」

「大した事はない。祝いの式典の時に、大名達の挨あい拶さつを一人一人聞かねばならないのが面めん倒どうなだけだ。だからそれが終わったら、また膝ひざ枕まくらをしてくれ。みこの膝枕は疲つかれがよくとれる」

「うん！　わたしは何にもできないけど、これぐらいならいくらでも……」

「いくらでもしていい訳ないだろ！」

　背後から怒ど鳴なられて、思わずびくりとする。慌あわてて振ふり向くと、江戸一番の二枚目歌か舞ぶ伎き役者で、この木挽芝居小屋の座長でもある二に海かいが、肩かたを怒いからせて立っていた。

「兄貴！　なんでみこの膝枕で寝ねてるんだ？　俺だって一度もしてもらった事ないのに！」

　事情があって町中で暮らしているが、実は二海は家密の弟だ。ちょこんと正座したみこの膝に頭を乗せたまま、家密がふんっと鼻で笑った。

「疲れた時は、膝枕で休ませてくれるとみこが約束してくれたのだ。……そうだろう、みこ」

「うん！　家密は最近とっても忙いそがしそうだもの。それに江戸に住む人達の為に、しっかり働いてくれてる。わたしの膝なんかでよかったら、いくらでも……」

「いくらでもしていい訳ないって言ってるだろ。今すぐ離はなれろ！　いいか、みこ。兄貴の本性は狼おおかみなんだ。そんなにくっつくとまた襲おそわれちまうぞ。もし食われちまったらどうするんだ」

「二海だって狼じゃない。それに家密はわたしをがぶって食べたりしないって約束したもの」

　ね？　と膝の家密に問いかけると、彼がゆっくりと微笑ほほえんで、みこの手をとった。男にしては綺き麗れいな指が、みこの手の平を揉もむようにやわやわと撫なでる。

「ああ、みこは特別な体質のせいで、とても美味おいしそうな匂においがするが、食べたりしたら会えなくなってしまう。そんなのは耐たえられない。だからそういう意味では食べたりしない」

　言い切った家密に、みこは満面の笑みを浮かべたが、二海は思いっきり眉まゆ根ねを寄せた。

「騙だまされるな、みこ！　今、そういう意味だって強調したぞ。違ちがう意味なら食べる気だぞ！」

「違う意味ってなに？」

　首を傾かしげると、二海が顔を引きつらせてがっくりと項うな垂だれた。

「どうしてお前は、そう色事に疎うといんだ……！」

　彼の様子に目を瞬またたかせていると、家密がそっとみこの頰ほおに手を当て自分の方へと向かせた。

「二海の事は気にするな。お前は私だけを見ていればいい」

　微笑んだ家密は、うっとりするほど綺麗だった。慣れているはずのみこでさえ、呆ぼう然ぜんとしてしまうほど。見つめあったみこと家密を見て、二海がわなわなと唇くちびるを震ふるわせた。

「……負けてますね、二海」

　そこへ声をかけたのは、木挽芝居小屋の三枚目役者で、やたらに顔だけは整っている空くう三ざだ。

「このままではまずいです。あなたが負けると師し匠しようは上様の妻として江戸城に連れていかれてしまう。そんな事になったら、師匠の料理の一番弟で子しである私はどうすればいいのですか」

「……それって俺を応おう援えんするふりをしてるが、自分がみこの料理を食べられなくなるのを恐おそれてるだけなんじゃないか？」

「まったくその通りです！　師匠が江戸城に行ってしまうのだけは、何としてでも阻そ止ししなければ。ですが、今の状態では明らかに、明らかに、あきらかーに！　あなたが負けています。横から見ても縦から見ても斜ななめから見てもあなたが負けて……」

「負けてる負けてる連呼するんじゃない！」

「ですが、本当の事です。一月前の大奥での一件以来、師匠が上様を見る目がすっかり変わってしまいました。見て下さい、膝枕でくつろぐ上様と幸せそうな師匠を。あれはもう新しん婚こんさんの域に達しています。このままでは上様が師匠を押して押して押し倒たおしてしまいますよ」

　二海が、何を話しているのだろうと首を傾げているみこと、その膝で勝ち誇ほこった笑みを浮かべている家密を見やり、ぶるぶると拳こぶしを震わせた。

「よし、俺は今度こそ決めたぞ！　いいか、みこ。よく聞け。今度こそ、俺の本気を見せてやる。今この瞬しゆん間かんから俺は全開で行くからな、覚かく悟ごしておけ！」

　びしっと言い切られて、みこは面めん食くらう。何を全開で行って何を覚悟するのだろう。さっぱり判わからない。だが二海の全身から放たれている、有う無むを言わさぬ気き迫はくだけは感じ取れた。

　みこは訳が判らないまま、二海の勢いに押されてとりあえず頷いていた。
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　──百ひやく獣じゆう国こく江戸、それは人と獣けもの、二つの姿を持つ化か妖よう達が住む世界。戦国の時代を駆かけ抜ぬけ天下を勝ち取った狼の一族、徳とく川がわ家。彼らによって、新たな時代の幕が開かれた──







　三味しやみ線せんの音に混じって、廊ろう下かを歩く客達が今年は空から梅雨つゆだともらすのが聞こえた。これでは米がうまく育たないと嘆なげいているのは、米問屋の主人だろう。商売あがったりだと言いつつも、高級料りよう亭ていに来る余よ裕ゆうはあるらしい。

　八畳じようほどの座ざ敷しきで、目の前の男に酌しやくをしていた諒りよう影えいは、ふっと口元を緩ゆるませる。

「含ふくみ笑いがよく似合うな」

〝御ご前ぜん〟とここでは呼ばれている男が、杯さかずきを呷あおりながらほくそ笑む。彼の本当の名は、徳川頼より伸のぶ。現在の将軍である徳川家密の叔父おじで、本来ならば三代将軍職を継つぐはずだった男だ。笑ってはいても、冴さえ冴ざえとしている金色の目。その鋭するどい目を、諒影はまっすぐに見返した。

「天は我らに味方した。それがおかしくてたまらないのです」

「なるほど。確かにお前は悪運が強いようだ。あれはもう四年前か。幕府の政治について文句を言いに家密の所に行ったあげく、襲いかかったくせに、その頰の傷一つですんだぐらいだ」

　整った顔に醜みにくくついた大きな傷を撫でる。諒影は昔から、幕府の政策が納なつ得とくできなかった。

　戦国の時代に勝者となった徳川家は、敗者となった外と様ざま大名達を地方へと追いやり、様々な圧力をかけて彼らの力を削けずっていった。そのせいで外様大名達は仕えていた侍さむらい達を養う余裕がなくなり、貧困にあえぐ浪ろう人にん達が増えてしまったのだ。

　諒影の父親も外様大名だというだけで悪意に満ちた仕打ちを受け、藩はんを潰つぶされてしまった。そんな状じよう況きようを作りだしたのは、徳川家とこの傷をつけた銀狼の将軍だ。

「御前、私はどうしても家密の政治が許せない。自分達に逆らった外様大名達はどうなってもいいというあいつのやり方は、絶対に正さなければ。それこそが私の使命なのです。──もうすぐあいつは後こう悔かいする事になる。傲ごう慢まんな政治をしたつけを払はらう時がやってくるのだから」

　諒影は軍学者である自分の考えに、揺るぎない自信を持っている。そしてその考えを実行に移す知ち恵えも力もあり、必要なだけの金は頼伸がいくらでも用意してくれた。

「計画は順調です。これが成功すれば、家密の命だけでなく江戸の町も町民達も無事ではすまないでしょう。何もかも破は壊かいして新しい世の中を創つくり直すのです。私が考える理想の世界を」

　考えるだけで陶とう然ぜんとする。理想郷まで後少し。最後の詰つめさえ間ま違ちがえなければ、必ずこの手に摑つかめるだろう。そこへ、コトッと障子の向こうから物音がした。構えたと同時に、障子がそっと開く。そこに正座した男を見て、諒影はぶるりと身体からだを震わせた。これは、武む者しや震ぶるいだ。

「お前がここに来たという事は……例の物の準備ができたのか？」

　諒影は思わず腰こしを浮うかせた。男が頷いたのを見て、笑えみを浮かべて大きく息を吸い込む。

「さあ、いよいよ大おお詰づめだ。覚悟しておけ、家密！」
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「江戸一番の観光名所って噂うわさ通り、浅せん草そう寺じって楽しかったぁ！」

　みこは大きな提ちよう灯ちんが飾かざられた赤い門を出て、思わずはしゃいだ声を上げた。

　手を繫つないで半歩先を歩いているのは二海だ。いつものごとく着流しの上から黒地に朱しゆ色いろの糸で波を描えがいた、派手な女物の振り袖そでを羽織っている。日も暮れ始め、同じように浅草寺から帰る人々の中で頭一つ飛び出している二海は、その恰かつ好こうのせいもあってかなり人目を引いていた。

　だが二枚目役者の二海はそれが当然だと思っているのか、少しも気にした風ではない。

「ここの境けい内だいは毎日お祭りみたいに賑にぎやかだからな。しかしかなり遊んだよな。軽かる業わざ師し達の綱つな渡わたりを見て、矢場で矢を射いって、茶屋で茶とお菓子を食べて。そうそうお化け屋や敷しきで……」

「ああっ、それ以上言わないで！」

　思わず口を尖とがらせる。怖こわいものは苦手なのに、お化け屋敷に入ろうと誘さそわれて、つい強がっていいよなんて言ってしまった。そのせいで身の毛もよだつほど恐ろしい思いをしたのだ。

　結局お化け屋敷にいる間、半泣きで二海の腕うでにしがみつくという醜しゆう態たいをさらしてしまった。

「そう怒おこるなよ。俺としてはみこから抱だきついてきてくれたから、狙ねらい通り……。あ、いやいや、とりあえず俺も楽しかったよ。また一いつ緒しよに来ような」

　にこにこしている二海は、かなり嬉うれしそうだ。そういえば、あんなに恐ろしいお化け屋敷でも、ずっとこんな顔をしていたと思い出しつつ、みこは頷うなずく。

「うん！……あ、でも、二海。しばらくは遊びに行くのは無理でしょ。もうすぐ上覧芝しば居いがあるから、稽けい古こで忙しいだろうし」

「そうだな。明日あしたからはしばらく朝から晩までみっちり稽古だ。まったく、早くから候補に挙がってたとはいえ、上覧芝居をするようにって幕府からお達しが来きたのは数日前だぜ。決まるのが遅おそすぎなんだよ。まぁ、選ばれた時の為ための準備は一応してたから、何とかなるけどさ」

　二海が肩かたを竦すくめた。上覧芝居とは、将軍の御前で芝居を演じる事だ。家密が将軍に就任して五年目の記念日に、江え戸ど城じようで行われるらしい。全国から祝いに駆けつけた大名達をもてなす意味もあるそうだ。上覧芝居に選ばれるとはすなわち、二海が座長を務める木こ挽びき屋が、江戸で一番の歌か舞ぶ伎き小屋であると幕府が認めた事になる。歌舞伎役者としては最高の栄えい誉よだった。

「二海はすごいね。だって家密の力を借りずに木挽屋を立ち上げて、ずっと頑がん張ばってきたんでしょ。家密も木挽屋は実力で選ばれたんだって言ってたよ！」

　きっと二海はたくさん苦労をして、色んな事を乗り越こえてここまできたのだろう。尊敬の眼まな差ざしを向けると、彼は顔をやや朱しゆに染めて、肩を竦めた。

「確かに上覧芝居に選ばれるのは、名めい誉よな事だが……。でもお前にはすまないと思ってるんだ。町を案内してやるって前から約束してるのに、ゆっくり連れていってやる暇ひまがなくて」

「ううん、こうして一日つきあってくれたじゃない。それに上覧芝居もすごく楽しみなんだ。わたしは何もできないけど、せめて芝居小屋のお手伝いを頑張るね」

「ありがとう、みこ。稽古がどれだけ忙いそがしくても、お前がいてくれたら頑張れるよ。……さぁ、明日からは気合いを入れて稽古しないとな。でもせっかくだから、今日は二人でゆっくりしようぜ。腹も減ってきたし、うまいものでも食いに行こう。近くにいい料亭があるんだ」

「わーい、僕はお魚が食べたいな」

「わいは野菜が好すきやわ。煮に物ものとかええなぁ」

「私は師匠の料理じゃないと嫌いやです。料亭なぞ行かずにさっさと帰りましょう」

　みこが返事をする前に聞こえてきた声に、二海がかっと目を見開いた。

「一いち陸りく、煙えん助すけ、空三！　何でお前らここにいるんだ！」

　二海と一緒に振ふり返ると、木こ挽びき芝しば居い小屋に住む面々が、いつの間にか背後にぴったりとくっついていた。にっこり笑ったのは、人気女形おやまの一陸だ。くるくるの栗くり色いろの髪かみと、びっくりするぐらいぱっちりとした青い目。小こ柄がらで色白だけど、腹は真っ黒いと評判の美少年だ。

「僕らに内ない緒しよで出かけたって、すぐに判わかっちゃうんだよ。でも邪じや魔ましちゃいけないから、ちゃんと大人しく遠くから見守ってたんだ。ほら、僕と空三は二海さんの護衛でもあるし」

　胸を張った一陸だが、頭にはひょっとこの面をかけて、右手にはいか焼き、左手には団子を持っている。ほくほく顔の一陸に、二海が頰ほおを引きつらせた。

「護衛だと？　お前らが一度でも俺を守った事があるのかよ。それに邪魔しちゃいけないって、どこからどう見たってお前が一番楽しんでるんじゃねぇか。お前自身が邪魔されたくなくて俺達に声をかけなかっただけだろ」

　鋭い突つっ込みに、それでも一陸は満足げな笑みを絶やさない。よほど浅草寺は楽しくて興奮したのだろう。本性が猫ねこの一陸は、頭からぴょこんと猫耳を出していた。

「よく判ったね、二海さん。本当はこのまま帰ろうかと思ったけど、ご飯だって言うから声をかけてみたよ。美味おいしいものはみんなで食べなきゃ」

「そうやで、二海。わいはあんたがみこに変な事せぇへんか心配でついてきてん。一日尾び行こうしてほんま疲つかれたわ。この疲れは美味しい物を食べたらとれると思うんや。……二海の奢おごりで」

　空三の肩に乗って、にやにや笑うのは煙助だ。本来は人の姿で暮らす化か妖ようだが、まれに獣の姿のまま変へん化げできない者もいる。このどこからどう見ても小こ猿ざるにしか見えない煙助のように。

「何で俺の奢りなんだよ。お前らが勝手についてきたんだろ。いいか、俺はみこの心を手に入れる為に、全力で本気を出すと決めたんだ。その為に浅草寺に誘って、二人っきりで遊んで絆きずなを深めたんだぞ。ちょっと暗くなってきた今からがまさに本番なんだ。それなのに……！」

　ふるふると拳こぶしを震わせている二海の肩に、空三がそっと手を置いた。

「私は味方ですよ。上様に師し匠しようを江戸城に連れていかれては困りますからね。ここに来たのは、二海が師匠をちゃんと出会い茶屋に連れ込んで、しっぽり過ごせるか確認する為です」

　聞き慣れない言葉に、みこは思わず首を傾かしげた。蛇へびの本性を持つ空三は、学者も舌を巻くほど賢かしこくて、江戸城の武芸大会で五年連続で優勝したほどの居合の達人で、うっとり見とれてしまうほどの美しい顔をしている。だがそれらをすべて台無しにしてしまうほど、性格が変わっていた。そのせいか、みこには理解できない言葉を並べ立てる事が多いのだ。

「空三、出会い茶屋ってなに？」

「出会い茶屋とは、男と女が密室で、くんずほぐれつで愛をはぐくむ場所……」

「そんな所にみこを連れていくか！」

　二海が振り上げたげんこつを、空三がさっと避よけた。そして丸眼鏡をすっと押し上げる。

「そんな事だから、あなたは上様に負けるのです。上様をごらんなさい。与あたえられた機会は逃のがさずに、強ごう引いんにでも師匠との仲を深められているのですよ。あなたが負けているのは……」

「だから、負けてる負けてる言うんじゃないって言ってるだろうが！……とにかくお前ら、本当にこれ以上邪魔するな。お前らがついてくるとろくな事がないんだから」

　二海が腕うで組ぐみして目を眇すがめると、一陸がううっと泣なき崩くずれてみこにすがりついた。

「みこちゃん。二海さんがひどいんだよ。僕らを仲間はずれにしようとするんだ。みこちゃんはそんな事しないよね？　僕達が一緒でもいいでしょ」

「うん、もちろんだよ。大勢の方が楽しいし。二海、わたしもみんなと一緒の方がいいな」

　見上げると、一陸達をじろりとねめつけていた二海が、苦々しげに呟つぶやいた。

「……お前ら、後で覚えてろよ」

　それを了りよう承しようの合図だとかなり前向きに受けとめたのだろう。ばんざーいと歓かん声せいを上げた一陸達に、みこも嬉しくなって、一緒に両手を上げていた。




「料りよう亭ていには、ここを行く方が近道なんだ」

　みこは二海に手を引かれ、土手を歩いていた。後ろからは一陸達がわいわい言いながらついてきている。そろそろ辺りは暗くなり始め、提ちよう灯ちんを持った人々もちらほら窺うかがえた。

　自他共に認める方向音おん痴ちのみこは、どこを歩いているのかさっぱり判らなくて、ぐるりと辺りを見回した。どうやら今いるのは、浅草寺の裏辺りのようだ。右手には堀ほりがあって、そこを悠ゆう々ゆうと舟に乗って移動している人達がいる。堀の向こうにはたんぼが広がっていた。

「こんな所にも堀があるんだ。……前から思ってたけど江戸って川とか堀とか池とか多いね」

　並んで歩いていた二海が、堀に目をやって肩を竦めた。

「江戸は元々、湿しつ地ち帯を埋うめ立ててできた町だからな。町や江戸城を造る時に、船で材木や道具を運べるように、まず堀を整備したらしい。その名残なごりが今でも残ってるから堀が多いんだ。だが今でも堀は、商人達の役に立ってるんだぜ。商品を舟に乗せて、川や堀を通ってあちこちに運んでるんだ。そのおかげで江戸はかなり流通がいいんだよ」

「へぇ、そうなんだ。それってそこまで先の事を見み越こして、最初に堀を整備したのかな」

「多分な。流通がよくなれば、それだけ商品が集まってくるだろ。そして商品が集まれば、人も集まって町も活気づく。できてまだ歴史が浅い江戸がここまで大きくなれたのも、川と堀を使った水運のおかげだと言ってもいいかもしれない。江戸はいわば水の町さ」

「すごーい。二海って物知りだね」

　尊敬の眼差しを向けると、二海はまんざらでもない様子で頭をかいた。

「そうそう、堀は水運だけじゃなく、防火用水の意味もあるんだぜ。隅すみ田だ川がわとか神かん田だ川から水を引いた堀が江戸の至る所にある。もし火事になったら、堀から水を汲くんで火消しするんだ」

「うわぁ。ほんとによく考えられてるんだね！　そうやって意味があって造られたんだって判ると面おも白しろいな。今度は町を歩く時に注意して見てみようっと」

　こうして一つ知識が増えると、物の見方が全然違ちがってくる。今まで何とも思っていなかった川や堀が、今日からみこの目にはまったく違って映るだろう。この堀を進んでいる舟がどこに行くのだろうと考えるだけでわくわくした。

　そこへポンッポンッポンッと太たい鼓この音が聞こえてきた。どこからなのだろうと、堀とは反対側に顔を向ける。すると、そちらにもそこそこ幅はばのある水路があった。水路沿いには高い壁かべがあって、その向こうに明かりが見える。

（あそこから聞こえるみたい。でも、あれって町なのかな？　変な作りの町だな。水路と壁で周りを囲まれてるなんて。まるであそこだけ孤こ立りつしてるみたい）

　不思議に思ってよくよく見ると、みこ達が進む方角に、たくさんの男達が向かっている。彼らは浮うき足だった様子で、道を左に折れて木き枠わくでできた大きな門の中に入っていった。

「ねぇ、一陸。あそこはなに？」

「あれは吉よし原わらだよ。さすがに夜の町だね。今から賑にぎやかになるみたいだ。あの大きな門は大おお門もんって言って、吉原への唯ゆい一いつの入り口なんだよ」

「吉原って前にも聞いた事が……あっ、そうだ。隅田川に花火を見に行った時だよね。そうそう、二海が、吉原はみんなで楽しくお酒を吞のむ所だって言ってた」

　思い出しつつ頷うなずくと、周りになぜか妙みような空気が流れた。

「二海さん、本当の事を教えてあげた方が……」

「そうですよ。師匠の世間知らずは筋金入りです。また何か勘かん違ちがいするとまずいのでは？」

　一陸と空三が囁ささやくと、二海がふんっと鼻を鳴らした。

「吉原なんてみこは一生関かかわらねぇよ。知らなくていい事は無理に教えなくていいんだ」

「その考えは間ま違ちがいだと思います。師匠は教えれば理解できるはず。二海がそうして都合の悪い事を教えないから、いつまで経たっても世間知らずなのでは？　何だったら私が、性教育も含ふくめてみっちり教えますが。まずは鞭むちで叩たたく側と叩かれて快感を覚える側の愛について……」

「この馬ば鹿か！　お前はもう何も喋しやべるな、空三！」

　こちらに背を向けて、顔を寄せつつ話している二海達に、みこはむっとして腰こしに手を当てた。

「またこそこそと喋ってる！　そんなに私には聞かせたくない話がある訳？」

　はっとしたように二海がこちらに顔を向け、何でもないと片手をひらひらと振る。そしてみこの背を押すようにして、先を促うながした。どうやらこの〝吉原〟という場所から早く離はなれたがっているようだ。どうしてだろうと思うと、急に吉原が気になって仕方なくなった。

「二海、ご飯食べるんでしょ。あの吉原もお酒を吞んだりする所なんだよね。あそこで……」

「うわっ、残念！　あそこには、女は自由に出入りできないんだ」

「どうして？　男の人は簡単に入っていってるよね。男はよくてどうして女は駄だ目めなの？」

　困ったように、二海がうーんと唸うなった。みこは首を傾げつつ、ちょうど目の前に来た大門に顔を向ける。二海は早く通り過ぎたいようだが、みこは殊こと更さらゆっくりと足を動かして、大門の中を興きよう味み津しん々しんに見つめた。

「たくさん明かりが灯ともってるよ。みんな楽しそう。あ、みてみて。行列みたいなのが来た！」

　指さすと、一陸がそちらに目をやって苦笑した。

「あれは花魁おいらん行列だよ。僕、前に芝しば居いで花魁の役をやったんだけど、あの外そと八はち文もん字じの歩き方が難しくってさ。もう少しで足をくじく所だったんだよ」

　みこは思わず首を傾げてしまう。それに気づいたのか、一陸が慌あわてて目を逸そらした。

「みこちゃん、『花魁ってなに？』って質問なら、二海さんにして」

　目をぱちくりしつつ、みこは素す直なおに二海に顔を向けた。すると彼がこほんと咳せき払ばらいをする。

「えーと、花魁か。……客に酒をお酌しやくして回る人……かな？」

　歯切れの悪い言葉だが、みこは疑う事なく頷いて再び門の中に目をやる。背が驚おどろく程ほど高い着き飾かざった女性が、ゆっくりと歩いている様子が窺えた。だけど遠くてそれ以上はよく判わからない。

「じゃあきっと、芸者さんみたいな感じなんだね。あの歩いてる人が花魁なんでしょ。もっと近くで見たいなぁ。入っちゃ駄目なのかな。ねぇねぇ、二海。わたし袴はかま姿すがただし、女は自由に出入りできないなら、男だって言い張れないかな？」

「無理だ。お前は普ふ通つうの女よりも細いし背も低いからな。どう見たって男には見えねぇよ」

「でも、頭に手ぬぐい巻いて顔を隠かくしたら、いけるかも！」

　ぐっと拳を握にぎりしめたみこは、もちろん本気だった。すぐに懐ふところに入れていた手ぬぐいを出して、頭に巻いてみる。一陸が慌てて二海に囁きかけた。

「何とかみこちゃんを入れてあげた方がいいよ。花魁行列だけ見せてすぐ帰ればいいって。このままだと、勝手にみこちゃんが入っていって騒ぎになるって筋書きが僕には見えたよ！」

「奇き遇ぐうですね、一陸。私もです。確か通行証代わりの切手をもらえば、女性も入れるはず。もらってきた方が、きっと面めん倒どうにはならない気がします」

「そうやなぁ。吉原で騒ぎ起こすと面倒やで。あそこはわいらが住んでる所とは、全然違う世界やって言うしな」

　一陸と空三と煙助に説得されて、二海が深いため息をついた。

「……仕方ねぇな。いいか、みこ。花魁行列を見るだけだぞ。すぐに帰るんだからな」

　念を押す二海に、満面の笑えみを浮かべて何度も頷く。好こう奇き心しんは旺おう盛せいな方だ。行った事のない所や見た事のないもの、経験した事がないものなどに触ふれさせてもらうと、わくわくする。

　渋しぶ々しぶと門の方へと歩いていく二海の背中に、みこはありがとうと呟いた。




　二海がもらってきてくれた切手を持って、みこはみんなと一いつ緒しよにどきどきしながら吉原の大門をくぐった。たくさんの人々が集まっているのは浅草寺と同じだが、そのほぼ全員が男なのは不思議な光景だった。しかも子供は一人もいないのだ。彼らは大門から入ってすぐ、真っ正面にのびている道を通る華はなやかな行列に、目が釘くぎ付づけになっていた。

　背せ伸のびしてそちらを見つめると、先さき程ほど大門の外からちらりと見えた背の高い女性が、隣となりにいる派手な傘かさをさしかけた男の肩かたに摑つかまって、もったいぶるようにゆっくりと歩いていた。

　背が高く見えたのは、驚くほど高さのある下げ駄たを履はいているからだろう。女性がその下駄を履いた足を、ぐるりと輪を描えがくように前に出すと、それに合わせて同じ柄がらの着物を着た少女達が、後ろをついてくる。きらびやかな衣装を身にまとった女性は、白しろ塗ぬりの顔に赤い紅、目め尻じりにも赤い線が入っているという、町中では見ないような大人っぽい艶あでやかな化け粧しようをしていた。

　女性がちらりと流し目を送っただけで、男達がおおっとどよめいた。同じ女性のみこでさえ、その美しさと色っぽい表情に目を奪うばわれてしまう。

「これが花魁行列なんだ。ねぇ一陸。あの花魁さん、すっごく綺き麗れいな人だね！」

「僕の方が綺麗だよ……って言いたいけど、高たか尾お太た夫ゆう相手じゃちょっと厳しいかな。なにせ吉原一の名花魁。粋いきできっぷがよくておしゃれだから、遊女だけじゃなくて、江え戸どの娘むすめ達も憧あこがれてるってくらいだからね。浮うき世よ絵えとか、飛ぶように売れてるらしいよ」

「自分大好きの一陸が女の人を誉ほめるなんて！　やっぱりすごい人なんだ。高尾太夫って！」

「みこちゃん、その誉め方変だから！」

　一陸に突つっ込まれつつも、みこは高尾太夫から目が離せなかった。

「でもほんとに高尾太夫って、豪ごう華かな衣装にも負けないくらいの美人だね。この間行った大奥にだって、あんなに綺麗な人はいなかったよ」

　ほうっとため息をつくと、二海が肩を竦すくめた。

「まあ確かに綺麗だが、お前の方がずっと可愛かわいいって」

「あはは。二海ってば、そんな事……」

　冗じよう談だんのつもりだろうと笑い飛ばそうとしたら、二海の顔はびっくりするぐらい真しん剣けんだった。

「二海さん、そういうの惚ほれた欲よく目めって言うんだよ……」

「うるせぇよ、一陸。百ひやく獣じゆう国こく中の男がみんな高尾太夫が綺麗だって言っても、俺にとってはみこが一番可愛く見えるんだよ」

（二海……。誉めてくれてるみたいだから嬉うれしいけど、ほんとにほんとに嬉しいけどっ。でもわたしなんてあの高尾太夫と比べたら、月とすっぽんじゃ……ん!?）

　再び花魁行列に顔を向けると、ふいに目の端はしに何かが映った。それは一いつ瞬しゆんの事で、気づいたのはほんの偶ぐう然ぜんだ。その鈍にぶく光る輝かがやきが刃は物もののものだと判った途と端たん、みこは走り出していた。

「おいっ、みこ！」

　背後で慌てた二海の声が聞こえた。だが説明している暇ひまはない。懐から短く縮めていたなぎなたを取り出し、端を握って身の丈たけほどに伸ばした。

「危ない！　高尾太夫っ」

　みこの声に、きりりとした顔の高尾太夫が目を見開いた。みこは彼女の前を通り過ぎ、道の反対側から飛び出してきた男に向かって、なぎなたを振ふり下ろす。

「うわぁっ！」

　男の悲鳴が聞こえて、みこがなぎなたでたたき落とした刃物が空を舞まう。男は腕うでを押さえて蹲うずくまったが、彼が飛び出してきた辺りから数人の男達が現れて、みこの前に立ちはだかった。

「小こ娘むすめ、退どけっ。用があるのは高尾だ！」

「そう言われて退く訳ないでしょ！」

　勢いよく言い切ると、男が襲おそいかかってくる。身構えると、ふいに背後から下駄が飛んできて、男の顔に見事ぶつかった。すぐに駆かけ寄ってきたのは二海だ。落ちた下駄を足に引っかけ、男らしい笑みを浮かべてみこと男達の間に立ち塞ふさがった。

「みこ、空三達の所に行ってろ。喧けん嘩かなら俺が買う」

　二海は背後のみこを庇かばうように片手を上げ、男達に皮肉めいた笑みを向けた。

「吉よし原わらで刃物を振り回すなんて、野や暮ぼの極きわみだな。無ぶ粋すいな男は女に嫌きらわれるぜ」

　男達が真っ赤になって怒いかりを顕あらわにし、二海に斬きりかかった。だが二海は少しも臆おくした様子はなく、素す手でで男達に立ち向かっていく。そしてその騒さわぎは、そう長くは続かなかった。

　ほんの四し半はん刻とき程後にその場に残っていたのは、叩きのめされた男達と、木こ挽びき屋二海の武勇伝を声こわ高だかに語る客達だけだった。




「ほんに、ありがとうござんした」

　梅うめ元もと屋やという店の二階にある座ざ敷しきに座っていたみこは、指をついて頭を下げる美女に目を奪われていた。結ゆった髪かみには大ぶりの鼈べつ甲こうや珊さん瑚ごの大玉がついたかんざしを何本も挿さし、仕し掛かけと呼ばれる打ち掛けは、目も覚めるような緋ひ色いろだ。前で結んで垂らされている帯には、黒地に金糸で大きな鯉こいが泳いでいる様子が描かれている。切れ長の目ときゅっと上がった口角は、白い細ほそ面おもてに整然と配置されていて、まるで物語にしか出てこない天てん女によのようだ。年の頃ころは二十代前半で、全身から色気が漂ただよっているような大人の女性、それが高尾太夫だった。

　一目で高級料りよう亭ていから取り寄せたと判る膳ぜんを前にして、あぐらをかいた二海が片手を振った。

「ああ、大した事じゃねぇから、頭を上げてくれ。吉原一の花魁、高尾太夫に頭を下げさせたなんて判わかったら、江戸中の男に恨うらまれちまう。俺達はそろそろ帰るから……」

「そういう訳にはいきんせん。さっきわっちを襲ってきた男は、前に態度が悪くて追い返した客が雇やとったようでありんす。助けて頂いたのに、何の礼もなしに帰したとあっちゃあ、わっちの名がすたりんす。どうぞ楽しんでいっておくんなさいませ」

　きっぱりと言い切った高尾太夫が、ちらりとこちらに目を向けた。

「一番最初にあの男を見付けてくれたのは、ぬしじゃな。どうもありがとう。女にはあまり楽しい所ではないが、ゆっくりしていっておくんなまし」

　微笑ほほえまれると、かっと顔が赤くなった。江戸の町にも大奥にも綺麗な女性はたくさんいた。だけど高尾太夫の美しさはまた格別だ。その色気に、みこですらくらっとしてしまう。

「は、はいっ。ありがとうございます！」

　慌てて返事をして、赤くなった顔を隠すように高尾太夫から視線を逸らし、辺りを見回した。ここは高尾太夫がお客をもてなす座敷らしい。この座敷がある梅元屋は、吉原でも一番大きな遊ゆう郭かくだと、先程一陸が教えてくれた。

（うーん。女にはあまり楽しい所ではないってどういう意味かな？　それよりまず、遊郭ってなに？　料理もお酒も出てくるし、やっぱり二海が言ってたみたいに、みんなで楽しくお酒を吞のむ所かな。だけど料亭とかとは、ちょっと雰ふん囲い気きが違ちがう気がするんだけど……）

　周りにあるらしき他ほかの座敷からは歓かん声せいが上がり、太たい鼓こや三味線しやみせんが賑にぎやかな音を立てている。先程通ってきた廊ろう下かでは、女性達が酒や料理の膳を手に忙せわしなさそうにしていた。

　それは以前、二海に連れていってもらった料亭の光景とよく似ているのだが、何かが違うのだ。うまく言えないが、まるで昼の太陽と夜の月くらい雰囲気に差がある気がする。

　考えこんでいると、閉まっているはずの襖ふすまから、ふいにひそひそとした声が聞こえてきた。

「うわっ、本物の木挽屋の二海さんだよ。浮世絵よりずっといい男！」

「あれが空三？　浮世絵は変な化粧してるけど、本物はすごく綺麗だって噂うわさ本当だったんだ」

「あの小こ柄がらなのが一陸よね？　女装してなくても可愛い～」

　きゃっきゃっと聞こえる声に高尾太夫が苦笑して、襖の前に座っていた振り袖そで姿の少女達に視線を向けた。少女達が小さく頷うなずいて、襖をがらっと開ける。途端に五、六人の少女達が、部屋に倒たおれ込むように入ってきた。

「ご、ごめんなさい！　高尾太夫っ。木挽屋の役者さん達が来てるって聞いたから……つい」

　慌あわてて正座して、口々に謝る少女達に、高尾太夫が少しだけ微笑んだ。

「しょうがないでありんすなぁ。二海さん、勘かん弁べんしてやっておくんなまし。この子達はまだ見習いかむろで……。わっちらはここから出られない運命でございます。ぬしら歌か舞ぶ伎き役者の浮世絵を眺ながめて憧れるのが、唯ゆい一いつの楽しみでありんすから」

「かまわねぇよ。こっちもわいわい騒がれるのが仕事なんだ。応おう援えんしてくれてありがとよ」

　かむろ達に微笑んでから、二海がぐいっと酒を飲み干した。そしてさっと腰こしを上げる。

「さて、悪いがそろそろ帰らせてもらうぜ。明日あしたは芝しば居いの稽けい古こで朝早いんだ」

「「ええ～。帰らないでぇ！　二海さーんっ」」

　その場にいたかむろ達全員が、悲鳴に近い声を上げた。そしてわらわらと二海を取り囲む。

「ゆっくりしていって下さいよ。もっとお酒もってきますから」

「二海さんみたいにいい男、吉原じゃ見た事ないんですよ！　お願いだから目の保養させて」

「さっきの騒ぎ聞きましたぁ。すっごく強かったって！　ああ～私も見たかったぁ」

　みんな頰ほおを染め、まるで夢でも見ているかのようにうっとりとした目で、二海を見つめていた。思わず目が点になってしまう程の人気ぶりだ。二海が困ったような表情を浮うかべる。

「悪いが、今日は連れもいるし……」

　ちらちらとこちらに視線を送る二海に気づいて、みこはにっこりと笑う。

「あ、わたしなら大だい丈じよう夫ぶだよ。それにこの料理美味おいしそう。帰るなら食べてからにしようよ」

　豪華な膳に、みこは目をきらきらとさせた。だが今日の二海は、いつになく強ごう引いんだ。どうにかかむろ達を振り切って立ち上がり、大おお股またでこちらに歩み寄った。

「駄だ目めだ。さ、帰るぞ。ここは女がいていい所じゃないんだ」

「どうして？　ここはみんなで楽しくお酒を吞む所なんでしょ。料亭には何度も連れていってくれたじゃない」

　まっすぐな視線を向けると、二海がまるでそれから逃にげるように慌てて顔を逸そらした。一陸がふふっと人の悪い笑えみを浮かべる。

「ほーら、だから最初にちゃんと教えた方がいいよって言ったのに」

「そうですよ。必要な事はきちんと教えるべきです。師し匠しようには偏かたよった知識しかないのに、二海が師匠を守るという看板を盾たてに肝かん心じんな事を教えないから、後からまずい事になるのです」

「空三！　こんな時だけまともな意見を言うんじゃねぇよ！……あ、いや、みこ。何でもないんだ。とりあえず帰ろう、な？　帰りにお前の好きな物何でも買ってやるから」

「駄目だよ。帰るのは食べてから。せっかく高尾太夫がお礼にって用意してくれたんだよ」

「そうでありんす。わっちの気持ちを受け取れないなんて、木挽屋の二枚目さんにしてはずいぶんと無粋でありんすな。ここは黙だまって礼を受け取るのが粋でありんす」

　高尾太夫が背筋を伸のばし、切れ長の目をまっすぐ二海に向け、ぴしゃりと言い放った。

「わぁ、かっこいい～」

　高尾太夫の凜りんとした態度と表情に、みこは思わず惚れ惚ぼれとしてしまう。

　二海がぐっと眉まゆ根ねを寄せた。無粋と言われるのは、江え戸どっ子として一番の恥はじだ。そこまで言われては引くに引けないのか、ふうっと大きく息をついて、上座にある座ざ布ぶ団とんに戻もどった。

「仕方ねぇ。料理は頂こう」

「そうなすっておくんなまし。可愛かわいいお嬢じようさん連れでありんすし、遅おそくまで引き留めたりしませんよ。今日はわっちの奢おごりでありんす。精せい一いつ杯ぱいおもてなし致いたしますので、楽しんでいっておくんなさい」

　高尾太夫がぱんぱんと手を叩たたいた。すると襖の向こうから、三味線と鼓つづみを持った女性達が現れる。どうやら美女達の艶あでやかな舞まいが始まるらしい。高尾太夫の粋いきなはからいだ。遠えん慮りよしてはかえって失礼だろう。

　今夜は思いっきり楽しもうと、みこはわくわくしながら踊おどり始めた彼女達に目を向けた。




「二海様、お座敷遊びするでありんす～」

　みこの目の前では、先さき程ほど見事な舞を披ひ露ろうした遊女と呼ばれる美女達と、振り袖姿のかむろ達が、上座にいる二海を何重にも囲んできゃっきゃっと騒いでいた。

「二海、すっごくもててる……！」

　みこの啞あ然ぜんとした呟つぶやきに、隣となりにいた一陸が苦笑した。

「そりゃもてるだろうさ。江戸で一番の二枚目役者って事は、江戸で一番いい男って称しよう号ごうもらってるのと一いつ緒しよだよ。その二海さんがもてないはずないでしょ」

　二海の仕事も立場も判ってはいた。彼と外出すると注目もされるし、芝居が終わった後などは、ひいきの女性達に囲まれているのも知っている。だけど彼のもてっぷりをこんなに間近で見たのは初めてで、みこは驚おどろきすぎて思わず箸はしが止まってしまっていた。二海の少しだけ困ったような声が聞こえる。

「……お座敷遊びか。俺はそういうのはちょっと。ああ、みこ。お前やってみるか？」

　お座敷遊びとは何だろう、首を傾かしげようとしたみこは、その場で固まった。二海が声をかけた途と端たん、周りにいた女性達が一いつ斉せいにこちらに顔を向け、目をぎらりと光らせたのだ。女性達全員が放っているぎらぎらとした視線の意味は、いくらみこが世間知らずでもよく判った。

「わ、わたしはご飯食べてるからいい。せっかく誘さそってくれてるんだから二海がやりなよ」

　そう口にすると、女性達全員がにっこり笑う。どうやら答えはこれで合っているらしい。

「ささ、あの子もああ言ってるでありんすし、二海様、遊びましょう」

　勢いに押されるように、渋しぶ々しぶと二海が立ち上がる。心配そうにこちらを見やったので、みこは安心させるように軽く頷いた。

　二海を中心に始まった、開いた扇せん子すを投げて、並べたとっくりを倒すというお座敷遊びは、大盛り上がりだ。みこはそれを見つつ、隣の一陸に声をかけた。

「一陸も可愛いのに、どうしてみんな二海の周りにばっかり集まるんだろ」

「僕は女形おやまだからね。やっぱり女性に人気があるのは、二枚目役者の二海さんだよ。あと、空三も喋しやべらなきゃ人気はあるんだけどねぇ」

　ため息混じりの一陸に、みこも息をついた。空三は顔だけなら、百ひやく獣じゆう国こくで一番の美び貌ぼうの持ち主である家密と張り合えるかもしれない。だがそれは黙っていれば、の話だ。最初は二海と一緒に女性達に囲まれていた空三だったが、今は煙助を肩かたに乗せ、みこの左ひだり隣どなりにいた。

「師匠、この料理はまったく味がありません。一言で言うと、まずい……」

　慌てて空三の口を塞ふさいだのは、肩に乗っていた煙助だ。すぐに耳元に顔を寄せ、小声で囁ささやく。

「お願いやからもうちょっと空気を読んでぇな。味がせぇへんのは、あんたの本性が蛇へびで、生もの以外の食べ物が口にあわへんからやろ。せっかく高尾太夫がごちそうしてくれてるんやで。社交辞令ぐらい言ってもバチは当たらんやろ！」

「私は社交辞令は嫌きらいです。何でもはっきり言う方が判りやすくていい。だからさっきも近付いてきた女性達に着物の色が似合っていないとか、たばこ臭くさいとか教えてあげたんですよ」

　どうやら空三にしたらそれは親切心らしい。空三いわく、悪い所や間ま違ちがっている事は本人が気づいていないと直しようがないから、はっきり教えてやるのだそうだ。

　世間知らずだと自他共に認めるみこでさえ、空三の考えは正しいかもしれないが、社会で生きていく上では間違っていると判わかっていた。結局空三の整った容よう貌ぼうに惹ひかれて集まった女性達も、彼が口を開いた途端、潮が引くようにさぁっと二海へと行ってしまったのだ。

　空三と煙助の言い合いを聞きながら、みこは再び座ざ敷しきの真ん中に目を向けた。女性達の隙すき間まから、ちらりと二海の姿が窺うかがえる。彫ほりの深い顔は、困ったような表情を浮かべていても、男らしい色気に満ちていた。遊女達に扇子を差し出されて、断り切れないのか仕方なさそうに肩を竦すくめて、並べられたとっくりを狙ねらっている。

　みこは少しだけ俯うつむいた。なぜか判らないがこれ以上見たくなかった。お座敷遊びなんてした事がないから、いつもなら自分も仲間に入れてと飛んでいくのに、今はそんな気にならない。

（何だか胸がもやもやする。何でだろ？　食べ過ぎかな？　うーん、違ちがう気もするなぁ）

　胸を押さえて悩なやんでいると、ふいに一陸が呟いた。

「……あれって、仕事だからね」

　彼の視線は二海に向いている。みこが目を瞬またたかせると、一陸はこちらに向き直って微笑ほほえんだ。

「二海さんにとったら、みんなお客さんなんだよ。吉よし原わらは色んな客が集まるからさ。ここで遊女達に冷たくして、妙みような評判が立つと色々とまずいんだ。だから相手してるけど、仕事だからさ。気にしない方がいいよ」

　一陸の言葉を聞いた途端、なぜだか胸のもやもやがすっと晴れた気がした。やっと大きく息ができるようになって、気持ちが落ち着くのを感じる。

（あれ？　今の感じ、何だったんだろ。変なの。あ、もしかして、仲のいい友達をとられそうな気がして、悲しくなっちゃったのかな）

　そう思うと納なつ得とくはいったが、それでもまだ何かが違う気がした。考えようとしていた所に、お座敷遊びが一段落したのか、二海がこちらに声をかけた。

「おい、一陸、空三。食事の礼に、この間の隅すみ田だ川がわの時みたいに踊れよ」

　一陸が苦笑して肩を竦めた。そしてみこに一度目をやってから、ゆっくりと立ち上がる。

「とうとう二海さんが音を上げたみたい」

「そうですね。私達を盾にして、女性達の目を逸らす気のようですね。まあいいでしょう。たまには助けても。私達は一応、二海の護衛ですし」

　空三も続いて立ち上がり、女性達から三味しやみ線せんを借りている。すぐに始まった、空三が奏かなでる賑にぎやかな三味線の音色と優ゆう雅がな一陸の舞まいに、女性達が歓かん声せいを上げた。

「……なぁ、みこ。どうかしたんか？　さっきからそわそわしてるやろ」

　それを見つつも、ちらちらと違う方にも視線を向けていたみこに、煙助が声をかけた。

「うん、ちょっとね……。ああ、やっぱり気になる。わたし、ちょっと行ってくるね」

　目を丸くする煙助を置いて、みこは場の空気を壊こわさないよう気を遣つかいながら、屛びよう風ぶの前で一人肘ひじ掛かけにもたれている高尾太夫に近付いた。切れ長の目は一陸の舞を見ているようで、そうではない。考え事でもしているのか、時折うつろな目をする彼女の事が気にかかっていた。

「あの……突とつ然ぜんごめんなさい。何だかぼんやりしてるみたいだから気になって。もしかして、具合でも悪いんですか？　まさかさっき襲おそわれた時にどこかぶつけたんじゃ……」

　声をかけると、高尾太夫が目を瞬かせてこちらを見つめた。

「……あら、驚いた。あんた見み掛かけによらず、目め端はしが利きくのね」

　その言葉はなめらかで、先程までの独特の言こと葉ば遣づかいとは違っていた。

「あ、喋り方が普ふ通つうですね。さっきはどうしてあんな感じの話し方してたんですか？」

「あれは廓くるわ言葉だよ。あたしは江戸生まれだけど、地方から来てる子達が多いからね。ここではなまりを消すのに、見習いかむろ以外の遊女はああいう話し方をするのさ。客の前ではね」

　キセルを手にして、高尾太夫が艶やかな笑みを浮うかべる。廓言葉を喋りすました顔で座っている時は、まるで綺き麗れいなお人形のようで近寄り難かったが、話してみると案外気安かった。

「あの、それで身体からだは本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

　みこは彼女のすぐそばまで膝ひざでにじり寄る。キセルをふかす姿は、けだるい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。白い煙を吐はき出しつつ、高尾太夫が苦笑する。

「ああ、身体は何ともないよ。ちょっと考え事してただけさ。心配事が尽つきなくてね」

　高尾太夫がキセルを片手に肘掛けにもたれて、遠い目になる。そんな姿も様になっていた。綺麗な人は悩む姿まで綺麗だなと、みこは妙な感心をしてしまう。

「心配事って……？」

「あんたには関係のない話さ」

　肩を竦められたが、白しろ塗ぬりの化け粧しようをしていても判るぐらい、彼女は浮かない顔をしていた。

「あの、関係ないからこそ話してみたらどうでしょう。わたしを人形だと思って。少しは気が晴れるかも。あっ、でもどうしても話せないような事なら無理はして欲しくないけど……」

　ここまで言ってしまうのは、何だか彼女が放っておけなかったからだ。お節せつ介かいだと判ってはいるので、少しでも嫌いやがられたらすぐに引き下がるつもりではあったのだが。

　高尾太夫が目を丸くして、そしてゆっくりと微笑んだ。

「面おも白しろい子だねぇ。でも、あたしはあんたみたいなお節介は嫌いじゃないよ。……悩みといっても大した事じゃないのさ。実はあたしには幼なじみがいるんだよ。今色々あって、この店の用心棒をしてるんだ。そいつがねぇ、何だか妙な事に巻き込まれてるみたいでさ」

「妙な事？」

「ああ、前からふらふらしてる奴やつだったんだけど、最近毎日のように吉原を出てどこかに行ってるんだよ。行き先を尋たずねても誤ご魔ま化かすばかりで。あたしはここから出られないから、うちの若い衆に後をつけさせたんだ。そしたら、どうみてもかたぎには見えない男と会ってたって」

　幼なじみの心配をする高尾太夫に、ふと胸が締しめ付けられる気がした。みこが江え戸どに来たのは、子供の頃ころに出会った竹たけ次つぐと、その妹の春はるという兄妹きようだいを捜さがす為ためだった。結局彼らは、家密と二海という男の兄弟だと判明したのだが、彼らに再会できるまでの八年間、みこはずっとずっと心配し続けていた。二人は無事だろうか、元気だろうか、困ってはいないだろうかと。

（何だか似てるかも。わたしも家密や二海が変な事に巻き込まれてたら、心配だろうな）

　彼女の気持ちが痛い程ほど判った。だからこれ以上聞いてはいけないと思いつつも口を開く。

「かたぎには見えないって、どういう男だったんですか？」

　高尾太夫も誰だれかに聞いて欲しかったのかもしれない。二度と会う事のないだろうみこが適任だと思ったのか、肩を竦めた。

「浪ろう人にん風の男だったらしいよ。二人で真しん剣けんな顔して話してたって。弦げん庵あんは……その幼なじみが弦庵なんだけど、あいつは今まであたしに口答え一つした事ないし、噓うそだってついた事ないのに、その浪人の事とか外で何をしてるかは一いつ切さい言わないんだ。どうもそれが気になってねぇ」

「でも、もしかしたら、ただの知り合いに偶ぐう然ぜん会っただけかもしれませんよ。いつもその浪人と会ってるとは限りませんし」

「それはあたしも思ったんだよね。外に女でも作ったのかもって。だけど、そんな要領のいい事ができる奴じゃないのさ。まったく、心配ばっかりかけさせて！」

　口調はきついが、何だか微笑ましくて、思わずくすりと笑えみをもらしてしまう。恋れん愛あいに疎うといだの、世間知らずだの言われるが、みこにだってこのくらいは判るのだ。

「高尾太夫は、弦庵さんの事、好きなんですね」

「な、何を言ってるんだい！　馬ば鹿かな事ばっかりっ」

　化粧の上からでも判るくらい真っ赤になった高尾太夫に、ぽんぽんと軽く背中を叩たたかれる。凜りんとした佇たたずまいの彼女がそんな仕草をするのは意外すぎて、めまいがする程可愛かわいらしい。

「ごめんなさい。でも心配ですよね。わたしが何かお手伝いできるといいんだけど」

「いいさ。話を聞いてくれただけで。ちょっとすっきりしたよ。もう一度弦庵の後をつけさせてみるよ。それでまた頰ほおに傷のある浪人と会ってたら、今度こそきっちり問い詰つめて……」

　高尾太夫の思わぬ可愛らしさに微笑んでいたみこは、その言葉に一いつ瞬しゆんで背筋を凍こおり付かせた。

「頰に……傷？」

　目を見開いて、確かめるように言葉を句切って聞くと、高尾太夫が驚おどろいた顔で頷うなずく。

「そうだよ。……ちょっとあんた、どうしたんだい？　急に顔色が悪くなったよ」

　みこの脳のう裏りには、軍学者の諒影の顔が浮かんでいた。本性が毒どく蜘蛛ぐもの彼は、幕府の政策に異を唱え、至る所に罠わなをしかけて、幕府と家密を執しつ拗ように狙っている。その諒影の頰には、家密と戦った時にできた大きな傷があった。

　みこは、炎えん守しゆと呼ばれる育ての親の雅みやびを思い出す。彼は神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと同化し、様々な神じん通つう力りきをふるう生き神だ。実はみこは彼の跡あと継つぎで炎えん華か姫ひめと呼ばれ、生まれた時から富ふ士じ山さんの社やしろで、雅と一緒に世間から隔かく離りされた生活を送っていた。そのみこが今江戸にいるのは、雅が見た〝毒蜘蛛が江戸を壊かい滅めつに導く〟という恐おそろしい夢のせいだ。

　炎守の雅が見る夢は、必ず現実となってしまう。その夢を変えられる可能性があるのは、彼の跡継ぎである炎華姫のみこだけ。だからみこは、毒蜘蛛の本性を持つ諒影の企たくらみを未然に防ぐ為、一度は富士山に戻もどったものの、再び江戸にやってきたのだ。

「な、何でもありません。それより、頰に傷のある男ってどんな男ですか？」

「さあ、それ以上はよく判わからないんだ。後をつけた男も、遠くて顔ははっきりしなかったって。だけど遠目に見ても、その傷だけは判ったって言うから、よっぽどひどい傷なんだろうね」

　背筋がぞくりと震ふるえた。雅ほどではないが、わずかに神通力が使えるみこにも、ごくまれに未来を感じ取れる時がある。大たい抵ていは悪い事が起きる前に、高熱が出たように背筋が寒くなって身体が震え出すのだ。

　そう、今のように。

（か、身体の震えが止まらない！　こんなの初めてだ。……いつもの悪い予感とは全然違う。起こるんだ。何か恐ろしい事が。江戸を揺ゆるがすような、とてつもなく恐ろしい事が……！）

　ガタガタと全身を震わせながら、心の中で叫さけぶ。前のめりになりながら、こみ上げてくる恐きよう怖ふに必死で耐たえていると、ふと脳裏にある光景が浮かんだ。

　見覚えのある大きな橋は、江戸の中心部にある百ひやく獣じゆう国こく橋ばしだ。だがその周りに立ち並んでいるはずの大おお店だなが一つもない。代わりに夕日が照らし出すのは、崩くずれて残ざん骸がいと化した家々と、血に染まった赤い川。そこに浮かんでいるのが何なのかに気づいて、みこは喉のどをひくつかせた。

「ひっ、きゃぁぁぁぁぁぁ！」

　悲鳴を上げた途と端たん、意識がぷつっと途と切ぎれる音がした。それを幸せだとすらみこは思う。

　川を流れるおびただしい数の軀むくろを、これ以上見たくはなかったから。
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　みこが目覚めたのはよく見知った座ざ敷しきだ。広い部屋には、奥に御み簾すがかかっている。ここは自分が育った富士山の社だった。だが現実ではないだろう。おそらく自分は気を失って夢を見ているのだ。社から一歩も出られぬ生き神は、こうして夢を渡わたってみこに会いに来るのだから。

「雅様。恐ろしい……光景を見ました」

　起きあがって正座すると、さっと御簾が開いた。他人に顔を見られてはならないという掟おきてのせいで、雅は家族同然のみこの前でも面を被かぶっている。大おお柄がらな身体から男だというのは判るが、年はいくつなのかどんな顔をしているのか、ずっと一いつ緒しよに暮らしているみこも知らなかった。

　こんな時に相応ふさわしい般はん若にやの面が、大きく頷いた。

「ああ、私もだ。眠ねむっている時ではなく起きている時に、直接頭に江戸の未来の光景が浮かんだ。見み渡わたす限かぎり残骸しかない光景だ」

　声はいつになく真しん剣けん味みを帯びている。きっとみこが見た光景を、雅はもっと早くから夢で見ていたのだろう。あんな恐ろしい光景を何度も夢で見てしまうなんて、みこだったら耐えられない。たった一度目まの辺りにしただけで、今でも身体の震えが止まらないというのに。

「毒蜘蛛が本格的に動き出したようだ。未熟なお前でさえ感じ取れる程ほどに、江戸に危機が近付いている。おそらくこの現実はすぐそこまできているのだろう。もう一刻の猶ゆう予よもないぞ。毒蜘蛛があの未来の光景を現実にしてしまう前に止めなければ。みこ、早急に調査するのだ」

　大きく頷いて見上げると、何か考えているように雅が面に手を触ふれていた。

「それとみこ……。あの狼おおかみ達には、もう関かかわるな」

「どうしてですか？　今こそ家密や二海達と協力して、諒影の企みを止めなければ……！」

「嫌な夢を、もう一つ見た」

　声の響ひびきが、夢の恐ろしさを物語っているようだ。雅がみこの前で膝をついて顔を寄せる。

「私の見る夢は必ず現実となる。だからこれも必ず現実になるだろう。……よく聞け、みこ。あの狼達の目の前で……お前は死ぬ」

　一瞬、何を言われたのか判らなかった。何度も何度もその言葉を頭の中で繰くり返して、ようやく意味を理解する。だけど、今度は信じられなかった。雅が小さく息をつく。

「お前は私の跡継ぎだ。お前だけが私の未来の夢を変えられる可能性がある。狼達と距きよ離りを置けば、お前が死ぬ夢は現実にはならないかもしれない。だから、あいつらとはもう関わるな」

　真剣な声に、しばし呆ぼう然ぜんとした。だけどすぐに大きく息を吸い込んで、目に力を込める。

「いいえ、それはできません」

　はっきり言い切ると、雅が息を吞のむのが伝わった。

「何を言っている……あいつらの目の前で、お前は死ぬのだぞ」

「ですがこのままでは江戸は諒影の企みによって壊滅します。それだけは避さけなければ。その為には三代将軍徳川家密と、その弟で江戸の町を知り尽つくしている二海の協力は不可欠です」

　凜とした声で背筋を伸のばしたみこは、じっと雅を見つめた。

「わたし一人の事より、まず江戸全体の事を考えなければ。さっき雅様が仰おつしやったでしょう。もう一刻の猶予もないと。わたしはわたしにできる最短の道で、諒影を止めてみせます。それに家密と二海の協力が必要なら、たとえどんなに危険でも、わたしは彼らから離はなれません」

　決意を口にすると、雅がしばらく考えこむように無言になった。だがやがて小さく息をつく。

「……仕方ない。お前は一度言い出したら聞かないからな。それに確かに、まずは諒影の企みを止めるのが先決だ。しかし……なるべく狼達とは距離を置け。お前がたとえ私の夢を変えられる唯ゆい一いつの存在だとしても、運命の歯車に巻き込まれたら最後、どうなるかは判らぬぞ」

　みこは再び頭を下げた。本当は雅の死の予言が恐ろしくてたまらなくて、指先が震えている。だがここで怖こわがっていては前に進めない。何より、江戸には大切な人達がたくさんいるのだ。

「わたしは絶対に負けません！　必ず諒影を止めてみせます……！」

　みこは自分に言い聞かせる為にも、胸の内を言の葉にのせた。
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「駄だ目めだ駄目だ駄目だ駄目だ駄目だったら駄目だーっ」

　さすがに舞ぶ台たい役者だけあって、その声量には恐れ入る。両手で耳を塞ふさいでも鼓こ膜まくを振しん動どうさせる二海の怒ど声せいに、みこは思わず首を竦すくめた。

　早朝だというのに、二海やみこが住む木こ挽びき芝しば居い小屋の母屋おもやは慌あわただしい。今日から笛や鼓つづみの囃はや子し方かたに大道具や小道具、そして二海が他ほかの芝しば居い小屋に頼たのんで来てもらった役者達が集まって、五日後にある上覧芝居の稽けい古こが始まるのだ。演目は木挽屋が一番得意とする『鳴なる神かみ』だ。

　上覧芝居を演じる事が決まるのが遅おそかったせいで時間はあまりないが、江え戸どの役者達の代表として、気を抜ぬかずに精せい一いつ杯ぱい稽けい古こすると二海は言っていた。

　仁に王おう立ちしている二海を見上げて、みこは何とか笑みを浮うかべる。

「そんなに力いっぱい反対しなくても。習い事したいならしていいって言ってくれたでしょ」

「通いの習い事なら、いくらでも賛成するさ。だけど泊とまり込みで習い事ってのはどういう訳だ？　何かあったらどうするんだ。しかもお前、昨日吉よし原わらで倒たおれたばっかりだろ」

「身体からだはもう平気だよ。それにお花を習いに行くだけなんだから、何かある訳ないでしょ」

「何で急に花なんだよ。今までそんなもんに興味なかっただろ」

「この間大奥に行った時、春華かすがの局つぼね様に花を生けろって言われて全然駄目だったんだ。わたし習い事といえば、武道しかやってないから、さすがに反省して。二、三日泊まり込みで習えば、基本は身に付くって言われたし」

　にっこり笑ったが、お花を習いに行くなんて真っ赤な噓うそだ。本当は吉原に行って、高尾太夫の幼なじみである弦庵という男を調べて、諒影の行方ゆくえを捜さがすつもりだった。

　まだ弦庵が会っていた浪ろう人にんが、諒影だというはっきりした証しよう拠こはない。しかし高尾太夫からその話を聞いた時、背筋が凍こおり付くほど嫌いやな予感がして、江戸の恐ろしい未来が見えた。それがどうしても偶ぐう然ぜんだとは思えなかった。時間もない以上、わずかな手がかりにもすがりたい。

　みこは腕うで組ぐみしている二海を見上げる。本当は彼にちゃんと相談しようと思っていた。だが吉原で気を失って、自分の部屋で目覚めたみこが口を開く前に、二海は大声を張り上げた。

〝吉原には絶対に、二度と行くな！〟

　どうしてと聞いても教えてもらえなかった。とにかく吉原は危ないの一点張りなのだ。

　二海が自分の事を守ってくれようとしているのは知っている。心配性だけど、話せばちゃんと判わかってくれる事も。だが二海が納なつ得とくできるまで、きちんと説得するのは時間がかかるだろう。それに前々から気づいていたが、二海はみこが諒影の捜そう索さくをしようとするのを快く思っていないようだ。それもどうやら〝危ないから〟というのが理由らしい。

　今回の事を話せば、二海はどうするだろう。みこに諒影の捜索をさせてくれるかどうかは疑問だ。危ないからと言われて外にも出してもらえなかったら、何もできなくなってしまう。

（噓ついてごめんなさい。でも今は説得してる時間はないの。絶対にあの恐ろしい光景を現実にしてはならない！　まずは諒影の手がかりを摑つかむよ。そうしたら二海と家密にも話すから）

　心の中で呟つぶやいていると、二海が渋じゆう面めんのまま、それでも声が少し優やさしくなった。

「習い事はまあいいが、お前一人で泊まり込みってのが心配なんだよ……」

　そう言われるのは判っていた。だからみこはにっこり笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ、一人じゃないよ」

「さあ、師し匠しよう。生け花を習いに行く準備は万ばん端たんです。参りましょう！」

　みこの言葉に重なるように、襖ふすまがさっと開いた。そこに立つ空三を見て、みこは思わず頭を抱かかえてしまう。空三はなぜかまったく似合わない振ふり袖そで姿だ。しかも頭に小こ菊ぎくで作った花輪を飾かざり、右手に剣けん山ざん、左手には丸い花入れを持っていた。

「どうして女装!?　確かに準備万端だけど、すっごく変！　空三は背が高すぎるから、女物の着物を着るのは無理があるって前にも言ったでしょ。裾すそが膝ひざ下したまでしかないじゃない」

　びしっと指し摘てきすると、空三がぽっと顔を赤らめた。

「変……。個性的という事ですね。一番好きな言葉です。背筋がぞくぞくしてしまいますね」

「もう突つっ込まねぇぞ、空三。一人でぼけてやがれ。……それよりみこ。空三は駄目だぞ。上覧芝居は五日後だ。芝居の稽古があるからな」

　二海の言葉を聞いて、やっと正気に戻もどったのか、空三が丸眼鏡を押し上げた。

「それなら大丈夫です。鳴神なら何度も演じてますから台詞せりふはすべて頭に入っていますし。それによそから集めた役者達の台詞合わせと動きの確認に二、三日かかるでしょう。それが終わってからの合流でも私は一向に困りません」

　空三がさっとみこに目を向けた。彼には大事な用があるから、二海達には内ない緒しよで吉原に行くとしか伝えていない。それでもついてきてくれるという空三には、心の底から感謝していた。

　空三とみこを交こう互ごに見つめて、手を顎あごに当てて考えこんでいた二海が、やがて息をついた。

「仕方ねぇな。空三は変だが、腕うでだけは立つからな。いいか、みこ。絶対に危ない事はするな。それから空三から離れるな。習い事が終わったらすぐに帰ってこい」

　みこは大きく頷うなずいて、早さつ速そく空三と二人で部屋を後にした。
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「師匠は、吉原をどういう所だとお考えで？」

　みこは空三と、浅草寺の裏手にある吉原の大門の前に立っていた。まだお日様は午前中を示しているのに、大門の中はずいぶんと賑にぎわっているようだ。問いかけた空三は、みこが女装だけはやめてくれと必死に懇こん願がんしたおかげで、いつもの黒い着流し姿だった。

「二海が、みんなで楽しくお酒を吞のむ所だって言ってたでしょ」

「では、花魁おいらんをどうお考えで？」

「二海が、お酌しやくをする人達だって言ってたじゃない」

「……師匠、もっと人を疑いましょう。いくら二海の言う事でも頭から信じない方が……」

「あ、門番してるの、昨日の騒さわぎの時いた人だ。こんにちはーっ。お願いがあるんですけど」

　手を振って顔見知りの門番に駆かけ寄ると、背後から空三の感極きわまったような声が聞こえた。

「さすが師匠。その行動力と思い切りの良さには感服致いたします。師匠を守るは弟で子しの務め。この空三、命に代えましても、師匠の勘かん違ちがいと御おん身みを守らせて頂きます！」

「空三！　道の真ん中で見み得えを切らないの！　入ってもいいって言ってくれてるから、早く」

　みこは、舞台に立っている時のように片足を踏ふみしめて見得を切る空三を呼び寄せる。そして彼の手を引いて、高尾太夫のいる梅元屋に行く為ために大門を潜くぐった。




「ここで働きたいだって？」

　梅元屋の二階に高尾太夫の座ざ敷しきはあった。空三と二人で座敷に入り正座したみこは、目の前でしどけなく肘ひじ掛かけにもたれている高尾太夫の姿に、内心どきどきしていた。

　彼女は昨夜見た華やかな花魁姿とは違ちがい、ゆかたを着て素す顔がおのままだった。それなのに、その動き一つ一つに色気が満ちていて、同性のみこですら目を奪うばわれてしまうのだ。

　彼女はおそらく肉にく食しよく獣じゆうだ。漂ただよってくる色気には強い獣じゆう気きが混じっている。見に見えない獣気は化か妖ようの誰だれもが持つものだ。獣気が強い相手には逆らうなという掟おきてがあるように、強い化妖ほど強大な獣気を持っている。そして強い獣気を持つ者ほど、より美しい姿をしているという。

　化妖の頂点に立つ家密がいい例だ。強い化妖はその獣気で相手を怯おびえさせるが、同じくその強い獣気で相手を引きつけたりもする。高尾太夫はまさしく後者だった。

「はい。わたし、料理とか掃そう除じとか得意なんです。何でもします。雇やとって下さい！」

「木挽屋の二枚目は知ってるのかい？　あんたあの人にずいぶん大事にされてたじゃないか」

　思わず口ごもると、高尾太夫がにじり寄った。そしてみこの顎を摑んで顔を近付ける。

「……ちゃんとここで働く覚かく悟ごは決まってるのかい？　料理や掃除なんていくらでも手は足りてる。年を取って働けなくなった女達がたくさんいるからね。あんたみたいに若い娘むすめなら、ここでの本来の仕事をする事になるよ。あんた判ってないだろう。ここで何をするのか」

　切れ長の目で覗のぞき込まれ、みこは本能的に怯えてしまう。肉食獣はみこにとって天敵だ。肉食獣は、みこの身体に流れる神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを宿す事ができる特別な血の匂においを嗅かぐと、理性を失って襲おそいかかってくる。ようするにみこを〝食べたく〟なってしまうのだ。

　少しだけ首を竦めたみこを見て、高尾太夫が手を放してくっと口角を上げた。

「金が欲しいようにも見えないし、かたぎのまっとうな女の子だろ。さっさとお帰りよ」

「──いいえ、帰りません！」

　みこは自分でも驚おどろくほどの気き迫はくを込めて、高尾太夫を見つめ返した。

「わたしにはやるべき事があります。わたしにしかできないやるべき事が。それが何か今は言えません。だけど、ここで引く訳にはいかないんです。お願いです。ほんの二、三日でいいんです。ここに置いて下さい！」

　頭を畳たたみにこすりつけた。脳のう裏りに浮かぶのは、恐おそろしい江戸の未来だ。がれきの山に、血で赤く染まった川。生きている者は、見み渡わたす限かぎり一人もいなかった。

　あれを絶対に現実にしてはならない。その為なら何だってするつもりだ。

　高尾太夫が、小さく息をつくのが聞こえた。少しだけ顔を上げると、彼女の視線はみこの後ろにいる空三に向いているようだ。空三がみこの隣となりに進み出た。

「そんな目で見られても、私は何も知りません。師匠が作ってくれる夏の会かい席せき膳ぜん一月分につられただけですから。ただこれだけは言えます。師匠はとても好こう奇き心しんが強い。いつもその持ち前の行動力で突つき進んでいってしまわれます。ですが今回は違う。何やら覚悟を決められている様子。ですから私は師匠を止めはしません。しかし危ない目に遭わせるつもりもありません」

　まだ事情を話していないのについてきてくれたのは、そんな考えがあったからだろうか。そっと目をやると、空三がふっと微笑ほほえんだ。高尾太夫が仕方なさそうに肩かたを竦める。

「しょうがないね。あんたには助けてもらった恩があるから、そう邪じや険けんにもできないし。でも困ったね。うちは料理とか掃除の手は本当に足りてるんだ。足らないのは男手だよ。昨日あたしを襲おうとした乱暴者がいただろ。あんな馬ば鹿かな奴やつらから遊女達を守る用心棒とかさ」

　その言葉に、みこは心の中で手を叩たたいた。確か高尾太夫の幼なじみは用心棒だったはずだ。

「はいっはいっ！　やります、用心棒っ。なぎなたの腕にはすっごく自信があります！」

　みこが手を挙げて詰つめ寄ったのを見て、高尾太夫が目を丸くした。
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「用心棒ねぇ。こんな子供と綺き麗れいな兄さんが本当に務まるのかい？」

　みこと空三をじろじろと見つめている瘦やせた老女は、梅元屋の楼ろう主しゆらしい。用心棒に雇ってくれと名乗りを上げたみこを、高尾太夫が店の主人である楼主に引き合わせてくれたのだ。店の裏手にある猫ねこの額ほどの空き地で、みこはなぎなたを片手に大きく頷いた。

「大丈夫です！　そこらの侍さむらいには負けません。ちなみにこちらの空三は居合の達人です」

「ねぇ、お母さん。少しの間でいいから雇ってあげてよ。昨日この子に助けてもらったんだ」

　高尾太夫が楼主に向き直る。吉よし原わらでは楼主をお母さん、目上をお姉さんと呼ぶらしい。高尾太夫はかむろと呼ばれる少女達からも慕したわれていて、先さき程ほどもお姉さんお姉さんとまとわりつかれていた。高尾太夫が甘いお菓か子しをやると、かむろ達が嬉うれしそうにありがとうと歓かん声せいを上げる。彼女はきっとこの店の誰からも好かれているのだろうなと、みこは思った。

「しょうがないねぇ。まあ確かに高尾太夫を助けてもらったから、うちの店にとっても恩人ではあるしね。じゃあとりあえず、腕を見せてもらおうか。誰かいるかい！　来ておくれっ」

　楼主が声を張り上げると、店の裏口の戸が開いて男がのっそりと現れた。二海と同じくらい身体からだが大きいだろう。短たん髪ぱつで、頭の天てつ辺ぺんの毛先が上を向いてつんつんと立っていた。年の頃ころは二十代半ば。寝ねぼけているのか目をこすりながら出てきた男の尻しりを、楼主が蹴け飛とばした。

「しゃきっとしないかい！　あんた最近仕事に身が入ってないだろ。やる気がないならやめてもらっていいんだよ」

「あ……そう言わないで下さい。ちゃんと、仕事しますから」

「まったく、図ずう体たいがでかくても草そう食しよく獣じゆうは駄だ目めだね。のんびりしてて覇は気きがないよ」

　腕うで組ぐみした楼主に頷いたのは、まなじりをつり上げた高尾太夫だ。

「ほんとだよ。本物の牛の方がまだ役に立つよ。いっつもふらふら出歩いてばかりでさ。ここらでしゃんとしないと、本当にクビになっちまうよ！」

　それを見て、みこはやや首を傾かしげた。高尾太夫はかむろ達にも優やさしくて、昨日会ったばかりのみこにもこんなによくしてくれるのに、この男の人には厳しいようだ。

　みこは改めて男を見上げた。本物の牛の方がと言っていたから、きっと本性は牛だろう。男らしい顔をしていると言えなくもないが、表情が穏おん和わなのと全身からのんびりした雰ふん囲い気きを醸かもし出しているせいで、何となく頼たよりない感じがしてしまう。

「この二人が用心棒になりたいんだってさ。腕を見るから、あんた相手をしておやり」

「でも楼主さん……。こっちは女の子ですよ」

「いいんだよ。本人が侍にだって負けないとか言ってるんだから」

　戸と惑まどっている男に、楼主がひらひらと手を振ふった。男がおずおずとみこに話しかける。

「……じゃあ、よろしく。でもお嬢じようちゃん、怪け我がはしないで下さいよ」

　にこりと笑うと、それなりに男前だ。みこはぺこりと頭を下げた。

「わたしはみこです。こちらこそよろしく。なぎなたを使いますけど、いいですか？」

　男が苦笑して頷いた。みこは思いっきり本気だが、彼はあまりやる気はなさそうだ。軽くあしらって帰ってもらおうという男の考えが、困ったような表情から伝わった。

「じゃあ、行くよ、始め！」

　楼主のかけ声で、男が構えた。どうやら素す手でで戦う気のようだ。空三が前に出ようとしたが、みこはそれを手で制した。

「大だい丈じよう夫ぶ、このくらいできないようじゃ、ここで働くのを認めてもらえない」

　言い切ると、空三が渋しぶ々しぶと下がった。みこはなぎなたを構えて相手を見み据すえる。

（草食獣の牛が本性なら、用心棒なんて荒あらっぽい事は性にあわないはずなのに。それでもこの仕事をしてるって事は、のんびりした見み掛かけによらず暴れ牛なのかな）

　草食獣とはいえ、気性が激しい者もいる。そういう者達は、やたらな肉食獣よりもずっと強い事があるのだ。男は身体も大きいし、力も強そうだ。油断はならなかった。

（よーし！　先手必勝！）

　みこはなぎなたを振り上げて、男に駆け寄った。力はないが、すばしっこいのが取り柄えだ。捕つかまえようとしたのか伸のびてきた両手を軽々と避よけて、そのまま飛び上がる。

「はあっ！」

　かけ声は勢いがあるが、振り下ろしたなぎなたはそれ程ほど威い力りよくも速さもないから、避けるのは簡単だろう。実はこれはおとりだ。一撃げき目めで体勢を崩くずさせ、二撃目で仕留めるつもりだった。

　だが予想に反して、みこの手にガコッと重い感かん触しよくが伝わった。

　目の前では、頭になぎなたが直ちよく撃げきした男が、白目を剝むいて背後に倒たおれ込もうとしている。

「ええっ？　噓うそ！　今の避けられたでしょ。ちゃんと力を抜ぬいたのに」

「ああぁぁぁぁぁ！　だ、大丈夫かい？」

　高尾太夫が真っ青になって駆かけ寄った。動どう揺ようしたのか、猫の一陸と似たような耳と、細い尻尾しつぽが現れる。茶色に黒い縞しまの入った尻尾を見て、空三が感心したように息をついた。

「ほう、師し匠しよう、見て下さい。高尾太夫の本性はおそらく虎とらですよ。珍めずらしいですね。あまり江え戸どでは見掛けない種類です。猫系の一族の中では百ひやく獣じゆう国こくで最強ですよ」

　確かに太夫から放たれている〝色気〟という名の獣気はただごとではなかった。本性が虎というなら、それも納なつ得とくがいく。

「しっかり！　しっかりしなよ。弦庵！」

　その高尾太夫がうっかり本性を出してしまう程心配な男の名を聞いて、みこは目を見開いた。

「え？　その人が弦庵さんなんですか!?」

　白目を剝いて倒れている男をまじまじと見つめる。諒影の手の者だと思っていたから、彼のような恐ろしい獣気を放つ肉にく食しよく獣じゆうだと勝手に想像していた。だけどこの男はどうみても、喧けん嘩か一つできない草食獣だ。用心棒だと聞いていたが、これだけ弱かったら何の役にも立たないだろう。地面に伸びている弦庵に目を丸くしつつ、みこはどういう事かと首を傾げた。




「いや～お嬢ちゃん、強いですねぇ」

　水で濡ぬらしたさらしで額の大きなこぶを冷やしつつ、弦庵がみこににっこりと笑いかけた。

　大きな身体の弦庵を、高尾太夫の部屋まで軽々と肩に担かついで運んだのは空三だ。今は弦庵の代わりに、店先で用心棒として見張りをするよう楼主に言われて、ここにはいなかった。

　みこは正座して指を畳につき、さっと頭を下げた。

「すいません。あれぐらい避けられないなんて……いえ、てっきり避けると……いえ、あの」

「いいんだよ。気を遣つかって言い直さなくても」

　吞のん気きな笑えみを浮うかべた弦庵に、高尾太夫が腰こしに手を当てて目を剝いた。

「そうだよ。避けられないあんたが悪い！　まったく、お母さんにまた嫌いやみ言われちまったよ。小こ娘むすめに負けるなんて用心棒として失格だって。あんた、もうちょっとしっかりしておくれよ。ここを辞やめさせられたら行く所ないだろ」

「ごめんよ、お咲さき」

「本名で呼ぶんじゃないよ！」

「判わかったよ、お咲」

「全然判ってないじゃないか！」

　ごめんごめんと謝る弦庵に、高尾太夫が大きなため息をついている。やがて気を取り直したのか、みこに向き直った。

「お母さんが、あんたとあの綺麗な兄さんを雇やとうって。うちの用心棒はまだ何人かいるから、弦庵に連れていってもらって、みんなに挨あい拶さつしてくるといいよ。それから用心棒達は雑魚ざこ寝ねだけど、あんたは女の子だしそうはいかないから、布ふ団とん部屋で悪いけど用意しといたから」

　高尾太夫はやはり面めん倒どう見みがいいらしい。みこに対する声も視線も穏おだやかだ。だけど、再び弦庵に向けられた視線は痛いほど厳しい。

「いいかい、弦庵。この子は昨日あたしを助けてくれた恩人なんだからね。ちゃんと色々教えてやるんだよ。それから変な虫がつかないようにしっかり見張っときな。判ったかい」

「ああ、任せといてくれ、お咲」

「だから本名で呼ぶなって何度言わせるのさ！」

　高尾太夫の怒いかりの獣気に押されるように、弦庵とみこは慌あわてて部屋を飛び出した。

「いや～、お咲は昔っから怒おこりんぼなんだよな」

　あっはははと笑う弦庵に、みこは思わず顔が引きつった。なぜなら、怒られる原因は明らかに弦庵にあると思うからだ。

「でもあれで案外優しい所もあるんだよ。お咲は幼なじみなんだけどさ。俺は昔っから鈍どんくさくて、いっつもいじめられてて。そしたらお咲が飛んできて助けてくれるんだ。あいつにはほんと昔っから世話になりっぱなしでさ」

　懐なつかしそうに話す弦庵は、ずいぶんと嬉うれしそうな顔をしている。それは高尾太夫が弦庵の事を話す時の顔つきとよく似ていると、みこは気づいた。

（この二人って、ほんとに仲がいいんだなぁ）

　心の中で呟つぶやいていると、弦庵がふと足を止めて二階の壁かべ際ぎわにある障子から外を覗のぞいた。

「おや、仲なかの町ちようにずいぶんお客さんが増えたな。そろそろ昼ひる見み世せが始まるからかな？」

「仲の町って？　それに昼見世ってなんですか？」

「仲の町は大おお門もんからまっすぐに伸びた大通りの事だよ。吉よし原わらにはその道を中心にしてたくさんの店があるんだ。昼見世は今いま頃ごろから夕方くらいまで店を開ける事。いつも昼はあんまりお客さん来ないんだけど、最近はけっこう多いんだ。ほら、今度江戸城で祝い事があるだろ」

　家密の将軍就任記念日の式典の事だろうか。みこが頷うなずくと、弦庵が肩かたを竦すくめた。

「その為ために登城する大名達が、全国から集まってきてるらしいんだ。でも早く江戸に来すぎたお侍さむらいさん達は暇ひまなもんだから、昼間っから吉原に遊びに来るのさ」

（つまり、式典がある五日後まではまだ時間があるから、ここでお酒を飲んで騒さわいだりする訳か、なるほど。確かその式典の時に二海達の上覧芝しば居いもあるんだよね）

　一いつ瞬しゆん二海の顔を思い出して寂さびしさがこみ上げたが、それをどうにか堪こらえて、階段を下りる弦庵についていく。向かったのは店先の脇わきにある四よ畳じよう半はんほどの部屋だった。

　のれんで仕切られた部屋に入ったみこと弦庵は、中の光景を見て思いっきり眉まゆ根ねを寄せる。

　そこには数人の男達がいたのだが、なぜか彼らは積み重なるようにして倒れ込んでいた。そしてその男達の一番上に腰こし掛かけて、空三が優ゆう雅がにお茶を飲んでいたのだ。

「すっごく聞きたくないけど……何をしたの、空三」

「自分達は用心棒として先せん輩ぱいだから、新入りの私に茶をもってこいというので、仕事は経験の長い短いに拘かかわらず、まずは実力だと身体からだに教えてあげました。私は何て親切なのでしょう」

「それ、どう考えたって親切じゃないしっ。それに空三の言ってる事正しいけど、世の中は正しいだけじゃいけないんだって何回も言ってるでしょーっ」

　みこは頭痛がするのをどうにか堪えて、空三を男達の上から退どかした。うめき声を上げる男達を介かい抱ほうしていると、部屋の入り口にいた弦庵がそわそわと外を覗き始める。

「お嬢ちゃん……えっと、みこちゃんだったかな。悪いけど、俺はちょっと用事があるんでいくから。すまないけど、後はみんなに色々と聞いてくれな」

「え……ちょ、ちょっと待って！」

　呼び止めようとしたが、弦庵は彼らしくない素す早ばやさで店を飛び出していった。

（ああ、まだ何も聞きだせてないのに……）

　がっくりと肩を落としていると、用心棒の男の一人が起き上がりつつ、口を尖とがらせた。

「何だよ、弦庵の奴やつ。同じ用心棒仲間なんだから、俺達がやられたら敵かたきくらいとれよな」

　空三を見てびくびくしながらも、不満を口にした男に、みこは慌てて近寄った。

「ねぇねぇ、弦庵さんって、いつもどこに行ってるの？」

「どこって……あれ、楼ろう主しゆさんが言ってた女の用心棒ってお前か？……ふーん、そうか。でも何でもただで教えてもらおうなんて甘いんじゃねぇか。魚心あれば水心って言うだろ」

　片手を出した男が、どうやら金を要求しているらしいと、さすがのみこでも気づいた。だけどお金はあまり持っていないし、持っていたとしても払はらうのは納得がいかない。

「……あなた達、用心棒するぐらいだから、肉食獣なんだよね？」

　部屋の中にいる用心棒は全部で五人。年ねん齢れいも十代の後半から中年までとばらばらだ。だけど、全員が肉食獣の獣気を発しているのには、みこも気づいていた。

「だったらお金よりもっといい物をあげる。気に入ったらわたしの欲しい情報をちょうだい」

　にっこり笑ったみこに、男達が戸と惑まどいつつも頷いた。




「うまいーっ。うまいうまいっ。最高にうまいっ。こんなうまい飯食ったの初めてだ！」

　がつがつと食べている男達を見て、みこはひそかな達成感を味わっていた。自分が作った料理が肉食獣達にとって格別に美味おいしく感じられるのは、身体に流れる特別な血のせいだ。判ってはいたが、やはり一いつ生しよう懸けん命めい作った料理を美味しいと言ってもらえるのは、何より嬉しい。

「師匠、どうしてこんな奴らに師匠の至高の料理を食べさせてやるのです。私は久しぶりに純じゆん粋すいな怒りだけで、本性を顕あらわしてしまいそうです……！」

　隣となりにいた空三が、嫉しつ妬とに狂くるった目で男達を睨にらみつけている。彼からぶわっと放たれた獣気に怯おびえて、男達が一いつ斉せいに震ふるえ上がった。

「空三！　今度部屋の中で本性を出したら、二度とご飯作らないって言ったでしょ！」

　両手を腰に当てびしっと言い渡わたすと、みるみる内に空三の獣気が小さくなる。彼の本性は緑色の巨きよ大だい蛇へびだ。料理に感動しては、本性を出して天てん井じようを突つき破ったのは一度や二度ではない。

「そうそう、怒っちゃ駄だ目めだよ。空三の分もあるんだから食べて。ほら、鰹かつおをしょうゆで付け焼きにした鰹のきじ焼きに、白しろ瓜うり冷ひや汁じるでしょ。出汁だしをいっぱい入れた出汁巻き玉子に、ご飯は鮎あゆの身をほぐして入れた鮎飯だよ」

　料理を見た途と端たん、機き嫌げんがよくなったのか、空三が目をきらきらさせて箸はしをとる。その様子を見ていた男達が、急にみこに尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「すごい、あんなに強い空三様を、一いつ喝かつしただけで大人しくさせるなんて……」

　呟いたのは一番若い男だ。いつの間にか空三の名前に様がついている。きっとそう呼ぶよう強要したのは空三だろう。隣にいた中年の男も頷いて、いきなり茶ちや碗わんと箸を置いて頭を下げた。

「……お嬢じようちゃん！　いや、あねさんと呼ばせて下さい！　俺達の中で最強は文句なく空三様です。その空三様を飼い慣らしているあねさんは、見み掛かけによらずもっともっとお強いのでしょう。俺達あねさんについていきやすので、何でも言いつけて下さい！」

　他ほかの用心棒達も、すぐさま同じように居住まいを正し、一列に並んで正座した。彼らに、すごくすごく見覚えのあるきらきらした目で見上げられ、思わず顔が引きつる。

「そ、その、すがるようなあどけないようなまん丸い目は。もしかしてみんな、本性は犬？」

「へいっ！　親が犬と狐きつねだったりと雑種の集まりですが、一応みんな犬です。俺達は用心棒って群ですから、群の中で一番強い人についていくんでさ。つまりそれがあねさんです！」

「あの……。わたしは別に空三より強い訳じゃないし、ついてこられても困るって言うか」

「だ、駄目なんですかい？　俺達を捨てるんですかい？　そりゃ俺達は雑種だし毛並みは悪いけど。捨てられたり雇ってもらえなかったりして吉原に流れ着いた奴ばかりだけど……」

　彼らの頭からは犬の耳が飛び出て、いつの間にか現れた尻尾しつぽは丸まって力無く垂れ下がっていた。肩を震わせてうるうると潤うるんだ目で、全員がみこを見つめている。

　その目を無視できるほど、みこは神経が太くなかった。

「わ、判わかった。えっと、とにかく判った。だからみんな落ち着いて。その捨てられた子犬の目攻撃を五人でやるのは止めて！　威い力りよくが半はん端ぱじゃないのよーっ」

　叫さけんだみこに、全員がぱぁっと顔を綻ほころばせ、尻尾をちぎれんばかりにぱたぱたと振ふった。

「では、あねさん。これからどうぞ、よろしくお願いいたしやす！」

　男達が目の前で一斉に頭を下げた。なかなか爽そう快かいな眺ながめだが、正直ここに長居をする訳でもないのに懐かれるのは困る。

（どうしよう。でも仲良くなって協力してもらわないと。まず目的を果たさなきゃ……！）

　みこは気を取り直して、食事を再開した男達の一人に近付いた。

「じゃあ、さっきの質問に答えて欲しいんだ。弦庵さんっていつもどこに行ってるの？」

「いや～、それが絶対口を割らねぇんでさ。あいつはちょっと不思議な男でね。三年くらい前、高尾太夫が雇ってくれって連れて来たんですけど、そん時は着物はぼろぼろで髪かみも髭ひげも伸のび放題で。幼なじみだけど、火事で家を焼け出されたとか何とか、高尾太夫が言ってたっけ」

　頷いたのは、隣で鮎飯を頰ほお張ばっていた男だ。

「そうそう、それで楼主さんも仕方なく雇やとったけど、弦庵は図ずう体たいばっかりでかくって、喧けん嘩かはからっきしなんですよ。でも案外手先が器用でね。壊こわれた屋根やら簞たん笥すやら、あっという間に直しちまう。大工かなんかしてたんだろうって聞いても、はっきりと返事はしねぇんですが」

「そうだな。ぼんやりしてるけど悪い奴じゃねぇ。あれ……でもそういや、あいつかなり前からちょこちょこ吉原の外には出てたな。だけどどこに行ってるかは判らねぇんだよな。あ、おい、お前この間、高尾太夫に言われて弦庵の後をつけただろ。あいつどこに行ってたんだ？」

　中年の男に聞かれて、この中で一番若い男が、冷汁を飲みながら首を傾かしげた。

「どこって別に……。あちこちぶらぶら歩いてただけですぜ。川とか眺めて、考え事してるような難しい顔して。ああ、それから頰ほおに傷がある男と何か話してたな」

　料理に集中していても、空三はその言葉を聞き逃のがさなかったらしい。こちらにさっと視線を向けたので、みこは小さく頷いてみせた。

「その頰に傷がある男とは、いつ会ってたの？」

「確か二月ぐらい前だと思います。でも話してたって言っても、ちょっとだけですけどね」

　それを聞いた途端、みこの背筋がまたしてもぞくっとして、身体がカタカタと震えだした。




「頰に傷がある男とは、諒影とやらの事ですよね」

　梅元屋の裏手にある空き地で、向かい合っていた空三に聞かれて、みこは小さく頷いた。

　表通りの喧けん噪そうはかすかに聞こえてくるが、ここは比ひ較かく的てき静かだった。梅雨つゆとは思えない明るい太陽が降りそそぎ、眩まぶしい程だ。乾かわいた地面に目を落としたみこに、空三が言葉を続ける。

「私は師し匠しようの一番弟で子しです。あなたの言う事ならば従います。そして私は優ゆう秀しゆうな男です。師匠がここに何か目的をもってこられたのなら、それを話して頂いた方がお役に立てます」

　顔を上げると、空三の真しん剣けんな眼差しとぶつかった。みこは一つ息をついて頷うなずく。

　味方が少ない吉よし原わらで動く為ためには、空三には真実を伝えた方がいい。だからみこは本当の事を話した。高尾太夫から聞いた話。弦庵が諒影らしき男と会っていた事。

　──そして自分と雅が見た、恐おそろしい江え戸どの未来。

「……江戸が壊かい滅めつする。本当にそんな事があるのですか？　もしそうならどんな方法で？」

「判らない。それを調べる為にも、そして止める為にも、諒影を見付けださなくちゃ。だけど神かん田だ明みよう神じんでの一件以来、江戸中の役人が血ち眼まなこになって捜さがしても彼を見付けられない。唯ゆい一いつの手がかりが弦庵なんだ」

「それなら、二海と上様に本当の事を……話したらきっと、あなたが関かかわるのは危ないと止められてしまいますね。お二人は師匠が少しでも危ない目に遭うのを避さけたいと思ってらっしゃる。ですが、炎華姫であるあなたが諒影の企たくらみを暴あばかなくては、未来の惨さん状じようは変えられない」

　いつも変な空三だが、頭がいいのは確かなようだ。状じよう況きようもしっかりと飲み込めている。これでどうしていつも空気が読めない言動ばかりするのか不思議でならない。

「まずは諒影の手がかりを摑つかみたい。それもできるだけ早く。弦庵が会っているのが諒影だと確かめられれば、家密達にもちゃんと話そうと思う。だからそれまで協力して欲しいの」

　まっすぐに見上げると、空三がふっと微笑ほほえんだ。

「二海から……あなたが炎華姫だと聞いていたのに、私は今ひとつ信じられないでいました。ですが、今のあなたの強い意志が籠こもった目を見て納なつ得とくしました。確かにあなたは生き神である炎守様の跡あと継つぎ。世間知らずなのは本当でしょうが、甘えるだけのお姫様ではない」

　空三がすっと身を屈かがめて片かた膝ひざをついた。そして片手を地面につき、うやうやしく頭を下げる。

「改めてご挨あい拶さつ致いたします。稲いな葉ば蛍けい之の進しんと申します。母である春華の局より、内密に炎華姫の命を遂すい行こうし、お守りするよう仰おおせつかっております。母は炎守様とは古くからの知り合いで、その神じん通つう力りきもよく存じ上げているようです。炎守様は以前から江戸が壊かい滅めつする夢を見ておられたのでしょう？　二ふた月つき前まえ、あなたを迎えに富士山に行かれた上様から炎守様の夢の内容を聞いた母は、炎華姫同様それが現実になるのを恐れております」
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　初めて見る、ふざけてもおどけてもいない空三の姿だった。凜り々りしい顔つきと声は、今までにないほど頼たよりがいがある。礼を尽つくした空三が、みこに向かってゆっくりと微笑んだ。

「私は、仕える方は自分で選びます。母から命じられたとはいえ、料理の師匠であるみこ様はお慕したいしていても、見も知らぬ炎華姫の為に命を投げ出す気にはなれませんでした。ですが、今は違ちがう。あなたのお考えはよく判りました。それを実行するなら、大きな危険が伴ともなうでしょう。ですから、私はあなたの手足となって、あなたの進む道を遮さえぎる者を一刀両断にします」

　いつも変な事ばかり言う口がなめらかに動くのを、信じられない気持ちで見つめていた。彼の力強い言葉を聞いていると、心の奥から勇気がわいてくる。

「ありがとう。諒影の企みを必ず止めましょう。その為にまず、弦庵の行動を探さぐらなくては」

　空三が真剣な面おも持もちで、御ぎよ意いと一言呟つぶやいた。
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「みこ～！　やっと見付けたっ」

　弦庵が吉原に帰ってきたらしいと用心棒仲間に聞いたみこは、空三と手分けして彼を捜していた。夕暮れ時の仲の町を足早に歩いていると、ふいに背後から煙助の声がした。驚おどろきつつ振り返ったみこは、駆かけ寄ってくる人物を見て更さらにびっくりして我が目を疑った。

「え？　え？　え？」

「いや～捜したんやで。お前がお花なんか習いにいくはずないし。ここに来た時様子が変やったから、もしかしてと思って来てみてん」

　にこにこと笑っている彼は、声も口調も完全に煙助だ。だけど違う。何が違うかというと、まず一番大きな違いは肩かたに乗るくらいの小こ猿ざるではなくて、みこより背の高い人の姿をしていた。

「ん？……何じろじろ見てんねん。わいの顔になんか……ああっ、しまった！　忘れとった」

　顔を触さわった青年が、目を見開いて絶ぜつ叫きようした。みこは青年をまじまじと見つめる。みこより少しだけ年上だろう。茶色の髪は襟えり足あしが見えるくらい短くて、細身で小さな顔をしている。肌はだも透すき通るように綺き麗れいで、やや垂れた目も口元の八や重え歯ばも愛あい嬌きようがあった。

「あなた……大奥の時の」

　彼には見覚えがあった。一月程ほど前、事情があってしばらくの間大奥で過ごしたのだが、その時に現れては消える不思議な青年がいたのだ。それがまさしく目の前にいる彼だった。

「わ、わいは……いや、僕は、通りすがりで、人ひと違ちがいしてもうて……して、しまって……？」

　何度も詰つまりながら言い直す青年に、みこは目をぱちくりとさせた。

「その声と上方なまりは、煙助……」

「ちゃ、ちゃうで。わいは決して煙助やないし、人の姿になれるようになったんでも……！」

「……の家族の方？」

　にっこり微笑むと、青年が身体からだの動きを止めて、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした。

「へ？」

「だから、煙助の家族の方でしょ？　だって声とか喋しやべり方とかそっくりですよ！」

　目をぱちくりとした青年だが、みこの満面の笑えみを見て、慌あわてて大きく頷いた。

「そ、そーやねん！　わい、煙助の兄ちゃんやねん。最近上方から出て来て……」

「あれ？　でもどうして煙助のお兄さんが、この間大奥にいたんですか？」

　青年がはははと笑っていたのをぴたりと止め、急に真剣な顔をした。

「そ、それはな。……あんた、秘密は守れるか？」

　突とつ然ぜん口調をがらりと変えた青年に、みこは慌てて背筋を伸ばして頷いた。

「わい、実は上様の密みつ偵ていやねん。あの時は色々とあってな。幕府の政策が絡からんでるから、詳くわしいことは言われへんけど」

　ふっと息をつく青年が、何だか年よりも大人びて見えた。そういえば、二海が青年は家密の部下だと言っていたのを思い出す。

「わぁ、そんなに若いのに、幕府の政策に関わるような大きな仕事をしてるなんて、すごいですね！　判りました。詳しい事は聞いちゃ駄だ目めなんですよね。だったらわたし、聞きません」

「隠かくし事してかんにんな。なんせ言われへん事が多すぎて」

　こちらに向けた背中が、これ以上は聞かないでくれとでもいうように震ふるえている。

（この人、きっとすっごい人なんだ。だって家密が認める密偵って事は、それだけ仕事ができるはずだもん。かっこいい～）

　うっとりと心の中で呟いてしまう。家密や二海のようなド派手な美形ではないが、垂れた目もちらりと覗のぞく八重歯も可愛かわいくて親しみがわいた。端たん整せいではあるけれど、ちょっと間の抜ぬけた感じもする顔が、正直とても好みだ。みこは目をきらきらさせて、青年を見つめた。

「あの、煙助のお兄さん。名前はなんていうんですか？」

「わ、わいは……え、煙えん……太た。そう、煙太や！　煙助の兄ちゃんで煙太。覚えやすいやろ」

「うん。可愛い名前ですね」

「か、可愛い？　そうか、可愛いかぁ。かっこいい言うて欲しいけど、可愛いもええなぁ」

　頷きつつ、もじもじとしている姿まで可愛らしかった。それに彼からは、肉にく食しよく獣じゆうが放つ圧あつ迫ぱく感かんのある強い獣気を感じない。煙助の兄というなら、本性はおそらく猿さるなのだろう。肉食獣はみこの特別な血に反応して襲おそってきたりするが、草そう食しよく獣じゆうはこの血に理性を狂くるわせる事もない。草食獣である彼の前では、食べられるかもと気を張らなくてもいいのだ。

　そう思うと、みこは心の底から落ち着ける気がした。煙太といると、こちらまでほっこりするのだ。その雰ふん囲い気きは、草食獣しかいない故郷の富士山の社を思い出させた。

「何か、煙太さんとは初めて会った気がしないな」

　顔を見るのがちょっぴり恥はずかしくて俯うつむき加か減げんで話しかけると、煙太がびくりとした。

「そ、そうか？　よう言われんねん。親しみやすいって」

「うん、まるで煙助と話してるみたい。きっと煙助も人の姿になれたなら、煙太さんみたいなんでしょうね」

「そ、そうやな。多分、いやごっつい似てると思うわ。わいと煙助が似てるんは、兄弟だからやで。兄弟だから兄弟だから。ほれ、みこも言うてみ」

「うん、煙助と煙太さんが似てるのは、兄弟だから！」

「ほっ、洗脳成功や」

「何か言いました？　煙太さん」

「いやいや、何でもないで！……えっと、それより、わいは煙助に頼たのまれてみこを捜してたんや。なんや一人で危ない事してるみたいやから、助けてやってくれって言われてんねん。わいが来たからにはもう安心やで。どーんと任せとき！……げほっ」

　煙太が胸を叩たたいたが、どうやら強すぎたらしく咳せき込んでいる。みこは思わず笑ってしまった。恐ろしい江戸の未来の光景を見て以来、心の底から笑ったのは、初めてかもしれない。

（煙太さんといると和なごむなぁ。ほんとに面と向かって会うのが初めてじゃないみたい。それに、前にも思ったけど、煙太さんってすごく品のいい顔立ちしてるんだよね。立ち居い振ふる舞まいも綺麗だし。あんまり周りにいない感じの人だな）

「煙助……？」

　何だか胸がどきどきして頰ほおを赤らめていると、ふいに声が聞こえた。顔を向けると空三が足早に近付いてくる所だった。
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「……のお兄さんの煙太や！　そうやろ、空三。な、な、な！」

　慌てて両手を振ふって、煙太が駆け寄った。空三がぐっと眉まゆ根ねを寄せる。

「煙助のお兄さんですか。またひねりのない噓うそを。もう少しましなのはなかったんですか？」

　煙太が慌てて空三の肩を抱だいて、みこに背を向けた。そして小声で何事か囁ささやく。

「しっ、みこに聞こえるやろ。ええか。わいは炎守様からみこを守るよう言われてるんやで。その為ために人の姿になれるようにしてもろたんや。せやけどみこに正体を知られたら、もう二度と人の姿にはなられへんぞって言われてんねん、絶対にばれたらあかんから黙だまっといてぇな」

「二人で何をこそこそ話してるの？　っていうか、二人とも知り合いなの？」

　みこが首を傾かしげると、煙太がはっとしてこちらを向いて、うんうんと頷うなずいた。空三が仕方なさそうに息をついたが、それ以上は何も言わず、みこに近付いて耳元に口を寄せた。

「弦庵を見付けました」

　その一言に、みこは気を引き締しめて、大きく頷いた。




　空三を先頭に、みこと煙太がやってきたのは、大門から伸のびた仲の町の右手にある、吉よし原わらの裏通りだ。西河岸と呼ばれる通りの奥には稲荷いなり社の赤い鳥居があって、その奥の階段に遊女達が数人集まっているのが見えた。何事かと思いながらみこが近付くと、わいわいと騒さわぐ遊女達の向こうに、相変わらず吞のん気きな表情をした弦庵が座っている。弦庵の前には、地面に風ふ呂ろ敷しきが広げられていて、その上にいくつかの木き彫ぼりのおもちゃが並んでいた。

「お、みこちゃんじゃないか。何をやってるんだい？……うーん、まあ何でもいいか。それよりせっかく来たなら、これ買ってくれよ」

　近づくと、弦庵がにこやかに声をかけて、優やさしい女性の顔を象かたどった木彫りの面を差し出した。

「やだ、弦さん。またそんな何の役にも立たないおもちゃ売りつけて」

　集まった遊女の一人に肩を叩かれつつ、弦庵はみこの手に面を押しつける。

「役に立たなくないさ。あ、みこちゃん。この下の棒を引っぱってみて」

　言われた通り面の顎あごの下にある、細い棒を引っぱった。すると一いつ瞬しゆんで、その面が表情を変える。優しく細められた目がかっと見開き、口は耳まで裂さけて二本の角と牙きばが現れたのだ。

　思わずきゃっと悲鳴を上げると、弦庵が嬉うれしそうに笑った。

「びっくりしたかい？　見てみなよ、姉さん達。役に立たない訳でもないだろ。みこちゃんがこんなに驚いてくれた。俺はこんな顔を見るのが大好きだから、こういう細工物を作るんだ」

　みこは面をよくよく見つめた。弦庵の言うように、何か細工がしてあるのだろう。引っぱった棒を押し込むと、また優しい女の顔になる。そういえば、用心棒達が弦庵はずいぶんと手先が器用だと言っていた。今も遊女達と話しながら、手に持った材木をノミで削けずっている。

「弦さん、こんな所でおもちゃ売ってたって、お客来ないわよ。もっと大通りに行きなさいよ。酔よっぱらったお客さんが買ってくれるから」

「目立つ所で売ると、用心棒の仕事を怠なまけてるって楼ろう主しゆさんに叱しかられるんだ。……ていうか姉さん達、いつもここに集まってぺちゃくちゃ喋ってるんだから、たまには何か買って……」

「あっ、そろそろ夜よ見み世せが始まっちゃう。お店に戻もどらなきゃ！」

「じゃあね～。弦さん、また遊びましょ～」

　遊女達が蜘蛛くもの子を散らすように去っていく。ひらひらと手を振る彼女達に、怒おこるでもなく呆あきれるでもなく、弦庵は肩かたを竦すくめただけだった。そしてみこ達に目をやって、苦笑する。

「楼主さんに、俺を呼んでこいって言われたのかい？」

「ううん。ちょっと弦庵さんとお話ししたいなぁって思って。あ、このお面、いくら？」

　懐ふところから巾きん着ちやくを取り出すと、弦庵が目を丸くした。

「いいよ、無理して買わなくても。一回驚おどろいてくれればそれでいいんだ」

「無理してないよ。わたしの知り合いにお面が大好き……かな？　うーん、まあとにかく、いつもお面をつけてる人がいるんだ。その人も見み掛かけによらず、珍めずらしいものや新しいものが好きだから、こういうお面をあげると喜ぶと思う」

「へぇ、お面好きね。よっぽど自分の顔に自信がないのかな？」

　それはどうだろうとみこは思う。炎守の雅が面を被かぶるのは、素す顔がおを見せてはならぬと掟おきてがあるからだ。ずっと一いつ緒しよに暮らしていたみこでさえ素顔は知らない。唯ゆい一いつ知っているのが、大奥を牛ぎゆう耳じる春華の局だ。二人は旧知の仲のようで、まだ雅が炎守になる前に顔を見たのだと言っていた。春華の局の言葉からすると、美形なのだと思うのだが、詳しい事は判わからない。

「じゃあ、二十文でいいや」

「え？　でもおそばより安いよ」

「いいよ。材料代だけで。これは俺の趣しゆ味みだからさ」

　ふんふんと鼻歌を歌いつつ、ノミを動かす弦庵はご機き嫌げんだ。

（やっぱりどこからどう見てもいい人だよね。諒影と関かかわりがあるなんて思えないな……）

　みこが心の中で呟つぶやいていると、煙太が弦庵の真ん前でしゃがみ込んだ。

「兄さんあかんで。そんな吞気な商売しとったら。物はいいんやから、吉原で売るのがあかんかったら、浅草寺辺りに店でも出したらどうや？」

「いいんだって。それに店を出すほどたくさんは作れないんだ。みんな俺が暇ひまを見て、一個ずつ丁てい寧ねいに作ってるからさ」

「欲よくのない兄さんやなぁ。……せやけどこれ、おもろいな。わいにも一つ売ってんか」

　煙太の目の前にあるのは、みこの腕うでぐらいの長さの小さな木のはしごだ。煙太が子供の絵が描かいてある長方形の将しよう棋ぎの駒こまのような物を上にのせると、それがはしごをくるくる回りながら降りてくる。まるで子供が、はしごに摑つかまって回転しながら降りてくるように見える細工に、みこは目を丸くした。

「あ、それは駄だ目めだ。それは……えっと、一番いい出で来きだから、お咲にやるんだ」

　弦庵がかっと顔を赤らめた。大事そうにはしごの細工を手で持って、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「あいつも、俺が作った細工物が好きだからさ。……俺はお客さんみたいに金は持ってないけど、これだったらいくらでも作ってやって、お咲を喜ばせられるから」

　お咲とは、高尾太夫の本名だと前にも聞いていた。はしごの細工を見つめる弦庵の目が愛いとしげに細められる。きっと今、彼の目に映っているのは、細工物をもらって喜ぶ高尾太夫の笑顔だろう。彼からほんわかとした優しい空気が伝わってきて、みこも微笑んだ。

「高尾太夫、すごく喜ぶでしょうね。でも、これすごいなぁ、どうやって作ってあるんだろ」

　はしごをまじまじと見つめつつ、首を傾げた。それはただの世間話のつもりだった。興味がない訳ではないが、聞きたい事は別にある。だから何とか話の糸口を探さぐったつもりだった。

「知りたいか？　そうか知りたいか。どうしてもって言うなら教えてあげよう」

　だけど、それは弦庵の変なつぼを押してしまったらしい。弦庵の目がきらきらと輝かがやき、先さき程ほどまでのんびりとしていた口調が急に速くなる。

「え？　いや、今は別にいいかなぁなんて……」

「遠えん慮りよはいらないよ。さあさあさあ、このはしごをよく見て。このはしごの隙すき間まと駒の長さをきちんと計算して、駒の溝みぞがはしごに引っかかるようにしてやるんだよ。計算通り材料を切れば、案外簡単なんだ。こっちのは、糸と歯車が中に隠かくれてて……」

　そこから始まった細工談義は、夕日が沈しずむ頃ころになるまで延々と続いた。途と中ちゆうで遮さえぎろうとしても、弦庵の口が止まらないのだ。普ふ段だんは動きも話し方ものんびりしているのに、細工物の話をする時だけはやたら早口で、口調も強かった。結局みこ達は、風呂敷に並んでいるおもちゃ一つ一つの細工がどうなっているかを聞かされてしまう。

「……と、こういう訳で、この女の面は一瞬で鬼おにへと表情を変える訳だ。判ったか？……おっと、もう暗くなってきたな。そろそろ仕事に戻らないと、また怒られちゃうな～」

　一通り説明が終わったのか、やっとのんびりとした口調に戻った弦庵が、薄うす暗ぐらくなってきた空を見上げた。そそくさと風呂敷を片付け始めた弦庵に、みこは思わず身を乗り出す。

「あっ、待って！」

　風呂敷を持って立ち上がった弦庵が、首を傾げた。彼はみんなも言うように悪い男ではないと、みこも思う。そしてきっと高尾太夫は彼の事が好きで、彼も彼女を好きなのだろう。それは今までの彼らの言動からも判っていた。だがみこは弦庵と話すたび、背筋にぞくりとした感かん触しよくを覚えるのだ。まるで恐おそろしい江え戸どの未来が近付いていると、教えてでもいるかのように。

「聞きたい事があるんです。────諒影って男を知ってますよね？」

　少しだけ声を潜ひそめて、それでもはっきりと名前を出して問い質ただした。諒影と関わりがあるなら、彼もきっと何らかの悪事に手を染めているだろう。普ふ通つうに聞いてもとぼけるに決まっている。それでも名前を出したのは、彼の反応を見る為だった。まずは諒影を知っているか知らないか、それだけでも判断できればいい。

　弦庵は、顔色一つ変えなかった。表情にも少しの変化も見られない。いや、変化がないというよりは、まったくの無表情だった。

「さあ、知らないな。吉原にそんな男はいないと思うよ。じゃ、俺行かないとまずいから」

　片手をひらひらと振ふって立ち去る弦庵を見送り、空三がそっと呟いた。

「師し匠しよう、気づきましたか？」

「うん、おかしいね」

「何がやねん。あいつ、諒影の事を知らん言うたやん。特に慌あわててるそぶりもなかったで」

　目を丸くした煙太に、みこは小さく首を振る。煙太には道すがら、ここには諒影の手がかりを捜さがしに来たと話していた。さすがに江戸の未来の惨さん状じようまでは、往来で口にはできなかったが、煙太は諒影を捜すのを手伝うと約束してくれたのだ。

「でも、さっきまであんなに表情が豊かだった人が、急に無表情になった。それって心の奥を読み取られたくないから。慌てたそぶりも焦あせった様子もなかったけど、急に感情を消したって事は、噓うそをついてる可能性が高い」

　同意するように、空三が大きく頷うなずいた。目を瞬またたかせた煙太が、みこの顔を覗のぞき込む。

「お前……ほんまにみこか？　わいの知ってるみこ……いや、煙助から聞いたみこは、そんな鋭するどい事に気づくような子やあらへんかったで。いつももっとぼ～っとしてるって」

　ぼ～っとできる状じよう況きように今までいられたのは、二海と家密のおかげだろう。いつも二人には頼たよってばかりだ。だから今度は自分が彼らの為ために働きたい。その思いが今のみこを突つき動かしていた。それでも何気ない瞬しゆん間かんに、二人の顔を思い出してしまう。

（二人とも、何をやってるんだろう。二海はお芝しば居いの稽けい古こだよね。家密は江戸城かな？　会いたいな。会っていつもみたいに笑ってお喋しやべりしたい）

　こみ上げてくる寂さびしさを堪こらえつつ、みこは小さく息をついていた。
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　江戸城の広大な庭には、ずらりと植えられた山梔子くちなしの花が甘い香かおりを放っていた。家密は白い花に顔を近付け、その芳ほう香こうをゆっくりと吸い込んで楽しむ。花の中では山梔子の香りが最も好きだ。この香かぐわしさを愛いとしいみこにも味わわせてやりたい、そう思った自分に苦笑する。今まで生きてきた中で、無む償しようで他人に何かをしてやりたいなどと思ったのは、彼女が初めてだ。

「みこに、この枝をもっていってやろうか」

　その思いつきを、家密は殊ことの外ほか気に入った。この甘やかな香りを届けてやれば、きっと喜ぶだろう。彼女の嬉うれしそうな顔を見ていると、なぜか自分まで嬉しくなってくる。その時の気分は言葉には言い表せない。きっとあれが〝幸せ〟というものだろう。

　早さつ速そく花を手た折おろうとした家密は、ふいに眉まゆ根ねを寄せる。白い花弁を黒い虫が蹂じゆう躙りんしていた。甘い香りがする山梔子には虫がつきやすい。それがみこの特とく殊しゆな甘い血を狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの姿と重なった。怒いかりのあまり一いつ瞬しゆんで頭が沸ふつ騰とうし、表情は静かなまま、その黒い虫を握にぎりつぶす。

「上様、ご報告が……」

　背後から声をかけたのは、家臣である松まつ平だいら信のぶ津つ名なだ。本性が犬である信津名は、家密の忠犬として知られている。少々頼りない所もあるが、真面目まじめで頭の回転も速く、仕事もできる。江戸城の中で信しん頼らいできる数少ない家臣だった。振り返ると、彼は珍しく顔を強こわばらせていた。

「どうした？」

「五日後の将軍就任記念日ですが、現在上様に拝賀する為、各地から大名達が江戸へと向かっております。実はそれで問題が。大名行列に紛まぎれて、かなりの数の浪ろう人にん達が江戸に集まりつつあるようなのです。中には浪人達を匿かくまいながら、江戸に来る外と様ざま大名達もいるらしく」

　家密は虫がついていない山梔子の花を手折った。そして顔を寄せ、香りを楽しむ。

「……外様大名か。戦国の時代の敗者達が集まって、今いま更さら徳川家に刃は向むかうとでもいうのか」

　戦国の時代、天下分け目の合戦で勝利したのは、狼おおかみの一族徳川家だ。敵だった豊とよ臣とみ家に味方した侍さむらい達は、今は外様大名として、地方を治めていた。家密はその外様大名達には厳しい態度で臨のぞんでいた。金のかかる参さん勤きん交こう代たいや普ふ請しん工事を言いつけ、妻や子を人ひと質じちの意味合いも込めて江戸に住まわせるよう命じたのだ。二度と徳川家に逆らう事のないよう、彼らの力をそぎ取るのが目的だった。そして金がなくなった外様大名達は、仕えていた侍を養えなくなり、結果浪人が増える事になったのだ。跪ひざまずいていた信津名が、珍めずらしく顔に怒りの色を浮うかべた。

「浪人達は集まって、何やらよからぬ事を考えている様子。……何と彼らは愚おろかなのでしょう。確かに上様は外様大名達を締しめ付けてはいますが、贅ぜい沢たくをしなければ藩はんの財政を賄まかなえるよう、きちんと配はい慮りよなされているのに。それなのに、贅沢をしたくて長年仕えた侍を解かい雇こした主君ではなく、上様と徳川家を恨うらむなんて」

　怒りと悔くやしさが滲にじんでいる声に、家密はふっと笑みを浮かべる。

「かまわぬ。恨まれるのは慣れている。それより、その浪人達の目的は判っているのか？」

「現在の時点では、まだ尻尾しつぽは摑つかめておりません。ですがどうやら、彼らは個々に動いている訳ではないようです。何者かが彼らを扇せん動どうしているものと考えられます。おそらく……」

　それ以上は聞かなくても判わかった。四年程ほど前、幕府の政策について意見をしに江戸城に来た、外様大名の息子むすこ。まだ若く、まっすぐな視線を家密に向けて声こわ高だかに抗こう議ぎし、得られる言葉が望むものではない事に腹を立て、襲おそいかかってきた。

　強かった、としか覚えていない。ただの外様大名の息子のはずが、異様な獣気をほとばしらせていた。その黒くておぞましい獣気を向けられて、手加減する余よ裕ゆうをなくした。そして諒影は頰ほおに二度と消えない傷が残り、その心には家密への憎ぞう悪おをたぎらせるようになったのだ。

「信津名、何としてでも諒影の行方ゆくえを捜し出すのだ。あの慎しん重ちような男が、私達にも知られるくらい堂々と、浪人達を江戸に呼び寄せたのが気になる。もしや、もう知られてもかまわぬというくらい、あの男は何か大きな思おも惑わくを持っているのかもしれない」

　信津名も同じ意見だったようだ。はっと返事してすぐさま立ち上がる。彼が遠ざかっていくのを見届けて、家密は山梔子の花に目を戻もどした。

「諒影、お前に私の大切なものは、何一つ傷つけさせはしない。この江戸も、江戸の町人達も、そしてみこも……！」

　山梔子の花が甘く香る。この幸せな香りだけを、みこには感じていて欲しい。怖こわい思いも、危険な目にも遭わせたくはないのだ。だが諒影は家密がみこを愛していると知っている。神かん田だ明みよう神じんの時のように、彼がまたみこを利用しようとするのではないかと、家密は危き惧ぐしていた。

「綺き麗れいに咲さいてるな。さすがに江戸城の庭師はいい仕事をする」

　ふいに聞こえた声に、家密は眉根を寄せた。気配を殺していつの間にか近付いていたのは、叔父おじである頼伸だ。叔父といってもまだ二十代後半。家密とそう変わらない年とし頃ごろだ。

　同じ狼の本性を持つ頼伸は、元は三代将軍の第一候補だった。家密は彼と将軍の座を賭かけて戦い、勝利したのだ。そんな因縁もあってかお世辞にも仲がいいとはいえない間あいだ柄がらだ。だが家密が今、最も彼に対して腹を立てているのは、徳川家とはまったく関係ない別の理由だった。

「家密、みこに山梔子の花を贈おくるつもりか？　それなら俺からも何か贈り物をするかな」

　にこやかな笑えみを鋭い爪つめで引き裂さいてやりたいとすら思う。家密は獣気を宿した鋭い視線で彼を射抜ぬいた。

「みこに手を出すな。殺すぞ」

　威い嚇かくは狼の本能だ。威嚇して駄だ目めなら実力行使しかない。そして家密は、最近みこに妙みような興味を持ち始めたこの叔父を、八つ裂ざきにする気が満々だ。

「また殺しあいをやると、お前の大好きなみこに怒おこられるぞ。お前との勝負はそのうちしっかりつけてやるから、安心しろ」

　くくっと笑う頼伸は、何を企たくらんでいるか判らない分やっかいだ。挑ちよう発はつに乗って手を出してくれれば、完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきつぶしてやれるのに。先日の武芸大会での戦いで、痛み分けに終わったのが、悔くやまれてならなかった。

　ふいに頼伸が山梔子の花に手を伸のばした。家密は、その手をすぐさまたたき落とす。

「痛いな。一枝くらいもらってもいいだろう。お前は本当に、好きなものに近付く奴やつに対してだけは、心が狭せまくなるな。……せっかく面おも白しろい話を聞かせてやろうと思ってきたのに」

　頼伸の笑みが深くなったのを見て、眉根を寄せた。どこから仕入れるのか、頼伸の情報は早くて正確だ。この腹立たしい時間を我が慢まんしてもいいくらいには、聞く価値があった。

「……何の話だ？」

「知りたいなら、頼伸様、お願いですから教えて下さいって……おい、ちょっと待て！」

　背を向けて、さっさと庭を後にしようとすると、頼伸がため息混じりに肩かたに手を置いた。

「無視するな、面白い話があるのは本当なんだから。……吉よし原わらって知ってるだろう？」

「ああ、幕府が公式に認めた遊ゆう郭かくだな。町まち奉ぶ行ぎよう所しよの支配下にあるはずだ。吉原がどうした？」

　頼伸がくっと口角を上げた。よほど楽しい事なのか堪えきれないように肩を揺ゆらしている。

「そこにすごく可愛かわいい娘むすめがいるらしい。将来はきっといい花魁おいらんになるだろうな」

　彼が何を言いたいのか判らなかった。ただ、自分にとって有益な情報ではないようだ。それならば、話の続きを聞く気にはなれなかった。

「くだらん。どれだけその娘が可愛いかろうと、私はみこ以外の女を抱だく気はない。話がそれだけならもう行くぞ。私は忙いそがしい」

「そうか……。じゃあ、その可愛い娘は俺が頂くぞ」

　頼伸が挑ちよう戦せん的な口調で、不敵な笑みを浮かべた。

「勝手にしろ」

　言い捨てて、家密はその場を後にした。頼伸の言葉の意図が気にならないでもなかったが、彼が吉原の誰だれを口く説どこうと、自分には関係のない話だった。
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「あねさん。肩でも揉もみましょうか！」

「いやいや、あねさん、お茶はどうですかい？」

「いやいやいや、あねさん。お客さんにもらった饅まん頭じゆうがありますぜ。どうぞ食べて下さい」

　吉原に来て二日目。梅元屋の用心棒達に懐なつかれてしまったみこは、店先の脇わきにある部屋で彼らに囲まれていた。ここは用心棒達が待機する場所なのだが、今は弦庵の姿はなかった。彼は朝からまた出かけている。後を追って、空三と煙太も吉原の外に出ていた。女のみこは、吉原を出るには少々面めん倒どうな手順を踏ふまなければならないので、仕方なく留守番をしている所だ。

　用心棒達は人の姿なのに、ふさふさした尻尾を出して左右に振ふっている。どうやら彼らにご主人様だと認識されてしまったらしい。むさい男達五人に囲まれて、さすがに頭が痛かった。

「大変なんだよ！　みこっ」

　勧すすめられた饅頭を断り切れずに、一口かじった時だった。楼ろう主しゆが血相を変えて、部屋に駆かけ込んでくる。そして年に似合わぬ俊しゆん敏びんな動きでみこの前に座り込んだ。

　焦あせった楼主の様子に、みこは目を丸くする。白髪しらが混まじりの楼主は、瘦やせた身体からだを小刻みに震ふるわせつつ、みこの両りよう肩かたをがっしりと摑んだ。

「大変なんだよ、とにかく大変なんだよ！　梅元屋始まって以来の大事だよっ。もうすぐ客が来るって連れん絡らくがあったんだけど、それがすっごい人なんだよ！　そこらの旗はた本もとなんか目じゃないよ。うまく捕つかまえたら、梅元屋の名前がうんと上がるんだよ！」

　興奮しすぎて息の荒あらい楼主に、みこは訳が判らないままとりあえず頷うなずいた。

「そ、そうなんですか。よかったですね」

「それがよくないんだよっ。だってどういう訳か、相手様がお前を名指ししてるんだよ！」

「わ、わたしを？」

　みこは目をぱちくりとする。名指ししたという事は、みこの名前を知っていて、なおかつここにいる事も知っている人物だろう。一いつ瞬しゆん、二海や家密に居場所がばれたかと思ったが、すぐに違ちがうと思い直す。彼らならみこに会いに来るのに、わざわざ店に連絡したりしないはずだ。

　用心棒の一人が、楼主とみこの話に割り込んだ。

「楼主さん、あねさんにお客の相手は無理ですぜ。だって吉原の事何にも判ってないですよ。張はり見み世せも引き手茶屋もどういう所か判ってないし、そもそも遊郭の意味が理解できてないんでさ。それに吉原の作法も知らないあねさんじゃ、お客の前に出しても……」

「かまうもんかい、少しくらい不作法したって！　向こうがどうしてもみこをって言うんだから。……ねぇ、みこ。頼たのむよ、ちょっとだけ相手してやっておくれな。にっこり笑って、酒を注つぐだけでいいからさ。あんた身体は貧相だけど、すっごくよく見りゃ顔は可愛いんだし」

「……すっごくよく見ないと、可愛くないんですね」

「揚あげ足取るんじゃないよ！……あ、いや、みこ。怒ど鳴なって悪かったよ。いいかい、あんたがお客さんに酌しやくをしてくれるだけで、たんまりお金が入ってくるんだ」

　楼主がそこで言葉を句切り、両肩を握にぎった手に力を込めて、必死の形相で顔を覗のぞき込んだ。

「そうそう。それにあんた、雇やとってくれって頼んでくれた高尾太夫に義理があるだろ。実は太夫には店にかなりの借金があるんだよ。返すまではここから出られないんだ。そこでどうだい、あんたが稼かせいだ金は、太夫の借金返済に充あてるよ。あんたもこれで義理が返せるだろ」

　そんな話は初耳だった。吉原の女性達はみんなここから出られないと聞いていたが、もしやそれは借金が原因なのだろうかと思いつく。

「わたしが……本当に高尾太夫の役に立てるんですか？」

　借金の額がいくらかは判わからないが、それを返す手伝いができるなら、ぜひしたかった。親切にしてくれた高尾太夫に、少しでも恩返しがしたかったのだ。

「もちろん役に立てるさ。それに相手様は初めて登とう楼ろうなさるから、今日が初しよ会かいだ。初会から何かしてくる客は野や暮ぼだって笑われるからね。二度目で裏を返して、三度目でやっと馴な染じみになる。それが吉原の掟おきてだ。だから今日はとりあえず、にこにこ笑って酌だけしてればいいのさ」

　意味の判らない単語が続いて、みこは首を傾かしげた。

「あの、初会って……」

「さあ、袴はかまなんて履はいてないで、すぐに着き替がえだよ！　ほらほらさっさと立って歩く！」

「ああっ、あねさーん！　ううっ、初会ですから大だい丈じよう夫ぶでしょうが、気をつけておくんなさいっ。危ない目に遭ったら叫さけんでおくんなさいよーっ」

　だが急せかす楼主の声と、用心棒達がおいおい泣く声のせいで、みこの質問はかき消されてしまう。楼主に背中をぐいぐいと押されながら、みこは心の中で声を上げた。

（だ、だからっ、初会とか、裏を返すとか、馴染みとかって何なのよーっ）

　しかし結局、上客を迎むかえる準備でみこの話を聞くどころではない楼主から、質問の答えを聞く事はできなかった。




「無理！　絶対無理！　この恰かつ好こうで歩くなんて無理ですってばーっ」

　みこは、楼主に手を引かれて階段を上がりながら、思わず悲鳴を上げた。

「泣き言を言うんじゃないよ！　花魁ってのはね、見み得えと意地で生きてるんだ。着物が重いなんてわめくようじゃ、花魁は務まらないよ！」

　一いつ喝かつされて首を竦すくめたみこは、先さき程ほど鏡で見た自分の姿を思い出す。

　白しろ塗ぬりされた顔に、唇くちびるは目の覚めるような赤。目元も赤くぼかしが入り、きりりとした印象になっている。とても大人っぽくて、まるで自分の顔ではないようだった。

　着ているのは、三枚重ねの仕し掛かけとよばれる打ち掛け。しかも裾すそのふちの部分には、綿が入って膨ふくらんでいる。前で結んだ帯には、梅元屋にちなんで梅が綻ほころんでいる様子が金糸で描えがかれていた。髪かみはいつもの下げ髪がみだが、鼈べつ甲こうと銀のかんざしが、何本も交こう互ごに挿さされている。

　すごく綺き麗れいな衣装だが、信じられないぐらいに重かった。まるでそこそこ大きな子供を背負っているようだ。そして今の季節は汗あせが噴ふき出る程暑い。

　ひいひい言いながらようやく階段を上り終えると、楼主が足を止めて小声で囁ささやいた。

「いいかい。お客様はもう座ざ敷しきでお待ちだ。お客様の言う事には絶対に逆らうんじゃないよ。店の二階に上がる時は、刀やらの光り物は預からせてもらってるけど、すっごく身分の高いお客様なんだからね。もし粗そ相そうしてお手て討うちにでもなったら大変だよ」

　みこは真しん剣けんな顔で頷いた。今いま更さらのようにどきどきしてくる。お酌をするくらいならと思っていたが、どうひいき目に見ても女らしくも行ぎよう儀ぎよくもない自分が、うまくできるのだろうか。

「あんたは梅元屋の花魁って事にしてあるからね。花魁とただの座敷持ちじゃもらえる揚あげ代だいがずいぶん違うし。だからあんたもそれらしく振る舞まうんだよ」

　話の流れから、きっと揚代がここでの料金なのだろうと察しはついた。本当は梅元屋で花魁と呼ばれるのは高尾太夫だけだ。他ほかの遊女達は自分の部屋がある座敷持ちや、部屋を持たない新しん造ぞう、見習いのかむろなど、色んな呼び方をされている。その違いは、まだ吉よし原わらに来て数日のみこにはよく判っていなかった。

　楼主が襖ふすまの前で正座した。みこもそれに倣ならう。目で合図されて、指をついて頭を下げた。

「お待たせいたしました。みこ太夫でございます」

　愛想のいい楼主の声が聞こえたのか、襖が中から開いた。頭を下げつつ、目だけを上げると、白い足袋たびが見える。さすがにみこも緊きん張ちようした。お酒の相手をするなんて初めてだ。雅は酒を吞のまないし、二海達は手て酌じやくで好きなように吞むから、そういう経験がまったくなかった。

（ううっ、どきどきする！　うまくできるかな？　えっと、とりあえず笑顔は絶やさない。それから杯さかずきを渡わたして、お酒を注ぐ時はとっくりを両手で持って、それから……）

　先程楼主に教えられた事を反はん芻すうしていると、頭の上から声がした。

「ほう、そこそこ大人っぽくなっているな。やはり女は化け粧しよう一つでずいぶんと変わる」

　感心するような声には聞き覚えがあった。慌あわてて顔を上げると、襖にもたれるようにして、ふっと笑みを浮うかべたのは、先日江え戸ど城じようで出会った頼伸だ。

「よ、頼伸様!?　何をやってるんですか！」

「吉原に可愛かわいい娘がいると聞いたから、会いにきたんだ。わざわざ出向いたかいがあったな。噂うわさ通りなかなか可愛い花魁だ。いつもの袴はかま姿すがたより俺はこちらの方が好みだな」

　肩かたを揺らして笑う頼伸を見て、みこは一気に肩から力を抜ぬいた。すごく身分が高くて、すごくお金持ち、確かにそうだろう。彼は三代将軍徳川家密の叔父おじで、水戸藩はんの藩主なのだ。

「せっかく緊張してどきどきしてたのに、頼伸様なのか～」

　つい本音を呟つぶやくと、楼主がまなじりをつり上げた。

「ちょっと、みこ……！」

「ああ、いい。知り合いだ。ご苦労だったな。これは揚代とは別にとっておいてくれ」

　頼伸が渡した金色の輝かがやきに、楼主の目はそれ以上に輝いた。

「まあまあ、小判をこんなに。判りました、それではどうぞ、ごゆっくりなさって下さい」

　床ゆかにつくくらい頭を下げた楼主が、片手で強ごう引いんにみこの背を押した。仕方なく部屋に入ると、楼主がぴしゃりと襖を閉める。

　十畳じようほどの部屋には、上座に酒と肴さかなの膳ぜんが置かれていて、奥は朱しゆ色いろの屛びよう風ぶで仕切られていた。分厚い座ざ布ぶ団とんに座った頼伸に、みこはじとっとした視線を向ける。

「わたしがここにいるなんて情報、どうやって手に入れたんですか？」

「酒を注いでくれ。その為ために来たんだろう」

　質問は軽く無視されてしまう。どうやら情報源をあかすつもりはないらしい。

　こちらを見つめる頼伸は、なぜだかとても楽しそうだ。思いっきりからかわれている気がするが、楼主に散々言い含ふくめられていた事もあって、みこは教えてもらった通り、杯を両手で持って差しだした。そしてとっくりを持って、慎しん重ちような手つきで酒を注ぐ。

　危なっかしい仕草がおかしいのか、頼伸が笑いをかみ殺しつつ、肩を震わせた。

「たかが酒を注いでいるだけなのに、目が真剣すぎるぞ。手もぷるぷる震ふるえてるじゃないか」

　堪こらえきれずにぷっと吹ふきだした頼伸に、みこはむっとして口を尖とがらせる。ひとしきり笑った頼伸がやっと落ち着いたのか、今度はじっとみこの顔を見つめた。

「な、なんですか？」

「化粧のおかげで、なかなか綺麗な顔に仕上がってるなと思って。まだまだ顔立ちも身体からだつきも子供っぽいが、後三年もしたら食べ頃ごろになるだろうな」

　冗じよう談だんめかしているが、金色の目がきらりと光ったのをみこは見み逃のがさない。思わず背筋がひやりとした。正直言って、狼おおかみの本性を持つ頼伸は苦手だ。

　同じ狼でも、二海はみこが嫌いやがる事はしないと常々公言しているし、家密もがぶりと食べたりしないと約束してくれた。だけど、頼伸は違う。彼からは危険な匂においがする。今にも鋭するどい牙きばをむき出しにして、肉にく食しよく獣じゆうには甘く感じられるみこの血に反応して食くらいつくかもしれない。

「わたしなんて食べても美味おいしくないですよ。だって、化か妖ようが化妖を食べるなんて……」

「化妖ねぇ。獣けものの姿をもたないなんて、化妖とはいいがたいんじゃないか？　炎華姫様」

　すっと手が伸のびてきて、髪を撫なでられた。思わずその手を振ふり払はらう。だが声を荒あら立だてたりはしなかった。江戸城での武芸大会の時、神じん通つう力りきを使って重傷を負った家密や頼伸を治ち療りようした。彼は何も言わなかったが、きっと自分の秘密に気づいただろうと察していたのだ。頼伸のほくそ笑んだ顔をじっと見つめて、居住まいを正す。

「……やっぱり、気づいてたんですね」

「ほう、否定しないのか。違うと言わないと、俺はあちこちで喋しやべって回るかもしれないぞ」

　頼伸がやや目を見開いた。てっきりみこが誤ご魔ま化かすと思っていたのだろう。

　本当はそうしたかった。だけど頼伸の獣気に気け圧おされて、ここから逃にげ出したいとまで思っている自分が、彼を言いくるめるなんて絶対にできないだろう。それにたとえ今逃げても、何の解決にもならないのだ。だからみこはじっと頼伸を見つめて、思い切って口を開いた。

「ううん。きっとあなたは言わないと思う。だってあなたは、家密に負けた自分を許せなくて何年たっても挑いどみ続けるような、とても誇ほこり高い人だもの。そんなあなたが、女の秘密を得意げに喋って回ったりはしないと思う。少なくとも、わたしはそう信じてる」

　心の恐きよう怖ふを押さえ込んで何とか口にすると、少しだけ目を丸くした頼伸が、大声で笑った。

「なるほど。痛い所を突つかれたな。信じてるとまで言われては、お前の秘密を喋る訳にはいかなくなる。さすがに生き神様の跡あと継つぎは、ただの天然娘むすめではない訳だ。ぼんやりしているようで、ちゃんと人を見ているんだな。──そういう所が気に入っているんだ」

　ふいに、頼伸の顔から表情が消えた気がした。金色の目がきらりと光る。

「な、何を……！」

　突とつ然ぜん頼伸がのしかかってくる。そのまま倒たおれ込んだせいで、傍かたわらにあった膳がガチャンッと音を立てて倒れた。食べられる！　そう直感した。鋭い牙でがぶりと食いつかれる光景が脳のう裏りをよぎる。みこは恐怖に駆かられて、手足をばたつかせ、頼伸を押し返そうとした。

「や、やめて下さい！　どうしてこんな事……!?」

　叫んでも暴れても、頼伸はびくともしない。みこの両手を押さえつけてのしかかったまま、金色の目を光らせて薄うすく笑う。

「……みこ。大奥の噂で聞いたが、お前は床とこ入いりの意味も判わからなかったそうだな」

「床入りの意味くらい知ってます。床で眠ねむる家密を警護する役目でしょ！」

　睨にらみつけると、頼伸が呆あきれたように肩を竦めた。

「そんな事だから家密に騙だまされるんだ。どうせ吉原がどういう所かも判ってないんだろう」

「どういうって……。吉原はみんなで楽しくお酒を吞のむ場所でしょう」

「誰だれがそんな事を言ったんだ？」

「誰って、二海が……。花魁おいらんはお酒を注いだりする人だって」

　気のせいだろうか。自分を見下ろす頼伸の目に、哀あわれみが籠こもっているのは。

「そうか。お前のその盛大な勘かん違ちがいは、お前一人の責任という訳でもなさそうだな。その勘違いは俺がただしてやろう。言葉で教えてまた意味を違ちがえるといけないから、実じつ践せんしてやる」

　頼伸が首筋に顔を埋うずめた。息がかかってぞくっとする。

「お前にまず必要なのは性教育だ。家密はお前に本気で惚ほれてるから、抵てい抗こうされたら結局途と中ちゆうで止めるだろう？　弟の方はお前を宝物みたいに大切にしているし。だから俺がちゃんと最後まで教えてやる……。家密の奴やつ、俺に先を越こされたと知ったらどんな顔をするだろうな」

　くっと笑う頼伸が、ざらりとした舌でみこの首筋を舐なめあげた。家密でも二海でもない匂い。肌はだの感かん触しよく。それを意識した途と端たん、みこはうっとうめき声を上げた。

「うっ、うっ、うっ……」

　痙けい攣れんしたようにうめくと、頼伸が眉まゆ根ねを寄せて顔を上げた。

「おい、どうし……」

「吐はく……！」

「え、お、おい。ちょっと待て。本当か？」

　頼伸の手が緩ゆるんだので、みこは慌てて口元に手を持っていった。こみ上げてくる吐き気けに、生理的な涙なみだが浮かぶ。何とか堪えようとしていると、頼伸が背中をさすってくれた。

「触さわられて嬉うれしいと言われた事は何度もあるが、吐き気がするなんて言われたのは初めてだぞ。まったく……大だい丈じよう夫ぶか？」

　頼伸は仏ぶつ頂ちよう面づらだが、背中の手は意外に優やさしい。

「だ、だって、本当に気持ち悪いんだもん。何でだろ、家密とか二海に同じように触られても何ともないのに……」

　身体を折り曲げるようにして蹲うずくまっていると、背中をさすってくれていた手が止まった。

「それは多分、あいつらが特別……」

　ふいに言葉の途中で、頼伸が口を真一文字に引き結んだ。そしてみこの背中から手を退ける。

「……待て。俺はお前を買ったんだ。それなのに触られて吐き気がするなんて花魁失格だぞ」

　にやりと笑った頼伸に、みこは身の危険を感じて、すぐさま彼を突き飛ばそうとした。だが頼伸の身体はまったく動かない。逆にみこの腕うでを摑つかんで、再びぐっと押し倒す。

「俺は家密じゃない。お前が嫌だといっても、気持ち悪いと言っても止めてはやらない」

　息がかかるほど顔が近くにあった。そのまま降りてくるのは、もしかして口付けだろうか。

「い、嫌っ、絶対に嫌ーっ」

「あねさんっ、大丈夫ですかい！」

　そこへ襖を蹴け破やぶって駆け込んできたのは、五人の用心棒達だった。

「ああ、やっぱり見張っててよかった。……お客さん、初会で花魁に手を出すなんて野や暮ぼの極きわみですぜ。二度目の登とう楼ろうで裏を返して、三度目の登楼でやっと馴な染じみになる。それまでは花魁に指一本でも触ふれてもらっちゃ困りまさぁ。それが吉よし原わらの掟おきてなんだ！」

　迫はく力りよくある声ですごんだ用心棒達に囲まれて、頼伸は金色の目を光らせた。

「この獣気は……お前達は犬だな。信津名と同じ忠犬の臭においがぷんぷんしてる。さしずめご主人様はみこか。だがたかが犬ごとき、俺に敵かなうと思うなよ！」

　家密と同等の獣気を持つ頼伸が、それを抑える事なく辺りに放つ。途端に、みこはまるで身体の何倍もあるような石が背中にのしかかったように感じた。そのすさまじい圧あつ迫ぱく感かんにとても立っていられなくなる。みこばかりでなく、用心棒達も悲鳴を上げて、その場に蹲った。

（こ、このままじゃまずいっ！）

　いくら人数が多くても、犬の用心棒達では狼の頼伸に傷一つつけられないだろう。それどころか、指一本触れられずに叩たたきのめされてしまうに違いない。

　みこは頼伸の強い獣気にどうにか逆らって、懐ふところに隠かくし持っていたなぎなたを取り出した。そして端はしを握にぎってするりと伸ばし、用心棒達に気をとられている頼伸に向かって振り上げる。

「この人達に手は出させないからーっ」

　まったくこちらに意識を向けていなかった頼伸が、くぐもったうめき声を上げたのと、みこの手にがつんっと重い衝しよう撃げきが伝わったのとは、ほぼ同時だった。
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　木こ挽びき町の芝しば居い小屋では、上覧芝居を控ひかえて朝から晩まで稽けい古こが行われていた。母屋おもやで遅おそい昼食をとっていた二海は、にぎりめしを片手に今日何十回目かのため息をつく。正面に座っていた一陸が、呆れたように声を上げた。

「そんなにため息つくぐらいなら、みこちゃんに早く帰って来てって言えばいいじゃない」

　一陸は一昨日おとといから、みこちゃんのご飯が食べたいとぶつぶつと文句を言い続けている。

　みこは習い事に行く間、芝居小屋の裏に住んでいるお兼かねに、食事作りを頼たのんでいった。お兼はみこが来る前から、忙いそがしい時には手伝いに来てくれていた気のいい老ろう婆ばだ。だが以前ならうまく感じた彼女の料理も、みこの料理の味を知ってしまえば、いまいちというしかない。

「みこだってやりたい事があるさ。俺達の世話と芝居小屋の手伝いばかりさせてちゃ駄だ目めだ」

　一陸に向けた言葉は、みこがいない間ずっと自分に言い聞かせていた言葉でもあった。

「うわっ、やきもち大だい魔ま神じんのくせに、やせ我が慢まんしちゃって。本当はみこちゃんをここに閉じ込めておきたいくせにさ」

　鋭い言葉に、うっと言葉に詰つまる。否定できるはずがない。なぜなら、二海はみこを誰にも会わせたくないし、自分だけを見て欲しいと熱望している。だが、それが彼女の望む事とはかけ離はなれていると判ってもいた。口を尖らせた一陸が、天てん井じように向かってぼやく。

「みこちゃんのご飯は食べられないし。空三はついて行っちゃうし、煙助も二人を追いかけて行っちゃうし。あーあ、僕もみこちゃんと遊びたいな。仏頂面の二海さんと二人じゃつまらないよ。……本当にみこちゃんを、閉じ込めちゃえばいいのに。何だったら協力しますよ」

　一陸がふいに表情をなくした。元お庭番衆で、忍しのびの一陸。彼が表情を消す時は、命令を完かん璧ぺきに遂すい行こうする時だ。だが二海は猫ねこなで声の甘美な誘ゆう惑わくを断たち切るように、大きく首を振ふった。

「駄目だ！　俺だってすっげぇ我慢してるんだ。だけどみこは今まで、富ふ士じ山さんの社で籠かごの鳥みたいな生活をしてたんだぞ。江え戸どでは自由に羽ばたかせてやろうじゃないか」

「羽ばたいたまま、どこかに行っちゃわないといいけどね」

　肩かたを竦すくめた一陸に、二海は表情だけでなく、全身を固まらせた。

　本当は心配で心配でたまらない。正直、今すぐ習い事をしている場所まで行って、引きずってでも連れて帰りたい。だが以前大奥に行きたいと言ったみこを止めようとして、つい押し倒してしまった。二海だけは信じてたのにと叫さけんだみこの声が、今でも耳から離れない。

　また同じ状じよう況きようで、同じ事をしてしまいそうな自分がいる。それだけは何としてでも避さけたかった。初はつ恋こいの相手である彼女には、常に寛かん容ようで優しい男だと思われたかったのだ。

　それでも頭には、みこが襲おそわれようとしている場面や連れ去られようとする場面などが、次々に浮うかんでくる。違う事を考えようとしているのに、その想像は頭から離れてくれない。

「……みこをどこへ隠した？」

　恐おそろしい想像に真っ青になっていた二海は、ふいに背後から聞こえた声に、ようやく正気を取り戻もどした。中庭に立って被かぶっていた笠かさを外したのは、銀ぎん狼ろうの本性を持つ将軍であり、二海の兄でもある家密だ。化か妖ようの中でも、最も美しいと言われる家密が流りゆう麗れいな顔を顰しかめていた。

「また来たのか、兄貴。よほど暇ひまのようだな。こっちは幕府から上覧芝居をやれって言われて、朝から晩まで稽古に追われてるっていうのに」

　つい、らしくなく嫌いやみな口調になってしまう。だがそれも仕方ないだろう。何しろ上覧芝居をするようにと幕府から正式にお達しがあったのは、ほんの数日前だ。候補にはあがっていたから一応準備はしていたものの、やはり実際に決まってからの忙しさは目が回る程ほどだった。

「ああ、あれか。決定するのが遅くなったのは、老中達はみなお前達木挽屋を推すい薦せんしていたが、最後の最後まで私が反対していたからだ」

　縁えん側がわに座った家密に、二海は思わず目を眇すがめた。兄は一度も自分の舞ぶ台たいをちゃんと観みた事がない。三年前、必死で修しゆ行ぎようしてやっと木挽屋を立ち上げた二海は、初めての芝居を行う時、家密に観に来てくれと言ったのだ。だが兄は冷たく言い放った。

〝素人しろうと同然の芝居など私が観る価値はない。江戸で一番の役者にならなければ、私はお前が努力したとも成功したとも認めない。もし江戸一番になれたならば、お前を一人前の役者と認めて、きちんと金を払はらって芝居を観よう。それまでは、私は絶対にお前の芝居は観ない〟

　それを聞いて怒いかりがこみ上げた。同時に歯がみする程の悔くやしさと、顔から火が出る程の恥はずかしさも。あの頃ころは芝居小屋を立ち上げたと言っても、まだまだ役者としての道を進みだしたばかりだった。確かにあの時の自分では、目の肥えた将軍である家密が観るに値あたいするような舞台はできなかっただろう。

　それからは家密の方からぜひ芝居を観せてくれと言わせるのが、新たな目標になった。その為ためにがむしゃらに努力し、必死で頂点を目指して駆かけ上がり、ここまできたのだ。

　二海はまっすぐに家密を見つめた。あの頃にはなかったものが、今の二海にはある。それは努力に裏打ちされた自信と、誰だれにも汚けがす事のできない役者としての誇ほこりだ。だから、あの時はとても言えなかった言葉が、今は胸を張って堂々と言える。

「もう駆け出しの役者だった頃とは違ちがうぞ。兄貴、今の俺の芝居を観ないなんて損だぜ」

　顔に自然と浮かんだのは、強気な笑えみだった。それを見て家密がわずかに目を見張る。

「ほう、少しは成長したようだな。確かにお前はかなり努力したようだ。老中達が全国から集まる大名達をもてなす為の芝居ならば、木挽屋が一番だと太たい鼓こ判ばんを押したくらいだからな」

　縁側に座ったまま、家密が中庭に目を向けて淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「だが私としては、お前の芝居を観るのはもう少し後がよかったと思っている。お前は私に認められたくて、もっともっと努力するだろう。成長していくお前を見るのはなかなか楽しいからな。それなのに、老中達に押し切られた」

　思いがけない言葉だった。目を丸くしていると、家密がちらりとこちらに顔を向けた。

「芝居小屋を立ち上げた時に観に来ていたら、お前はここまでの役者になれたか？　あの時、素人同然の芝居を誉ほめてやるのは簡単だった。だがお前の目標はそんなに低くはないだろう」

　抑よく揚ようのない声だ。だけどそれが何よりも温かく感じた。我が兄ながら、家密の優しさは本当に判わかりにくい。

　だが、ありがとうなどとは決して言わない。家密が望んでいるのはそんな言葉ではないのだ。

「ああ、俺はまだまだ上を目指すぜ。今は江戸一番の役者だと世間に言われているが、次は百ひやく獣じゆう国こく一の役者だと言われてみせる。……上覧芝居を楽しみにしてろよ。兄貴が今まで俺の芝居を観に来なかった事を、後こう悔かいするような舞台にしてみせるからな」

　不敵な笑みを浮かべてはっきり言い切ると、身体からだ中じゆうに力がみなぎった。家密がほんの少しだけ目を細める。そして一つ息をついてから、辺りを見回した。

「その意気でせいぜい頑がん張ばるがいい。……それより、みこは本当にいないのか。また買い物か？　働かせすぎではないのか？　買い物中に転んで怪け我がでもしたらどうする」

　家密は弟には厳しいが、みこの事になるとうんとうんと甘くなる。言っている事がいつもの自分とかぶっているので、やはり外見は似ていなくても兄弟だなと二海は実感した。

「みこは泊とまり込みで生け花を習いに行ってるんだ。明日あしたには帰ってくるよ。もし約束の時刻をほんの一いつ瞬しゆんでもすぎたら、すぐに迎むかえに行ってやる！」

　つい本音が口をつく。家密が目に不満げな色をありありと浮かべた。

「明日と言わず、今すぐ迎えに行こう。生け花の師し範はんなら、いくらでも私が連れてくる。大体、泊まり込みとはどういう事だ？　まさかみこ一人で行かせたのではあるまいな」

「空三について行かせたよ。本当は俺が行きたかったが、上覧芝居の稽古で忙しいからな」

「暇そうに見えるが？」

　家密の視線が、部屋の隅すみで瓦かわら版ばんを読んでいる一陸に移っていた。以前は家密が来たらかしこまって頭を下げていたが、無礼講でいいと言われて以来すっかりこの調子だ。

「今は休きゆう憩けい中なんだよ。すぐに稽古に戻るんだから、兄貴はもう……」

「あれ、あれあれあれ……？」

　家密をさっさと追い返そうとした二海の耳に、一陸の声が聞こえた。何事かと思って振り返ると、彼は瓦版を穴が空くほど見つめている。そして、片手でぶんぶんと二海を手招きした。

「何だよ、一陸」

「あっ、うっ……！　い、いいからこれっ、これ見て、今朝の瓦版！」

　泡あわを食う一陸なんて珍めずらしい。というより、初めて見るかもしれない。二海は首を傾かしげつつ、近付いた。そして瓦版を受け取って、目を通す。

「なになに……吉よし原わらで花魁おいらん大暴れ！　無理難題ふっかける大名様をなぎなたでぶっとばした、金にも権力にも媚こびない、その名もみこ太夫！　粋いきできっぷがよくて可愛かわいい花魁の誕生に……ってこの瓦版がどうし──────────んんんんんっ!?」

　家密が縁側から部屋へと上がり、二海の持っていた瓦版を覗のぞく。

　そこには吉原にやってきた（名前は伏ふせられているが）とても身分の高い大名が、吉原の掟おきてを無視して、初会の花魁に手を出そうとしたと書かれていた。それを不作法だとたしなめた花魁が、なぎなたで殴なぐり飛ばしたのだと。瓦版にはなぎなたを振り回し、侍さむらいを片足で踏ふみつける花魁の絵まで描えがかれている。最後まで読んだ二海は、思いっきり顔を引きつらせた。すぐ隣となりにいた家密もまなじりをつり上げている。

「吉原……？　そうか、頼伸め、この事を言っていたのだな！」

「何だよ、頼伸がどうしたんだ！」

　頼伸がみこを妙みように気に入っているのは、二海も知っている。背中に嫌な汗あせが流れた。

「先日私に可愛い娘むすめが吉原にいると言ったのだ。その娘は自分が頂くと」

「ま、まさか、それって……！」

　真っ青になった二海は、家密と二人さっときびすを返した。一陸が慌あわてて声をかける。

「う、上様、二海さん、どこへ……？」

「決まってるだろうが、みこを連れ戻す！」

　取るものもとりあえず、二海は中庭の草履ぞうりをつっかけて、家密と一いつ緒しよに駆けだしていた。




　二海が家密と一緒に吉原に来た時には、既すでに日が暮れかけていた。大おお門もんをくぐり、仲なかの町ちようへと駆け込んだ二海は、思わず足を止めて眉まゆ根ねを寄せる。

「何だ？　えらく人が多いな」

　仲の町は、歩けば誰だれかと肩がぶつかってしまうくらいの賑にぎわいを見せていた。そろそろ夜よ見み世せが始まる時間だからかもしれないが、それにしても今日の客の多さは異常だ。

　しかも彼らは、遊女達が座る張はり見み世せを冷やかす訳でもなく、吉原一の大通り、仲の町の両りよう脇わきにずらりと並んで何かを待っているようだ。二海は様子がおかしいと感じつつも、家密が瓦版をじっと見つめているのに気づいて、そちらに目をやった。

「二海、ここには梅元屋の花魁と書いてあるが、どの店だか判るか？」

　笠を被って着流しを着ているが、家密は明らかに吉原で浮いていた。辺りにはたくさん人がいるのに、家密の周りだけぽっかりと穴が空いたように誰もいないのだ。おそらく彼が放つ獣気のせいだろう。化か妖ようは、自分より強い獣気を持つ化妖を肌はだで感じ取る。町人の彼らからすれば、化妖の頂点に立つ将軍の家密は、たとえその正体を明かさずとも、近寄り難い存在だった。

「梅元屋は知ってる。前にみこを連れて来た時に知り合った、高尾太夫がいる店だ。多分みこのやつ、高尾太夫に何か頼たのまれたとか、もしくは何か気になった事があったけど、俺達には言えない理由があったとかで、ここに来たんだと思うぜ。きっと空三は料理で釣つられたんだ」

「あり得るな。そして、ここにいるのをいち早く知った頼伸に襲おそわれそうになったみこは、逆にあいつを返り討うちにし、なぜだかそれが瓦版に載のってしまった」

　二海は深く頷うなずいた。根こん拠きよはないが、絶対に二人の想像は当たっていると思う。とにかく急いで梅元屋に行こうと歩き出したが、なかなか前に進めない。何しろ、人が多すぎるのだ。

　こんな時に一体何事だと腹を立てつつも、何とか梅元屋へと向かっていると、ふいに近くにいた商人風の男の声が耳に届いた。

「いや～楽しみだな。なぎなた太夫の花魁行列」

　二海と家密は同時に動きを止めた。家密に顔をやると、しっと指を口に当てている。どうやら商人風の男は、隣にいる誰かと話をしているらしい。

「そうだなぁ。大きな声じゃ言えないが、なぎなたでやっつけた大名は、将軍様の血筋にあたるお方らしいぞ。あんまり身分が高すぎて、瓦版も名前は載せられなかったって話だ。そんなお偉えらいお侍様を、不作法だってぶっ飛ばすたぁ、あっぱれだねぇ。江え戸どっ子じゃねぇか！」

「おうよ、そのなぎなた太夫の初めての花魁行列、見なけりゃ話に乗り遅おくれちまう」

　流行に聡さとい江戸っ子らしい話だ。瓦版のせいで、そのあっぱれな花魁はなぎなた太夫とあだ名までつけられているらしい。その正体が誰なのか、二海は言われなくてもよく判っている。

「兄貴、俺は頭が痛くなってきたんだが……」

「奇き遇ぐうだな、二海。私もだ。とにかく急いでみこを捜さがそう。花魁行列をするみこは見てみたいが、私以外の誰だれにも見せたくない」

　思いっきり自分勝手な理り屈くつだが、正直二海も同じ事を思っていた。そこへ二人の思いを踏みにじる言葉が聞こえてくる。

「あっ、来たぞ！　なぎなた太夫だっ」

　二海は家密と一緒に、素す早ばやく人ひと混ごみをかき分けた。二人して獣気をほとばしらせているせいか、みんな簡単に道をあけてくれる。通りがよく見える所まで来ると、左手から振ふり袖そで姿のかむろが二人、そして大きくて朱しゆ色いろの長なが柄え傘がさを掲かかげた若い衆がこちらにやってくる所だった。

　その若い衆の肩かたに手を置き、黒くろ塗ぬりの背の高い下げ駄たで外八文字を描えがきながら、一人の花魁がゆっくりゆっくりと仲の町の真ん中を歩いてくる。

「よっ、なぎなた太夫！」

　舞ぶ台たいに立つ役者に向けるようなかけ声が上がると、周りの客達もわぁっと歓かん声せいを上げた。興奮する客達の視線を一心に浴びて、花魁が戸と惑まどうような表情で、それでも赤い唇くちびるで笑みを象かたどる。

　後ろにいた若い衆が、持っていたなぎなたをさっと頭上に掲げると、大きな拍はく手しゆが上がった。それに押されるように、花魁は一歩ずつゆっくりとみんなの目の前を進んでいく。堂々とした態度と、白しろ塗ぬりされていても判る愛らしい顔つきに、みんなの目が釘くぎ付づけになっていた。

　二海は握にぎった拳こぶしをぶるぶると震ふるわせた。惚ほれた欲よく目めもあるだろうが、正直可愛いと思う。ぎゅっと抱だき締しめて甘い言葉を囁ささやいて、うんざりされるほど口付けたい。

　だけど、それはきっと今ここにいる男達全員が思っている事だろう。何しろ目の前にいるのは、男を虜とりこにするのが目的の吉原の花魁なのだ。

　二海は吉原について、みこに本当の事を教えなかった自分を心底呪のろった。どんな理由か知らないが、ここがどういう所なのかみこがちゃんと知っていたら、こんなに大勢の男達の前で、花魁行列をする羽目にはならなかっただろう。それに周りにいる男達がみこを見る目つきにも腹が立つ。欲よく望ぼうを宿した目で、誰かがみこを見ているなんて、絶対に絶対に許せなかった。

　怒いかりと嫉しつ妬とで震えたまま、二海はかっと目を見開いた。そしてすうっと大きく息を吸い込む。

「みこー！　何をやってるんだ！」

　舞台役者特有のよく通る声で叫さけぶと、元の面おも影かげもないほど大人びた化け粧しようを施ほどこされたみこが、こちらを向いて目を見開いた。そしてそのすぐ後に、ほっと安心したように笑う。

　二海はすぐさま駆かけ寄り、目を瞬またたかせているみこをさっと横よこ抱だきにした。

「に、二海……!?　あの、えっと、これはね」

「言い訳なら後でたっぷりしっかり聞かせてもらう。とにかくすぐにここを離はなれるぞ。こんな所でそんな恰かつ好こうして、一体何をするつもりだ！」

「あ、あんたは確か、木こ挽びき屋の二海さんだろ!?　一体何をなさるんで……！」

　長柄傘を持った男が、慌てて二海を引き留めようと手を伸のばした。その手をばしっとたたき落としたのは、笠かさを目ま深ぶかに被かぶったままの家密だ。

「な、何なんですか。お侍……ひぃっ」

　男が悲鳴を上げたのは、家密が笠をずらして、金色の目に殺気を込めて睨にらみつけたからだろう。まるで雷かみなりに打たれたかのように、男がびくびくっと身体からだを痙けい攣れんさせて、地面へと倒たおれ込む。

　全身から獣気をほとばしらせた家密と二海は、同時に低い声を上げた。

「「これ以上みこを見たら、全員殺す──！　殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す!!」」

　家密と二人、目から稲いな妻ずまを放つ勢いで、辺りをぎらりとねめつける。
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　天と地程も実力の違ちがう狼おおかみに本気で威い嚇かくされて怯おびえたのだろう。その場にいた男達は全員本性の獣の姿になり、一目散に逃にげ出した。
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「ほんとーに助かったよ、二海。この衣装すっごく重いの。それにこんな高い下駄を履はいて大門の近くまで歩けって言われてさ。絶対無理、絶対転ぶ、どうしようって思ってたんだ」

　梅元屋の店先で、下駄を脱ぬいで上がり口に座ったみこは、ほっと息をついた。

　楼ろう主しゆに言われて無む理り矢や理りやらされた花魁行列のまっただ中、みこは人混みの中に二海と家密の姿を見付けて、ずいぶんと驚おどろいたのだ。なぜここにと思う間もなく、すぐに駆け寄ってきた二海に抱かかえ上げられていた。そのまま大門へと向かおうとした二海と家密を、みこは慌てて説得して何とか梅元屋へと戻もどったのだ。

　高い下駄で歩いたせいで痛む足をさすりつつ、みこは仁に王おう立ちしている家密と二海を見上げた。怒おこっているかは聞かなくても判わかっているし、これから始まる説教はしっかり聞くつもりでいる。だが、まだ二海達と帰る訳にはいかなかった。弦庵も、彼の後をつけていった空三も煙太も、昨日から戻っていないのだ。

「二海、家密。言いたい事も聞きたい事も判ってるんだけど、後一日待ってくれないかな。今ここを離れる訳にはいかないんだ」

「そんな訳にいくか！　あんなに俺が吉よし原わらには二度と近づくなと言っただろう。……いいか、みこ。ここはお前がいていい場所じゃないんだ。とにかく帰ろう。話はそれからだ」

　二海にぐっと手を握られて、立ち上がるよう促うながされたが、みこは身じろいで抵てい抗こうした。

「だから、今は駄だ目めなんだって。あの、ここじゃちょっと理由は言えないんだけど」

　店の外には、なぎなた太夫を一目見ようと、たくさんの人達が集まっていた。店の中でも、何事かと集まった遊女やかむろ達が、少し離れた所からこちらを見ている。こんな状じよう況きようで諒影の話はさすがにできない。口ごもったみこを見て、二海が眉根を寄せた。

「何を言ってるんだ。とにかくすぐに着き替がえを……」

「待て、二海」

　家密が笠をとった。途と端たんに店にいた遊女とかむろ達から、感かん嘆たんの息がもれる。

「わぁっ、綺き麗れい～。二海さんも男らしくて素す敵てきだけど、あの人はこの世の人じゃないみたい」

「うんうん、さらさらの銀ぎん髪ぱつなんて初めて見た。まるで銀ぎん狼ろうだっていう将軍様みたいだよね。でも、絶対にあの人の方が将軍様よりかっこいいと思う！」

　きゃっきゃっと騒さわいでいるのは、まだ年若いかむろ達だ。遊女やかむろ達だけでなく、店先に集まった男達までも、家密の冷たい美び貌ぼうに見とれているようだ。家密は熱のこもった周りの目を少しも気にする事なく、みこの前ですっと身を屈かがめて視線を合わせた。

「みこ、今この場では言えないのか？……ではもし私達だけになったら、理由を話すか？」

「……うん。それは約束する。すごく大事な話があるの。家密にも二海にも聞いて欲しい」

　これ以上黙だまっておくのは無理だろう。本当は証しよう拠こを摑つかんでからにしたかったが、きちんと話して二人に納なつ得とくしてもらうしかなかった。

「判った。ではみこの話を聞こう。だがまずは、化粧を落として着替えるのだ。その姿も美しいが、私は化粧をしているみこより、素す顔がおで笑うみこの方が好きだ」

　家密に微笑ほほえまれて、みこは小さく頷いた。実はみこも化粧はあまり好きではない。この重い衣装も辛つらかった。家密に手を引かれて、みこは着替える為ために立ち上がろうとした。

　ちょうどそこへ、誰だれかが店の奥から飛ぶように走ってきて、みこ達の前に立ちはだかった。

「木挽屋の二海さんと……あんたは誰だい？　ずいぶん綺麗な顔してるね。いやいや、それより、うちの花魁おいらん行列を邪じや魔ましてもらっちゃ困りますよ、二海さん！」

　腰こしに両手を当てているのは、梅元屋の楼主だ。瘦やせた身体で、二海と家密をねめつけている。

「花魁だと？　こいつが店に借金でもしてるっていうのか」

「ええ、そうですよ。その子はね、昨日すごい上客をなぎなたでぶっとばして、その時に襖ふすまやら上等の茶ちや碗わんやらを壊こわしまくってくれたんだ。それはみーんなその子の借金になるのさ。働いて返すっていうから、こっちは親切で花魁にしてやって花魁行列までさせてやったんだよ」

　二海がふんっと鼻を鳴らして、店の外にいる男達を顎あごで示した。

「花魁行列は、明らかに瓦かわら版ばん見てやってきた男達を呼び込むのが目的だろうが。襖やら茶碗ぐらいなら大した金額じゃないだろ。今日の花魁行列で間ま違ちがいなく梅元屋には客が押し寄せる。きっちり元は取り返せるはずだ」

　しかし長年吉原で修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた楼主は、そんな正論では引き下がらなかった。

「いいや、花魁行列の支し度たく料もこの子の借金になるんだよ。打ち掛かけにかんざしに、連れて歩くかむろと新しん造ぞうの衣装代も全部、花魁行列をする太夫が金を出す事になってるんだ。だからみこには、合わせたら百両はくだらない借金が……ひっくっけっ！」

　楼主がおかしな悲鳴を上げたのは、目の前にぽんっと小判の束が放ほうり投なげられたからだ。カチャンカチャンと床ゆかに落ちて金属音を響ひびかせた小判に、楼主が何度も何度も目を瞬かせた。

「二百両はある。これでみこを身み請うけする。文句はないな」

　小判を投げたのは家密だ。さすがの楼主もぐうの音もでない様子で、こくこくと頷うなずいた。

「お前がここの主だな。私達はみこと大事な話がある。部屋を借りるぞ」

「ど、どどどどどどうぞっ」

　慌あわてて小判を拾いながら返事した楼主に、家密が満足げに頷く。そして家密と二海は、みこの両りよう脇わきに手を入れ、まるで罪人を連行でもするように抱え上げて、店の奥へ進んだのだった。




　なぎなた太夫として、心ならずも有名になってしまったみこは、梅元屋で高尾太夫の次に大きな座ざ敷しきを与あたえられていた。化粧を落としていつもの袴はかま姿すがたに着替えたみこは、正座して目の前の家密と二海にすべての事情を話した。聞き終えた二海が真しん剣けんな面おも持もちで口を開く。

「……つまり、江え戸どが壊かい滅めつする未来の光景を見たお前は、ここの用心棒の弦庵が諒影と繫つながりがあると思って、それを調べに来たって訳か……。だがそれならそうと俺に言えばいいだろ」

「もし言ってても、ここに来るのは許してくれなかったでしょ。でも説得してる余裕はなかった。雅様が言ってたけど、夢が現実になるまで残された時間は限りなく少ないみたいなんだ」

　みこは、二海の隣となりで黙って話を聞いていた家密に目を移した。

「今まで幕府のお役人が散々探して見つからなかった諒影の手がかりを、わたしは吉原で摑んだ。でも多分、これは偶ぐう然ぜんじゃないと思う。わたしの持つ、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを宿す事ができる特別な血が、未来の江戸の惨さん状じようを止めようと働きかけているんだと思う。そしておそらく、雅様の跡あと継つぎであるわたしが、自分で諒影を捜さがして企たくらみを止めないと、未来の夢は変えられない」

　みこは背筋を伸ばして二人を見つめた。そして大きく息を吸い込む。

「だからわたしは、唯ゆい一いつの手がかりである弦庵に近付く為にここに来た。噓うそをついて出てきたのは、悪かったと思ってる。でも、わたしにはわたしの役目があるの。だからお願い。わたしにもう少し、時間をちょうだい！」

　指をついて、畳たたみにつくくらい頭を下げる。二人が驚いたように目を見張った。

「みこ、頭を上げろ。そんな事はしなくていい。……実は諒影の話なら、私も嫌いやな情報を信津名から聞いたばかりだ。私の将軍就任記念日の式典に、各地から大名達が集まる。それに紛まぎれて、かなりの数の浪ろう人にん達が、江戸に集まりつつあるらしい」

　顔を上げて息を吞のんだのは、みこだけではなかった。二海が家密に向き直る。

「本当なのか？」

「ああ、諒影は幕府の政策のせいで、生活に困こん窮きゆうする浪人達が増えた事を不満に思っている。そして奴やつの考えに賛同する浪人達は多い。彼らを扇せん動どうして、何かをする気なのは確かだろう」

　それが一体何なのかは判らない。だが、その結果がおそらくあの恐おそろしい江戸の未来へと繫がるのだろう。みこは我知らずぶるりと震ふるえた。背筋を襲おそう悪お寒かんが日に日にひどくなっている。

　まるで未来の惨状が刻一刻と近づいてきているのだと、みこに知らせるように。

　いつもみこを見ると優やさしく細められる家密の目が、今日は違う色を湛たたえていた。目が合うと、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするように伏ふせられる。だがすぐに開いた目には、三代将軍徳川家密の名に相応ふさわしい、鋭するどさと厳しさが備わっていた。

「……みこ。お前を危ない目に遭わせたくはない。だが、やはり諒影の企みを止める為には、お前の協力が必要なようだ。だから、お前はお前の思う通りに行動するがいい。その代わり、お前の身は私達が必ず守る」

　家密が出した答えに、二海がしばらく考えこんで、やがて大きく頷いた。

「俺は、ここから早くみこを連れて帰りたい気持ちに変わりはない。だが諒影が何かを企んでいて、それが恐ろしい結果を招くって事もちゃんと判ってるつもりだ。まずはそれを止めるのが先決だって事も。だから俺も俺にできる事をする」

　微笑んだ家密と二海に、胸が熱くなった。頼たよれる味方ができたのが、何より嬉うれしい。二人がいてくれたら、どんな困難でも乗り越こえられる気がした。

「師し匠しよう、ただいま戻りました」

　ほっと息をついていると、襖の向こうから声がした。それが空三のものだと判って、みこは顔を綻ほころばせる。丸一日帰ってこなくて、ずっと心配していたのだ。すっと開いた襖から、空三と煙太が顔を見せた。空三が部屋の中にいる家密と二海の姿を見付け、何も言わずに一礼する。

「お帰りなさい。よかった、空三も煙太さんも無事で！」

「煙太？」

　眉まゆ根ねを寄せたのは二海だ。家密も同じような表情で、空三の斜ななめ後ろで首を竦すくめている煙太を見つめている。

「うん、家密は知ってると思うけど、煙助のお兄さんだよ。弟の煙助に頼たのまれて手伝いにきてくれたんだ。煙太さんって、すっごくいい人なんだよ。昨日なんてご飯作っててうっかり指を切っちゃってね。血が流れたから肉にく食しよく獣じゆうにばれたらまずいって思った瞬しゆん間かん、煙太さんが人ひと気けのない所まで手を引いて連れて行ってくれたの。ほんとに煙太さんて頼りになるんだぁ」

　みこを大切にしてくれているとはいえ、家密も二海も肉食獣だ。さすがに血を流したみこを前に、冷静さを保つのは難しい。だけど、草そう食しよく獣じゆうの煙太は違ちがう。彼の前だと、たとえ血を流しても食べられたらどうしようとびくびくする必要がないのだ。

「……煙太、殺す」

　もじもじしながら顔を赤らめたみこを見て、二海が地の底を這はうような低い声を上げた。頷いた家密が、視線だけで気絶させてしまう程ほどの獣気を放ちつつ、煙太を睨にらみつける。

「ただ殺すだけでは飽あき足りん。八つ裂ざきにしてやる」

　グルルッと獣のうめき声を上げる二人に、煙太は悲鳴を上げて空三の背中に隠かくれ、みこもさすがに恐ろしくて部屋の隅すみに避ひ難なんしつつ、目をぱちくりとした。

「二人とも、どうして怒おこってるの？」

「……何でもねぇ。それより空三。みこから聞いたぞ。弦庵って男をつけたんだろ。報告を」

　やっと怒いかりを治めたのか二海が口を開くと、空三が一度頭を下げ、おもむろに話し始める。

「丸一日尾び行こうしたのですが、ただぶらぶらと江戸の町を歩き回るだけでした。時折、川や堀ほりを眺ながめては、何か考え込んでいる様子を見せるくらいで。ずっとその調子なので、何もないかもしれないと諦あきらめかけていた矢先、道どう三さん堀ぼりの辺りで彼に男が近付いてきまして」

　二海と家密が、目を眇すがめる。みこも思わず身を乗り出した。

「それって、どんな男だった？」

　答えたのは、空三の斜め後ろに座っていた煙太だ。

「それが……見つかったらあかんし、遠くからしか見られへんかってん。諒影と年とし恰かつ好こうは同じやったけど、目ま深ぶかに笠かさを被かぶってたから、絶対に諒影やって言い切れるかっていうと、微び妙みような所やねん。話してる内容も聞こえへんかったし。……中ちゆう途と半はん端ぱでかんにんな、みこ」

「ううん。諒影と似た男と会ってたんでしょ。それだけでも十分だよ。それで弦庵さんは？」

「今は用心棒の兄ちゃん達の部屋でぐっすり寝ねてるで。一晩中うろうろしてたから疲つかれたんやろ。あの様子やったらしばらく起きひんと思うわ」

「そう……。二人ともありがとう。疲れたでしょ。美味おいしいご飯作るから、ゆっくり休んで」

　空三と煙太の顔がぱぁっと明るくなった。話を聞いていた二海が、腕うで組ぐみする。

「兄貴、その弦庵って男を役人に捕つかまえさせたらどうだ？　詳くわしい事情を聞いた方がいい」

　二海の言葉は家密に向けられていたが、みこはそれを聞いて首を振ふった。

「でも二海。証しよう拠こはないよ。完全に諒影と繫がりがあるって証拠があれば、問い詰つめようもあるけど、知らないって言われたらそれまでだもの」

　家密がゆっくりと頷く。考えている姿まで優ゆう雅がに見える将軍は、二海にすっと視線を向けた。

「みこの言う通りだ。弦庵という男が諒影と繫がりがあるのなら、このまま自由を与えておいて、再び諒影と接せつ触しよくするのを待つのが得策だ。空三、ちび猿ざる、引き続き弦庵を見張れ」

「わいをちび猿言うなーっ。今はどっからどう見ても人やろうがっ」

　そんな煙太の叫さけびを綺き麗れいに無視して、家密が二海に目を戻もどした。

「空三達を弦庵の調査に集中させよう。だがその間みこが一人になって、また頼伸のようなやからに襲われてはまずい。瓦版のせいで、なぎなた太夫の名は江戸中に広まってしまったようだからな。みこがここに残るのなら、新たに護衛をつけなければ」

「だけど、兄貴。役人達を吉よし原わらに配置する訳にはいかないぜ。ここは良くも悪くも閉へい鎖さ的な町だ。客じゃないよそ者が入りこんだらかなり目立つだろう。……あっ、そうだ。いい事を思いついた。客だったら目立たないんだから、俺がみこの客になればいいんだ」

　ぽんっと手を打った二海に、家密が一気に攻こう撃げき的な獣気をほとばしらせた。

「客だと……？」

「いや、誤解しないでくれ。居続けで……ああ、つまり俺がずっとみこを貸し切りにするんだ。俺が金を払はらってる間は、みこに客はつかない。俺がそばにいてみこを守るよ。これは他人には任せられないからな」

　確かに二海がいてくれれば心強い。それでもみこは、心配そうに彼を見つめた。

「でも、上覧芝しば居いの稽けい古こがあるんでしょ。忙いそがしいんじゃない？」

「心配するな、大だい丈じよう夫ぶだ。さすがに稽古に穴はあけられないが、もし俺が戻らないといけない時には、一陸をここに来させるよ。それに今回の芝居は俺達が一番得意な演目だから、あらかたの稽古の目め処どはついてるんだ。残りの準備も一陸に仕切ってもらえばいい」

　二海が男らしい顔に笑えみを浮うかべた。頼りがいのある優しい笑みだった。

「それに、みこの見た恐ろしい未来の光景が現実になってしまったら、芝居どころじゃなくなっちまう。まずは諒影を見付けださなきゃな」

　みこはそっと俯うつむいた。上覧芝居をするのは、幕府が二海達を江戸一番の役者だと認めたという証拠だ。二海達にとっては、何よりの名めい誉よなのだ。噓をついてまでここに来たのは、できれば彼に芝居に集中して欲しいという気持ちもあったからだった。

「ごめんなさい、二海。大変な時だから、なるべく迷めい惑わくはかけたくなかったのに」

「なんで謝るんだよ。お前が悪い訳じゃないだろ。悪いのは、何かとんでもない事を企んでる諒影だ。あいつを止めるのは、お前だけじゃ無理だ。俺達にもできる事はさせてくれ」

　微笑ほほえむ二海に、目め頭がしらが熱くなる。だが涙なみだは零こぼさなかった。今は泣いている場合ではないのだ。

「うん、一いつ緒しよに諒影の企たくらみを止めよう！」

　みこが決意の声を上げると、その場にいた全員が大きく頷うなずいた。




　みこ達は梅元屋の座ざ敷しきで、これからの対策を練っていた。一通り話が終わると、家密が名残なごり惜おしそうな表情で立ち上がる。

「みこ、私は一度江え戸ど城じように戻る。江戸に集まりつつある浪ろう人にん達を、調査させなければならないからな。くれぐれも一人で危ない事はしないように。それと……」

　家密が鋭い視線を向けた先には、腕組みして座る二海がいた。

「二海、先程みこの客になると言ったが……何かつまらない事を考えているのではないな」

「つまらない事って何だよ。何度も言うが、俺は兄貴とは違うんだ」

「ほう、そう言うからには、絶対にみこに何もしないと誓ちかうのだな」

　二海が一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。それを見み逃のがさず、家密がぐいっと彼の胸むなぐらを摑つかんで立たせる。

「ちゃんと誓え。俺は兄貴とは違う、それがお前の口くち癖ぐせだろう。まさかそれを棚たなに上げて、吉原でみこと二人きりになったからといって、これ幸いに美味しく食べたりしないだろうな。お前はまさか、そんな卑ひ怯きような男ではあるまいな」

「当たり前だろ！」

「ちゃんと、私の目を見て言え」

　顔を逸そらしてぶっきらぼうに答えた二海に、鋭するどい家密の言葉が飛んだ。二海が大きく息をついて、家密の胸ぐらを摑み返す。そして息がかかる程ほど間近に顔を寄せた。

「ふざけんなっ。ああ、はっきり言ってやるよ。俺は兄貴とは違う。みこが俺を一番好きになってくれるまでちゃんと待つ。だから堂々と誓えるさ。ここにいる間みこには何もしない！」

　言い切った二海に、その様子を見守っていた空三が、なぜか頭を抱かかえた。

「ああ、二海……。そんな男気があるような事ばかり言うから、あなたはいつまでたっても師匠を押し倒たおせないのですよ」

「うるせぇよ。いいか、空三。俺はまずみこの心を手に入れるって決めたんだ。兄貴みたいに即そく物ぶつ的には生きてないんだよ。これは男が一度した誓いだ。絶対に破らねぇ！」

　ふんっと鼻を鳴らした二海に、家密がくっと口角を上げた。互たがいの胸ぐらを摑んでいた二人が、同時に手を放す。家密が乱れた着物の襟えりを直しつつ、二海に鋭い視線を送った。

「二海、今の言葉は死んでも守れ。もし守れなかったら──私がお前を殺してやる」

　冗じよう談だんとは決して思えない言葉と殺気だった獣気を、二海が堂々とした態度で受け止めた。
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　梅元屋のひのき風ぶ呂ろは江戸っ子の好みらしく、入るのを躊ちゆう躇ちよするぐらい熱めだった。大おお柄がらな二海が湯船に入ると、もったいないぐらい湯が溢あふれてしまう。上客用の風呂は広くて清潔で、ひのきの香かおりが漂ただよっていて気持ちがよかった。二海はそれに浸つかりつつ、明日あしたの事を考える。

「朝の稽古は俺がいなくても大丈夫だが、昼からは衣装合わせがあるから一陸と交代するか」

　みこを吉原で一人にしたくなかった。金を払い続ければ他ほかの客はつかないはずだが、あの強ごう欲よくな楼ろう主しゆの事だから、絶対とは言えない。本当なら家密が身み請うけ金を払ったから、みこはここに残るも出て行くも自由だ。だが弦庵をそれとなく見張る為ためには、花魁おいらんみことその客の二海というのが、吉原に滞たい在ざいするのには最も受け入れられやすい形だった。

　二海はふうっと息をつく。一応みこを買った客だから、ここに泊とまらねばならない。一緒にいられるのは嬉うれしいが、正直少し憂ゆう鬱うつでもある。芝居小屋の母屋おもやに忍しのび込んだ家密と一緒に、みこと三人で一つの布ふ団とんに寝た事はあるが、さすがに二人っきりというのは初めてだ。

　みこに何もしないと断言したが、本音を言うと自分を抑おさえられるのかは自信がなかった。

「理性だ。俺は兄貴とは違ちがう。みこの匂においを嗅かいだだけで、ふらふらしちまった花はな時どきだって、ちゃんと乗り越こえた。理性で今度も乗り越え……」

「二海、楼主さんに背中を流せって言われたんだけど、入ってもいい？」

　そこへ風ふ呂ろ場ばの外からみこの声が聞こえた。二海は一瞬で目を見開く。

「は？　背中？　いいよ、そんな事しなくて……」

「あ、今いいって言ったの？　じゃあ、入っていいんだね。お邪じや魔ましまーす」

「ちがーう！　そのいいじゃない！　お断りする方の……」

　叫ぼうとしたが、もう遅おそかった。二海の言葉を聞き違えたらしいみこが入ってくる。白い襦じゆ袢ばん一枚のみこは、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべていた。

「……みこ。今俺はすごい決意をしたのに、どうしてお前はそう無防備に……」

「何か言った？　二海」

　首を傾かしげたみこが近付いてくる。二海は両手を湯船から出して、止まるよう合図した。

「何でもねぇよ。とりあえず背中は流さなくていいから、出て行ってくれ」

「でも楼主さんが、二海はたんまり前金を払ってくれた上客だから、ちゃんとお世話しなさいって。わたし、背中流すのけっこううまいんだよ。雅様の背中もよく流したんだ。あ、そうそう、雅様ってお風呂でもわたしがいる時はお面をとらないんだよ」

　思わずざばっと湯船から上半身を乗り出した。今のは聞き捨てならない。

「ちょっ、ちょっと待て。お前、まさかその年になるまで炎守様と一緒に風呂に入ってた、なんて事はないよな？」

　まさかまさかと思うが聞いてみる。みこを育てて教育をして武道も習わせたくせに、性教育だけは一いつ切さいやっていない雅。おかげで二海は色んな意味で苦労と我が慢まんを強しいられている。まるで本当の子供のようにみこを可愛かわいがっている雅だから、あり得ない話ではないと思った。

「そんな訳ないでしょ」

　あははと笑うみこにほっとして、湯船にもう一度沈しずみかける。するとみこが言葉を続けた。

「一緒に入ってたのは十五歳までだって」

「それって去年じゃねぇか！」

　思わずまた立ち上がってしまう。あの生き神めと、はらわたが煮にえくりかえっていた。本人達はほぼ親子のようなつもりだからいいのかもしれないが、みこを愛してやまない自分には絶対に許せない話だ。

「どうして怒おこるの？　一緒に入るっていっても、わたしは背中を流しに入るだけだよ」

　その一言でようやくほっとした。その背中を流す際、みこが裸はだかかどうかがとても重要なのだが、とりあえずそれは聞かないでおく事にする。もしそうだと言われたら、怒いかりのあまり今すぐ狼おおかみの姿になって富ふ士じ山さんまで駆かけていき、雅に食くらいついてしまいそうだ。

「二海の背中も流してあげるね。身体からだが大きいから流しがいがありそう。さ、湯船から出て」

　手ぬぐい片手のみこは満面の笑みだ。きっと本人は親切のつもりなのだろう。

　だが二海は正直、今は精神的にも肉体的にも湯船から出たいとは思えない。そんな自分がせつなくもあり、悔くやしくもある。本当はみこに背中を流して欲しいし、一緒に湯船に入れたらどれだけ幸せだろうと思う。だけど、一緒に入るだけではすまない事になってしまうのは判わかりきっていた。みこの心を手に入れてからならいいが、今はまだ早いという事も。

　二海の心は葛かつ藤とうしていた。このまま勢いに流されてしまえと囁ささやく自分もいれば、身体よりも先に心を手に入れようと誓っただろうと叱しかる自分もいる。

　この繊せん細さいな男心をみこがきちんと理解できる日は、きっとかなり遠いだろう。一生来ないかもしれないなんて不ふ吉きつな事は、絶対に考えたくない。みこにちらりと目を向けると、白い襦袢が湿しつ気けを吸ってかすかに透すけている。見てはいけないと思いつつも、目を逸らすのはかなりの努力がいった。二海は大きく息をついて、自分の心と身体をようやく静める。

「……みこ。お前に仕事をやろう」

「え？　どんな仕事？」

「今から、この店を俺が総そう揚あげにする。ここの遊女も太たい鼓こ持もちもみんな無礼講で宴えん会かいだ。お前はそれを楼主に伝えて、宴会の準備をしてこい」

「……総揚げ。あっ、確か店を全部貸し切るって事だよね。うわぁ、楼主さんが喜ぶよ。じゃあ、わたしすぐに知らせてくるね」

「おい、みこ！　上から着物を着て出ろよ。そのまま人前に出るなよ！」

　みこがはーいと返事して、ようやく風呂から出ていった。二海はほっとして、肩かたの力を抜ぬく。

「これは思ってたより、苦行だぞ」

　苦々しげな呟つぶやきが、風呂の中で反はん響きようした。
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　総揚げとは、客が店一いつ軒けんを貸し切る事だ。店の遊女や使用人達に料理と酒を振ふる舞まい、大宴会をする。当たり前だが、それには莫ばく大だいな金がかかる。だから滅めつ多たにある事ではないと、みこは用心棒の一人に聞いていた。

　梅元屋の二階では襖ふすまが取り払はらわれ、先さき程ほどから遊女達と店の若い衆が全員集まって、どんちゃん騒さわぎが始まっていた。あちこちで、三味しやみ線せんと太たい鼓この音が賑にぎやかに響ひびき、それに合わせて太鼓持ちが小こ唄うたを披ひ露ろうしている。みこは再び花魁の恰かつ好こうをさせられて、風呂から上がった二海の隣となりに座らされていた。危なっかしい手つきで酌しやくをしていると、楼主がそっと近付いてくる。

「あんた、見み掛かけによらずやるねぇ。総揚げなんて何年ぶりだろ。本当にありがとうよ！」

「え？　総揚げしたのは二海ですよ。お礼なら二海に……」

　近くに座っていた高尾太夫が、くすっと笑えみをもらした。

「客にどれだけお金を落としていってもらうかは、遊女の腕うで次し第だいさ。総揚げは店にとっても遊女にとっても一番儲もうかるからね。お客さんに総揚げさせるって事は、立派な花魁の証あかしだよ」

　どうやら誉ほめられたらしいが、気になったのは自分が花魁として優ゆう秀しゆうかどうかではなかった。

「ねぇねぇ、二海。やっぱりこれって、すごいお金がかかるんでしょ。大だい丈じよう夫ぶなの？」

　傍かたわらの二海はさっきから浴びるほど酒を吞のんでいるのに、ちっとも酔よっているようには見えなかった。そういえば、彼が醜しゆう態たいをさらすほど酒を吞んだ姿を見た事がない。

「ああ、これでも千両役者だからな。それに正直、馬ば鹿か騒さわぎでもしないと色々と大変なんだよ」

　ぼそりと呟いた二海に、みこは首を傾げる。だが二海はそれ以上何も言わなかった。

　みこはこんなに大人数での宴会は初めてだった。前に見た、扇おうぎを投げてとっくりを倒すというお座ざ敷しき遊びで二海と勝負し、太鼓持ちの小話で笑い、年若いかむろ達が舞う愛らしい姿に感動した。時間はあっという間にすぎて夜も更ふけた頃ころ、みこの瞼まぶたが段々と重くなってくる。

　昨夜は帰ってこない空三達が心配で一いつ睡すいもしていなかったし、何より知らない場所でずっと気を張っていた。だが今は二海がそばにいてくれるからか、ずいぶんと気持ちが楽になっていた。ほっとした途と端たん、連日の疲つかれが出たのか、強きよう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれてしまったのだ。

　座ったままうつらうつらしているみこに気づいたのか、二海が声をかけた。

「みこ、もう寝ねるか？」

　もっともっとみんなと楽しみたいけれど、襲ってくる眠気には勝てない。目をこすりつつ頷うなずくと、二海がみこを横よこ抱だきにした。

「慣れない衣装で転んだら大変だから、連れていってやる」

「いいなぁ。私も二海さんに抱だっこして欲しい」

　周りから羨うらやましがるような声が聞こえて、二海が苦笑した。

「残念、芝しば居いしてない時の俺の腕はみこ専用なんだ」

　途端にきゃ～と歓かん声せいが上がった。みこはさすがに恥はずかしくなって、二海の胸を叩たたく。

「ん、わたし……自分で歩けるよ」

　眠ねむくて眠くて仕方ないけれど、何とか身じろいでみる。だが二海は聞く耳をもたないようだ。みこを抱かかえたまま部屋を出ようとした二海に、高尾太夫が心配そうに声をかけた。

「ちょっと、あんた。判ってると思うけどその子は……」

「大丈夫だよ、何にもしやしない。部屋まで連れていってくるだけだ。またすぐ戻もどって来るから今夜は朝まで騒ぐぞ。そのぐらいやらないと気が紛まぎれないからな」

　苦笑がちの声に、高尾太夫が肩を竦すくめる。

「江え戸ど一番の二枚目も、惚ほれた女の前だと形無しだね」

「まあな。でも、いいんだ。俺は今、一生ものの恋こいをしてるんだから。この恋は、ゆっくりと大事に育てるって決めたんだ」

　半分眠りかけていたみこは、二海の言葉を聞いてはいたが、その意味を理解まではできなかった。意識が遠くなりながらも、みこは二海の胸にぎゅっと顔を押し当て、ぼんやりと呟く。

「……二海の匂においがする。わたし、二海の匂い大好き……」

　匂い袋ぶくろを持っている訳でもないのに、二海からはいつも優やさしくて少しだけ甘い香かおりがする。今日はそれにちょっとだけお酒の匂いも混じっていた。だけどちっとも嫌いやではない。胸いっぱいに二海の香りを吸い込むと、とても安心できた。

　大好きな香りと力強い腕に包まれて、みこは幸せな眠りについていた。




　眠っていたのは、どのくらいだろう。優しい腕が離はなれるのを無意識のうちに感じ取ったみこは、その温ぬくもりを追うように手を伸のばした。

「二海……？」

　目を開けると、二海の顔がすぐ近くにあった。どうやら部屋に連れてきてくれたようだ。少し眠ったからだろうか、さっきは目も開けていられなかったのに、今はそうでもなくなってきている。お腹なかを締しめ上げていた帯が解かれていて、襦じゆ袢ばん一枚の楽な姿で布ふ団とんに寝かされていた。

「起きたなら化け粧しようを落とした方がいいぞ。せっかくの綺き麗れいな肌はだなのに荒あれちまうからな」

　そのまま二海の顔が近付いてきて、驚おどろいて目を瞑つぶる。その途端、額でちゅっと音がした。

「よく眠れるおまじない」

「……この間は、仲直りの印とか言ってなかった？」

「その時々で意味合いが変わるんだよ。臨機応変でいいだろ」

　調子のいい臨機応変に苦笑しつつ、みこは起きあがった。

「ああ、寝てていいぞ。どうせ空三達がいない間、お前も寝てなかったんだろ」

　何も言わずとも、二海はいつもこうしてみこの事を察してくれる。優しい微笑ほほえみに安心した事は、数え切れないぐらいたくさんあった。宴会に戻るつもりなのか、じゃあな、と二海が手を振って襖に向かう。みこはつい、彼の着物の裾すそを握にぎりしめた。

「あの、もう少しお話ししよう。だって二海と二人だけなんてずいぶん久しぶりだよ」

　芝居小屋ではいつも誰だれかがいる。二人で買い出しなどに出かける事もあるが、騒がしい町中ではゆっくり話もできなかった。いつも一いつ緒しよにいるけれど、二人だけでこうして部屋の中で過ごすなんて、滅多にないのだ。それに、とみこは心で呟いた。諒影の企たくらみを止める、そう決意しているけれど、うまくいくかは判らない。そうしたら自分はどうなるのだろう。考えたくはないが、雅の予言通り自分も命を落とす事になるかもしれない。それにもし、諒影の企みをうまく止められたとしても、みこは二海達と一緒にはいられなくなる。

　なぜならみこは、諒影の企みを止める為ために江戸に来たのだから。

　それを成功させたら、江戸にいる意味がなくなるのだ。雅からすぐに富士山に戻れと言われるだろう。そして結界の張られた富士山の社には、二海達のような肉にく食しよく獣じゆうは近付けない。

（どちらにしろ、わたしはもう二海とも家密とも会えなくなる……）

　寂さびしさと悲しさが混じり合って、心の中でくすぶっている。だけどそれを表には出さなかった。微笑んで、二海の裾をもう一度引っぱる。

「お茶でも煎いれるよ。飲んでいって。あ、何か食べる？　お茶ちや漬づけでも作ろうか？」

　見上げると、二海が肩を竦めつつ布団の脇わきにあぐらをかいた。

「腹はいっぱいだ。茶でももらうか」

　みこは頷いて熱い茶を煎れた。盆ぼんに載のせて差しだすと、二海が大きな手で湯飲みを持ち、ぐびりと飲んだ。

「二海と二人だけでゆっくり話すのなんて、江戸に出てきたばかりの頃に桜を見に行った時以来かも。この間の浅草寺の時は遊ぶのに忙いそがしかったしね。改めて思うけど、何だか夢みたいだよ。初めて江戸に来た時は、本音を言うと春ちゃんと竹次ちゃんに会えるとは思ってなかったんだ。でもどうしても捜さがすだけは捜してみたくて」

「子供の頃の話はやめろ。俺を春ちゃんと呼ぶな」

　二海は渋しぶい顔だ。子供の頃女装して、春と名乗っていた二海。色々と事情があったせいだが、その頃の話をすると、本人はこうして仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「いいじゃない。わたしは春ちゃん大好きだよ。……ああ、優しくて儚はかなくておしとやかで可愛かわいい春ちゃん」

　頭の中では、桜色の振り袖そでをまとって可か憐れんな笑みを浮うかべる春がいた。

「もし春ちゃんに会えたら、姉妹みたいに一緒に寝たりとか、一緒にお風ふ呂ろに入ったりとか、手を繫つないで遊んだりとか、もう大人になってるからお化粧の仕方とか流行の着物とか色々教えてくれたりしないかなって夢に見てたのに」

　思わず嘆なげくような口調になってしまった。ちらりと二海に目をやると、身の丈たけは膝ひざを屈かがめてかまちをくぐらないと部屋に入れないほど。肩かた幅はばが広くて腰こしがきゅっと締まっている上半身は、若々しい筋肉が息づいている。あぐらをかく足は長くて、座るともてあます程だった。この美び丈じよう夫ふが春だと知って二月経たつが、今でもまだ信じられない時がある。ずっと会うのを楽しみにしてきた春は、隙すきあるごとにみこを膝に乗せ、抱だきついてくるような男ではなかったはずだ。

「手を繫いで遊びには行ったろ。兄貴と三人だったけど、この間一緒の布団で寝ただろ。化粧の仕方くらい教えてやる。俺は歌か舞ぶ伎き役者だからな。流行の着物だっていくらでも買ってやるぞ。……さすがに風呂は厳しいな。さっきもかなりやばかった」

　何がどうやばいのか判わからなくて首を傾かしげると、二海が肩かたを竦めた。

「とにかく、あんまり春ちゃん春ちゃん言わないでくれ。……お前がそういうたび、二海は嫌きらわれてるのかって思っちまう」

「そ、そんな事ないよ。二海も大好きだよ」

　慌あわてて膝をすり寄せると、二海が苦笑して両りよう腕うでを伸ばしてみこを抱き締めた。そしてそのまま引き寄せつつ、頭に顔を埋うずめる。

「二海も大好きね……。俺はお前に、〝二海が一番好き〟って言って欲しいんだが」

　ぎゅっと抱き締められて、みこは二海の胸に顔を埋める形になった。すると頰ほおに二海の体温が伝わってくる。ふいにどきどきと心臓の音が速くなった。

「あ、あの、ちょっと放してよ。二海……」

　急に恥ずかしくなってもがいたが、力強い腕うではびくともしない。二海が耳元に唇くちびるを寄せた。

「なぁ、二海が一番好きって言ってくれよ。そうしたら、放してもいいかも」

「放してもいいかもって、放してくれるってちゃんと言ってよ」

　思わずくすっともらしてしまう。二海が真面目まじめな顔でうーんと考えこんだ。

「それは約束できないな。お前からはいい匂いがするし、身体からだは細いけどぷよぷよしてて柔やわらかくて気持ちいいし。このままずっと腕の中にいてくれよ。そうしたら俺は変な心配しなくてもいいし、うんとお前を可愛がってやれる。もううんざりだって程ほど大切にしてやるぜ」

　抱き締めたまま、二海があやすようにみこの身体を揺ゆらした。何とか逃のがれようとじたばたしていたが、結局腕からは出られなかった。仕方なく抵てい抗こうを止めて、二海の顔を見上げる。

「もうっ、ほんとにいい加減放してよ。せっかくゆっくりお話ししようと思ったのに」

「話ならこのままでもできるって。それにこれ以上は何もしねぇよ。──お前が俺を一番好きって言うまで、ちゃんと待つって決めたんだ」

　声が何だか苦しそうだと思った。更さらに力がこもった腕も、耳にかかる息も熱く感じた。

「お前が早く色んな事が判るようになればいいって思うのに、今のまま何も知らずにいて欲しいとも思うんだ。子供の頃ころに出会った時のように、純じゆん粋すいなままでいて欲しいって。桜が舞まっていた八年前のあの日、お前は嬉うれしそうに笑って俺と手を繫いでくれた。俺さ、生まれた時から不ふ吉きつな忌いみ子だって言われてて、笑いかけてくれるのなんか、兄貴と春華くらいだったんだ」

　ちゅっと頰に口づけられた。そのまま二海が首筋に顔を埋める。彼は徳川家に不吉をもたらす、闇やみ狼ろうとして生まれた。闇狼が生まれた時は、必ず災いが起こるのだという。生まれてすぐ殺される運命だった彼を救ったのは、現在大おお奥おくを取り仕切っている春華の局だ。

「俺に触さわると不運が舞まい込むって、親も俺に近付こうとしなかった。だけどお前はあの時、何の屈くつ託たくもなく俺と手を繫いでくれた。何も知らないからだって判ってたけど──嬉しかった」

　桜が舞っていたあの日。みこは今でも二人と初めて出会ったあの日を、容易に思い出せる。春は──いや、二海が儚く見えたのは、その生おい立ちのせいだろうかと、今なら思う。

「笑い転げて遊んだのなんか、あの時だけだ。お前は動きやすい恰かつ好こうしてたから兄貴とばっかり走り回ってさ。俺が振ふり袖着ててついていけなくてすねたら、すぐにごめんねって言ってまた手を繫いでくれた。それから俺の事を気にしながら遊んでくれただろ。あれも嬉しかった」

　思い出し笑いをした二海に、みこも微笑んだ。

「だって春ちゃ……二海ってば目にいっぱい涙なみだをためて、恨うらめしそうにこっちを見てるんだもん。鬼おにごっこしてたけどやめて独楽こま回ししたんだよね。あれだと振り袖でもできるから」

　思い出話なら尽つきる事がない。あの日はみこにとっても二海にとっても、そしておそらく家密にとっても、特別な日だった。

　ふいに二海がみこの目を覗のぞき込んだ。いつになく真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられて、どきりとする。

「あの頃からずっとずっと、俺はお前が好きだった」

　好きだとは何度も言われていた。そして、みこも何度も答えを返してはいるのだ。

「わ、わたしも好きだよ」

　恥はずかしくて、顔がかっとなる。そんなみこを見て、二海は少しだけ目を伏ふせた。

「でも、その好きは一番じゃないだろ。俺の好きは一番だ。お前が誰よりも、一番好きだ」

　真しん摯しな言葉が胸に響ひびく。これ以上はどう答えていいのか判らない。みこは二海が大好きだ。それに噓うそ偽いつわりはない。ずっと一緒にいたいし、こうして話をしたり遊んだりするのも楽しくて仕方ない。だけどまっすぐな視線を正面から受けとめられなくて、少しだけ俯うつむいてしまう。

「わ、わたしは……」

　さっきみたいにわたしも大好きとは言えなかった。二海の好きと自分の好きには、違ちがいがあるように感じたのだ。それが何かは判らないけれど、軽々しく返事してはいけない気がした。

　言葉に詰つまっているみこを見つめて、二海が一度目を閉じた。やがて何かを吹ふっ切るように大きく息を吐はき出して、ゆっくりと目を開く。穏おだやかな眼差しがみこに向けられた。

「今は答えなくていい。これからじっくりと、俺を一番好きになってくれればいいんだから」

　彫ほりの深い顔が近付いてきて、みこはぎゅっと目を瞑つぶった。唇に感じた温かさは、二海のそれだ。家密の激しくて何もかもを奪うばい尽くすような口付けとはまた違う。優やさしくていたわるような口付けだった。

「んっ……」
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　身じろいで、口付けから逃れようとした。だが二海はいつにない強ごう引いんさを発揮して、大きな身体ですっぽりとみこを抱だき締しめる。背中に回された大きな手が優しく動くたび、薄うすい襦じゆ袢ばん越ごしに手の平の熱が伝わった。じっくり時間をかけた口付けに息苦しくなって、みこは思わず二海の胸を叩たたく。するとようやく、唇が離はなれた。

　やっと息を大きく吸い込んでから吐き出すと、それと同時になぜか涙が一筋こぼれた。頰に伝わる感かん触しよくに、みこは自分でも驚おどろいてしまう。

「みこ……。嫌いやだったのか？」

　心配そうに見つめられて、みこは小さく首を振る。

「そうじゃないよ。びっくりしたけど……えっと、嫌じゃないと思う」

　昨日頼伸に触られた時には、気分が悪くなった。でも、二海相手だとそうはならないのだ。むしろ彼の口付けは、ほっとしてしまう。

　二海が少しだけ微笑ほほえんだ。そしてみこの頰に流れる涙を舌ですくいとる。

「それならいいんだ。……なぁ、お前が俺を一番好きになったら、今度はお前の方からしてくれよ。そうしたら、俺はきっと幸せすぎておかしくなっちまうかもな」

　もう一度抱き寄せて、回した腕で背中をぽんぽんと叩いた二海が、ゆっくりと目を細めた。

「手を繫いでてやるからゆっくり寝ねろ。……大だい丈じよう夫ぶ、怖こわい夢を見ても、俺がそばにいるから」

　はっとして目を見開いた。見つめると、二海がみこをそっと布ふ団とんに横たえさせる。

「空三が、ここに来てからお前がずいぶんとうなされてるって言ってたんだ。あいつも心配してた。怖い夢は……江え戸どの未来の夢なんだろ？」

　その通りだった。がれきと化した江戸の光景を夢で見るたび、恐おそろしさのあまり飛び起きて、夜中に一人で震ふるえていた。だから眠ねむるのが怖くなっていたのだ。

　だけど、今は違う。二海の手を握にぎっていると、心までぽかぽかと温かい気持ちになる。大きな手は安心できて、何よりも頼たよりがいがあった。

「怖くて泣きたい時は俺の胸で泣けよ。一人で抱かかえ込むな。ずっと抱き締めててやるから」

　布団の脇わきであぐらをかいた二海が、右手でみこの手を握り、左手で頭を撫なでてくれた。彼の言葉で、みこは先さき程ほど流した涙の理由にやっと気づいた。

（ああ、わたし不安だったんだ。怖い夢を見て、知らない場所に来て、慣れない探たん索さくをして。そこに二海が来てくれた。だからほっとして、つい泣いちゃったんだ）

　そう思った途と端たん、今度は嬉しくてまた涙が溢あふれ出た。あの恐ろしい未来の夢を思い出すたび、心は恐きよう怖ふにむしばまれていた。顔では笑えみを浮うかべていても、常にあの夢の事が頭から離れなかったのだ。だけど、二海の優しい顔を見ていると、不思議と心が落ち着いた。

　みこは泣き笑いしながら、二海の手を自分の頰に当てた。

「ありがとう、二海。二海がいてくれるとすごく落ち着くよ。二海に大丈夫って言ってもらうと、すごく安心するんだ」

　二海が横になっているみこに顔を寄せ、頰にちゅっと口付けた。

「──大丈夫。怖い夢を見たら、すぐに目を覚ませ。夢はしょせん夢だ」

　低くて優しい声と、頼りがいのある言葉。みこは心の底からほっとして、目を閉じた。温かい手が頭を撫でてくれるのを感じながら、みこは久しぶりに穏やかな寝ね息いきをたてていた。
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「御ご前ぜん、どうなさいました？」

　料りよう亭ていの障子を少しだけ開けて夜空を見上げている頼伸に、諒影は声をかけた。

　計画が順調に進んでいると報告しているのに、彼は上の空だ。同席していた少女が、頼伸が持っている杯さかずきに酒を注ついだ。

「頼伸様。もうすぐ歴史が変わるのですよ。家密は亡なき者となり、幕府は倒たおれる。そしてあなた様が次の将軍となられるのです」

　笑みを浮かべたのは、梟ふくろうの本性を持つ藤ふじ菜なだ。少女の姿をしているが『擬ぎ態たい』の能力を持つ彼女は彼になる事もできる。元は徳川家に仕える忍しのびだったが、今は諒影と同じく家密を憎にくんでいた。そして自分の能力を認めてくれた頼伸に忠誠を誓ちかい、諒影の計画の手助けをしている。

「藤菜。何度も言うが、俺は将軍の座には興味はない」

「ですが……私はあなた様に天下をとって頂きたいのです。主君の栄えい誉よは、裏で生きる私達にとっても喜びですから」

　夢でも見ているように、うっとりと藤菜が呟つぶやく。諒影は、しょせん忍びだなと顔には出さず腹の中で笑う。主君がいなければ生きていけず、主君の為ために命を捧ささげる。そんな事に喜びを見いだす忍しのびという種類の者達を、諒影は心底嫌っていた。だがそれを面と向かって口にはしない。藤菜は役に立つのだ。頼伸の為だと言えば、どんな事でもする。実に使い勝手がよかった。

　諒影は、杯を呷あおる頼伸に目を向けた。最近彼の様子がおかしいのには気づいていた。何を血迷ったのか、みこだけは助けてやらないかなどと言い出したのだ。それはできないと断ってからは何も言わないが、時折心ここにあらずといった様子を見せるのだ。まさか、今いま更さら計画を降りるとでもいうつもりかと思ったが、諒影にとってはそれはもうどうでもいい事だった。

　もう準備はほぼ完かん璧ぺきに調ととのっている。頼伸の協力がなくても、実行に移すのは可能だ。そしてその計画が本当に実行されたら────もう頼伸には、生きていてもらう必要はないのだ。

「諒影」

　低い声に、獣気が籠こもっている。空気が振しん動どうするように震え、さすがの諒影もわずかに身じろいだ。頼伸が目の前で片かた膝ひざをつく。そして諒影の顎あごを摑つかんで、金色の目に力を込めた。

「お前、俺を裏切るつもりじゃないだろうな」

　突つき刺ささる程の視線と、圧あつ倒とう的な獣気。心を見み透すかされたが、諒影は少しも狼狽うろたえなかった。

「とんでもない。御前には資金と幕府の情報を頂き、その上、役人達に便べん宜ぎを図はかってもらい、計画に必要だった様々なものも用意して頂きました。感謝しこそすれ、裏切るなど……」

　頼伸がふんと鼻を鳴らし、顎から手を離して立ち上がった。

「いいか、お前が何をしようと、何を考えていようとかまわん。だが、これだけは覚えておけ。家密と戦うのは俺だ。あいつを殺すのは俺なんだ。その邪じや魔まだけはするな」

　家密と将軍の座を争って負けた頼伸。群の中で一番強くありたい、それは狼おおかみの雄おすの本能だ。化か妖ようとは不思議だと思う。人の姿をして理性を持って生きているのに、どうしても獣としての本能を捨てきれない。

　本能に突き動かされる彼らは、本能の命じるままに戦い、欲しいものを奪うのだ。

「お約束します。家密と戦うのはあなたです。私は幕府を倒せさえすればいい」

　諒影はゆっくりと頭を下げた。だが畳たたみを見つめる顔は、にんまりと笑んでいる。

　──アノ、ギンイロノエモノハ、ワタシノモノダ。ダレニモ、ワタサナイ──

　毒どく蜘蛛ぐもとしての諒影の本能が、そう頭の中で囁ささやきかけていた。
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　降りしきる雨で前が見えなかった。風がびゅうびゅうと吹ふき、周りの木や枝が大きく揺ゆれている。男はずぶ濡ぬれになりながら、暗くら闇やみを必死で走っていた。自由になりたい、ただそれだけが望みだ。こんな所で一生を送るぐらいなら、死んだ方がましだった。

　男がいるのは、小さな島だ。だけどただの島ではない。荒あらくれ者達が集められる、罪人達の島だった。どうしてここに連れてこられたのか、男は未いまだによく理解できていなかった。

　ここから出たい、だけど小心者の自分には、逃にげ出す勇気なんてなかった。唯ゆい一いつの特技以外は何もできない自分に、島しま脱ぬけなんて大それた事ができるとは思っていなかったのだ。死んだ魚のような目をした罪人達と、島の中で無む為いに過ごして一生を終えるだろう、そう思っていた。

　目の前を走る、この島では決して見られない生気に満ちた目をした彼に、出会うまでは。

「急げ、追っ手が来るぞ」

　こんな状じよう況きようだというのに、少しも慌あわてていない声。暗闇だというのに、彼を眩まぶしく感じてしまう。最近同じ牢ろうになった彼に一いつ緒しよに逃げ出そうと誘さそわれたのは、つい三日ほど前だ。

　いつもの自分なら、びくびくしながら断っただろう。甘美な誘いだが、実行する度胸なんてなかったし、逃げ損そこねて捕つかまったら地じ獄ごくより辛つらい罰ばつが待っている。だけど自分はその誘いを聞いて、首を横にではなく縦に振ったのだ。彼は逃げる計画を細かく話した後、こう言った。

〝私はここを出て、必ず幕府を倒してこの国を変えてみせる〟

　声こわ高だかに大げさな理想論をぶちかます者は、この島にいくらでもいる。だが、彼は違ちがう。言葉は淡たん々たんとしていて、力強さに満ちていた。そして自分は思わず、こう答えていた。

〝俺には……そんなたいそうな事はできないけど、会いたい女がいるんだ。きっと今も、辛い目に遭ってる。どうしても助けたいんだ〟

　その思いを胸に、唯一の特技である器用な手先で、逃げる為に必要な道具を造ったのだ。

　嵐あらしに紛まぎれて、山の中を逃げまどう。目指す方向は彼が示してくれた。ぼろぼろの草履ぞうりで走っているせいで、足の裏は傷だらけだ。痛みもあるが、それでも足は止めなかった。

「海だ！」

　茂しげみをかき分けた先にあった光景に喜んだのもつかの間、自分が立っているのが高い崖がけの上だと気づいた。嵐の海は、高い波がうねっている。隣となりに目を向けると、彼は少しだけ目を眇すがめて頰ほおを撫でていた。そこには整った顔には似合わない、真新しい大きな傷があった。

「飛びこむぞ」

　彼の判断は早かった。追っ手はもうすぐ近くまで来ている。今いま更さら迂う回かいして道を探そうとしても捕まるだけだ。判わかってはいたが、さすがに崖の高さに目がくらんだ。

「だ、だけど、この高さから飛びこんだら、命だって危ないぞ」

「捕まっても打ち首になるだけだ。それに私は死なない。まだあの男に借りを返していない」

「男……？」

「ああ、百ひやく獣じゆう国こくの頂点で、のうのうと生きている男だ。貧困にあえぐ武士達の苦しみなど一向に省かえりみない傲ごう慢まんな男。あいつが頂点に立つ限り、この国は変わらない」

　ぞっとするほど冷たい目だった。あいつが誰だれかは判らないが、彼がここまで憎む相手なら、きっとそうとうな悪人なのだろう。

「俺も、俺も飛びこむよ。怖こわいけど……ここまで来たんだ。絶対に江え戸どに帰って彼女に会う」

　脳のう裏りに、幼い少女の顔が浮うかんだ。今はもう美しく成長して、手の届かない所にいる。子供の頃ころから誰よりも大切で、大好きな女性だ。彼女にどうしてもまた会いたかった。彼女の笑えみを思い浮かべて、自分を鼓こ舞ぶするように一つ頷うなずいた。そして彼に向き直って右手を差しだす。

「必ず生きてまた会おう。あんたは俺の恩人だ。あんたがいなかったら、俺はこの島でただいたずらに時を過ごしてた。病気になって死ぬか、事故で死ぬか、年をとって死ぬか、結局は死しか俺の未来にはなかった。だけど、あんたは俺にかすかな希望をくれた」

　彼が右手をぐっと摑んだ。そして不敵に笑う。

「かすかな希望じゃない。自由はすぐそこに見えている」

　力強い言葉だった。目に熱いものがこみ上げて、涙なみだが頰を濡らした。

「生きてまた会えたら、俺はあんたの為に何でもする。約束だ」

　彼は少しだけ微笑ほほえんだ。頰に醜みにくい傷があっても、その笑顔は美しかった。

　二人で同時に荒くうねる海を見つめる。そして深く頷いた。

「行くぞ！」

　彼の言葉に一生分の勇気を出す。まるで地獄の底のような暗い海に地面を蹴けって飛びこんだ。行き着く先は本当に地獄か、はたまた極ごく楽らくか。その時の自分には想像する事もできなかった。
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「また新しいのが増えてるね」

　みこは、風ふ呂ろ敷しきに並べられたおもちゃを手に取った。吉よし原わらの裏通りにある鳥居の奥で、弦庵はまた自作のおもちゃを売っていた。今日は他ほかに誰だれもおらず、一人で階段に座っている。

　風呂敷の前でしゃがみ込んだみこと、背後に立つ二海を見つめて、弦庵が目を瞬またたかせた。

「ああ、みこちゃん。あれ、今日は袴はかま姿すがたなのか。花魁おいらんの恰かつ好こうしたんだろ？　なかなか可愛かわいかったって評判だよ。俺も見たかったなぁ。そっちは昨日総そう揚あげしてくれたお客さんだろ。俺も行きたかったけど、ちょっと具合が悪くて寝ねてたんだよな」

　いつものようにノミで木を削けずりながら喋しやべる弦庵に、二海が肩かたを竦すくめた。

「そうか、残念だったな。せっかくただ酒が吞のめたのに。なぁ、あんたが弦庵なんだろ。みこがあんたのおもちゃを気に入ったって言うから、買ってやろうと思って来たんだ」

「そりゃあ、わざわざどうも。ですが、ちょっとばかし遅おそかったですね。そろそろ仕事に戻もどらないといけないんで。遅おくれると楼ろう主しゆさんに怒おこられちまう」

　弦庵が手早く風呂敷を片付け始めた。その手を二海がぐっと摑む。

「そう言うなよ。何か買ってやらないと、みこがへそを曲げちまう。梅元屋の楼主には、俺から仕事に遅れた理由を言っとく。また今夜総揚げでもしてやれば、すぐに許してくれるさ」

　二海はにっこり笑っているが、有う無むを言わせない雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。肉にく食しよく獣じゆうの放つ獣気に気け圧おされたのか、本性が牛の弦庵は怯おびえた表情で、また風呂敷を広げた。

　先日、みこが諒影の名前を出したせいで警けい戒かいしているのか、彼はあまりこちらを見ようとはしなかった。二海が腕うで組ぐみして、世間話でもするかのように話しかける。

「ふーん。みんないい出で来きだな。これは素人しろうとの細工じゃない。そういや、梅元屋の遊女達が話してたが、あんた元は大工だったんだろ？　生まれはどこなんだ？」

「えっと、上方の方です。大工といっても、家一つ満足に建てられない見習いで」

　みこは、ふとその言葉が引っかかった。

「あれ？　おかしいな。江戸生まれの高尾太夫が、弦庵さんとは幼なじみだって言ってたのに。それなのに弦庵さんは上方生まれなの？」

「あ、いや、生まれたのは上方だけど、育ったのは江戸なんだ……」

　弦庵が歯切れの悪い言葉とともに、再びごそごそと風呂敷を片付け始めた。

「悪いけど、ほんとにまたにしてくんな。ちょっと用事があるからさ」

「待てよ。そういわずにおもちゃ見せてくれよ」

　二海が弦庵の腕うでを摑つかもうとしたが、彼が腕を振り回してさっと避よけた。軽くもみ合っている二人を見て、みこはふとある事に気づき、あっと声を上げてしまう。二海が驚おどろいてこちらを向いた隙すきに、弦庵が荷物を担かついで逃げるように走り出す。それを追いかけたりはしなかった。彼はどこに行っても、必ず高尾太夫のいる吉原に戻ってくるのだから。

　それよりも気になる事があって、みこはそっと声を潜ひそめた。

「ねぇ、二の腕に青い二本線の刺青いれずみって……確か罪人の証あかしだよね」

「ああ、それがどうした？」

「二海と弦庵さんがもみ合ってる時に、彼の袖そでがめくれて、腕にそれがあったのが見えた」

　みこの緊きん張ちようをはらんだ声に、二海がわずかに息を吞んだ。




「あっ、信のぶちゃん！」

　みこが二海と一緒に梅元屋の部屋に戻ると、家密と信津名が目立たない着流し姿で待っていた。久しぶりに会う信津名に、みこは満面の笑みを浮かべる。

「こんにちは、みこ様。あの～江戸城に戻ってきてくれたりなんかしませんか？　そうしてもらえると上様がお喜びになります。ご主人様の幸せは私の……」

「何度言われても戻らないよ。だって、春華の局様が毎日毎日打ち掛かけ持って、家密の正室になれーって追いかけてくるんだもん」

　がっくりと肩を落とした信津名に、家密が厳しい視線を向ける。

「信津名、その話はまた今度だ。まず、調査の報告を」

「は、はい。ではご報告致いたします。上様のご命令で、吉原の梅元屋の用心棒で弦庵という男を調べたのですが、結論から申し上げますと、弦庵という男は、この世には存在しません」

　その場にいた全員が眉まゆ根ねを寄せた。口を開いたのは二海だ。

「存在しないってなんだよ。現にいるじゃねぇか」

「ええ、ですが弦庵という男を調べても、どこの生まれで今まで何をしていたのかも判らないのです。数年前に梅元屋の用心棒になったという話なのですが、それ以前の事はさっぱり。吉原は一種の治外法権でもありますし、役人がここに住む者を調べるのには限界があるのです」

　そういえば、吉原には役人が詰つめる番屋が見当たらない。役人の代わりに、各店の用心棒達がそれぞれの店のもめ事を治めているようだ。信津名が話を続けた。

「弦庵と諒影の接点がないか調べよとの事でしたが、こちらも何も出て来ません。肝かん心じんの弦庵の過去が判らないですし。それに諒影は東北の大名の息子むすこです。四年ほど前、幕府の政策に不満を訴うつたえて登城するまで、東北で暮らしていましたし、その後は上様に刃はを向けた罪で、すぐに島送りになりました。町人の弦庵との接点なんて……」

　ふと、その言葉が引っかかった。みこは思わず信津名に詰め寄る。

「島送り？　じゃあ、何で諒影は今、江戸にいるの？」

「島送りになってしばらくしてから、同じ牢ろうの男と島しま脱ぬけをしたようです。詳くわしい事は判りませんが、その同じ牢の男がずいぶんと手先が器用で、牢ろう獄ごくを抜ぬけ出す為ための道具をありあわせの物で造ってしまったとか。ですが見つかってしまい、散々追われて嵐の海に飛びこんだので、二人とも死んだと思われていたのですが」

　みこは二海と目を見あわせた。その様子に気づいて、家密が眉根を寄せる。

「どうしたのだ？」

「弦庵にも、罪人の証の刺青があったんだ。二の腕に青い二本線」

　みこが先さき程ほど見た事を話すと、信津名が頷いた。

「間ま違ちがいありません。それは重罪をおかして島送りになった者の証です。まさか……」

「信ちゃん、諒影と一いつ緒しよに島脱けした罪人がどういう人物だったか、調べられる？」

　もしかしたら、その一緒に島脱けした罪人が、弦庵だったのかもしれない。細工物が得意な弦庵なら、牢から逃にげ出す為の道具も造れるだろう。信津名が任せて下さいと大きく頷いたのを見届けて、みこは新たに摑んだ情報を頭の中で素す早ばやく整理した。
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「う……ううっ！　あぁっ！」

　自分のうめき声で、みこははっと目が覚めた。まだ深夜なのか、梅元屋の部屋は闇やみに包まれている。みこは背中を流れる冷たい汗あせに、ぶるりと震ふるえた。

「また、怖い夢を見たのか？」

　握にぎられていた手が熱かった。そこから熱が伝わってきて、寒気が襲おそっていた身体からだを温めてくれる。隣となりの布ふ団とんで横になっていた二海が、心配そうにこちらに目を向けていた。

　二海は、芝しば居いの準備でどうしても帰らなければならない時以外は、ずっとみこのそばにいてくれた。彼がいない時は一陸が来てくれるのだが、それは長くても数すう刻ときほどだ。二海はどんなに忙いそがしくても、夜には必ず吉原にやってきて、みこと手を繫つないで眠ねむってくれる。

　それはみこが見る恐おそろしい未来の夢のせいだ。段々鮮せん明めいになっていく夢は、最近では何かが焼やけ焦こげるような臭においまで、眠っているみこに感じさせた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ただの夢だ。絶対に夢だけで終わる」

　二海がぐっとみこを引き寄せた。身じろいだが、彼の布団に引き込まれてしまう。一つの布団で二海に抱だきついて横になるなんて、普ふ段だんなら恥はずかしくて絶対にできない。

　だけど、今はそんな事を考える余よ裕ゆうもなかった。

「ちゃんと眠れ。明日あしたは……もう今日だな。忙しいぞ」

　二海の腕に抱き込まれた。堅かたい筋肉に覆おおわれた腕に頭を乗せて、横向きで寄り添そう形になる。

　大丈夫だと何度も囁ささやいてくれる優やさしい声と、大きくて温かい胸。大好きな二海の香かおりに包まれると、やっと大きく呼吸ができるようになった。

「俺の夢を見ろよ。お前に大好きだって言ってる俺の夢を。お前にうまい物食わせてる俺でも、お前の着物を選びながらにやけてる俺でもいい。とにかく俺の夢だ。そうしたら幸せな気分になれるだろ」

　声は真しん剣けんなのに、内容は何だか間が抜けている。みこは思わず恐きよう怖ふを忘れて、くすりともらした。二海が、そんなみこの唇くちびるにちゅっと口付ける。

「ぐっすり眠れるおまじないだ」

　照れたように笑う二海が、何だか可愛かわいいと思ってしまう。口付けは仲直りの印でもあるし、ぐっすり眠れるおまじないでもあるのだ。

　二海の腕を枕まくらに、みこは彼の胸むな元もとにしがみつくようにして目を閉じた。今度こそ、怖こわい夢は見ないだろう。自分を抱だき締しめて守ってくれるのは、強くて優しい狼おおかみなのだから。
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「みこちゃん。じゃあ僕は先に芝居小屋に戻もどるけど、本当に本当に大丈夫？　煙えんす……じゃない、煙太と二人で江え戸ど城じようまで来られる？　何だったら、僕と一緒に芝居小屋に戻ろうよ」

　みこが吉よし原わらに来て、六日目の早朝だった。二海は先程一陸と入れ替かわりに芝居小屋に戻っていった。今夜はいよいよ上覧芝居がある。一陸から、二海達は午前中には江戸城に行き、本番で使う舞ぶ台たいで最終稽けい古こをやるのだと聞いたみこは、彼にも帰るよう促うながしたのだ。

「わたしなら平気だよ。煙太さんと、もう少しここに残ってぎりぎりまで弦庵さんを見張るよ。でもちゃんと、お芝居が始まるまでには江戸城に行くから。だから一陸は戻りなよ。最後の稽古だし、みんな揃そろってやった方がいいよ」

「それはそうなんだけどね……」

　一陸はまだ渋しぶっている。最初からみこについて吉原に来ていた空三は、稽古の遅おくれを取り戻す為にしばらく顔を見せていない。二海も慌あわただしく、芝居小屋と吉原を行き来している。

　彼らにとって、上覧芝居がどれだけ大切かは判わかっているつもりだ。事件のせいで稽古不足になってしまっている事も。せめて最後の稽古くらい、悔くいの残らないようにやって欲しかった。

　まだ戸と惑まどっている様子の一陸に、みこはにっこり笑いかける。

「弦庵さんの見張りは煙太さんがやってくれてるし、わたしは大人しく店にいるよ。楼ろう主しゆさんや高尾太夫に挨あい拶さつして、夕方にはここを出て煙太さんと江戸城に行く。だから心配しないで」

　弦庵はみこ達が探さぐっているのが判ったのだろう。二海と話しかけた時以来外出はしておらず、どれだけ探りを入れても、頑かたくなに口を閉とざしている。もう見張りをしても新たな事実を摑むのは難しそうだったが、なるべく弦庵に張り付いて、少しでも情報を手に入れたかった。

　それでも駄だ目めならば、夕方芝居を観に江戸城に行った際、みんなで集まって今後の作戦を練り直そう。それがみこの考えだった。

「うーん。みこちゃんがそこまで言うなら……。でも本当に絶対にどこにも行かないでよ。危ない事は煙太に任せて、夕方になったら江戸城に来るんだよ」

　一陸が何度も念を押しながら、ようやく部屋を出ていく。見送ったみこは少ない自分の荷物を整理しようと風ふ呂ろ敷しきを取り出した。ちょうどそこへ、ばたばたと駆かけてくる足音が聞こえる。

「大変や！　みこ」

　襖ふすまをがらっと開けたのは煙太だった。息を切らしている煙太に、みこは目を丸くする。

「げ、弦庵がいなくなった！　ここしばらく大人しくしとったから、油断しとったっ。ちょっと目を離はなした隙すきにいなくなってん！」

　ざわざわっと胸むな騒さわぎがした。不安が胸の奥底でとぐろを巻く。

「今、用心棒の兄さん達も捜さがしてくれてんねん。あいつらみこの為や言うたら、何でも頼たのみ聞いてくれるさかい。せやけど、どうも吉原にはもうおらんようやねん」

（い、一体どこに行ったの？　何か手がかりは……）

　考えたが見当もつかない。吉原にいないのなら、闇やみ雲くもに捜しても時間の無む駄だだろう。

「煙太さん、弦庵さんを最後に見たのはいつ？」

「半刻ほど前や。なんや真面目まじめな顔して、高尾太夫の部屋から出てきたのを見たんが最後やな。よう部屋に呼びつけられて怒おこられてるさかい、またそうやったんちゃうか」

　みこはさっときびすを返した。煙太が慌てたように声をかける。

「どこに行くんや。みこ！」

「高尾太夫と話してくる！　何か知ってるかもしれないし」

　慌ててついてくる煙太の足音を背後で聞きながら、みこは高尾太夫の部屋へと急いだ。




　寝ね起おきなのか、高尾太夫はゆかた姿でキセルの煙をくゆらせていた。みこは煙太と二人で部屋に入り、彼女と向かい合わせに座る。

「どうしたんだい？　こんな朝っぱらから」

　特に変わった様子は見られない。だがいつもの凜りんとした彼女とは少し違ちがっていた。虎とらの本性を持ち、女性ながらにいつも強い獣気を放っているのに今日はどことなく覇は気きがないのだ。

　弦庵の事をどう聞けばいいかと考えていると、ふと彼女の背後にある棚たなに、以前見たはしごのおもちゃがあるのが目に留とまった。

「そのはしごのおもちゃ……弦庵さんが作ったんですよね。それ、煙太さんが売ってって言っても、売ってくれなかったんですよ。高尾太夫にあげるから駄目だって言って」

　よく見ると、棚にはいくつものおもちゃが並んでいた。背後に目をやった高尾太夫が、花が綻ほころぶような笑えみを見せる。

「あいつは一番出来がいいやつを、あたしにくれるのさ。前に色々とあってね、吉原での仕事を世話してやったから、礼だって言ってさ。一回くらい金でも持ってくればいいものを」

　口調は厳しいが、おもちゃを見る目は優しかった。そういえば、おもちゃを作っていた時の弦庵も同じ目をしていたと思い出す。おそらく二人には目に見えない絆きずながあって、互たがいに特別な気持ちを抱いているのだろう。それはみこが家密や二海を思う気持ちと、きっと同じだ。

「あの、弦庵さんを捜してるんですけど、どこへ行ったか知りませんか？」

「知らないねぇ。今日は会ってないよ」

　後ろに座った煙太が、えっと声を上げた。みこは彼を手で制して、話を続ける。

「どうして噓うそをつくんですか？　さっき部屋に来たでしょう。他ほかにも彼に関する事で、噓をついてますよね」

　高尾太夫がすっと目を眇すがめた。だが、声は発しなかった。

「弦庵さんの腕うでに、島送りの罪人の印である刺青いれずみがありました。……もしかして吉原の仕事を世話したのは、島しま脱ぬけした弦庵さんを助ける為ためではないですか？　吉原は一種の治外法権と聞きました。島脱けして隠かくれて住むのに、こんなにいい場所はありませんよね」

　本当は彼女には、弦庵と諒影の関かかわりを話したくなかった。彼女はきっと何も知らされていないだろうし、余計な心配をかけるだけだったからだ。

　だがもしみこが、高尾太夫と同じ立場だったらどうだろう。家密と二海が何かに巻き込まれているとしたら、教えて欲しいと思うはずだ。たとえそれがどんなに辛つらい現実だとしても。

　高尾太夫は顔色一つ変えずに、キセルから口を離した。

「何の事だい？　あんたここでやるべき事があるって言ってたけど、まさか弦庵を調べる事だったのかい？　ふざけるんじゃないよ！……あいつは確かに一度島送りになったが、ちゃんとお勤めして帰って来たんだ。だけどとろくさくて、仕事もまともに見付けられないから、ここを世話してやっただけさ」

　その言い分におかしな所はない。だがみこは気づいた。いつも堂々としている高尾太夫が、ほんの一いつ瞬しゆんみこから目を逸そらしたのだ。まるで、何かを怖がってでもいるかのように。

　高尾太夫は、キセルをたばこ盆ぼんで叩たたいて灰を落とした。

「大体ね、あいつは悪い奴やつじゃないんだ。子供の頃ころからいっつも友達にいじめられてて、それであたしが助けてやると、あたしを将来嫁よめさんにするんだって言って」

　幼い頃の事を思い出しているのだろうか。たばこ盆に向けられている彼女の目が、ふいに細められた。懐なつかしそうな声は優しかった。だけど、彼女の表情は寂さびしそうだ。

「そのすぐ後に親が病気で死んで、あたしは吉原に連れて来られて、長い間あいつとは会ってなかった。大人になったあいつは、その世界じゃかなり名の通った腕のいい大工になっててね。もう何年前になるか……。あいつは仕事仲間に無む理り矢や理り吉原に連れて来られてさ。あたしを一目見て、お咲ちゃんて呼んだんだ。あたしも顔を見て、すぐにあいつだって判ったよ」

　朝日が射さし込む障子に目をやった高尾太夫の顔は、嬉うれしそうに綻んでいた。

「あいつ、昔からあたしの事が好きだったって。あたしがここに連れて来られたのを知らなくて、ずっと捜してたって。ここを出て一いつ緒しよに暮らそうって言ってくれたけど、借金だってあるし、いくら名の通った大工だからって、あいつがあたしを身み請うけできるほどの金はない。でもあいつ、どうしてもあたしをここから連れ出すんだって言って、こつこつ金を貯ためて」

　高尾太夫が顔を歪ゆがめてぐっと唇くちびるを嚙かんだ。肩かたを震ふるわせていたが、気き丈じようにも涙なみだは見せなかった。

「そんな時、あいつはある大名屋や敷しきの改築を依い頼らいされたんだ。だけど見み栄えばっかり張ってる大名で、少ない手間賃でなるべく豪ごう華かに見えるようにって命令されて。あいつあたしの借金を返そうとして、どんな仕事でも断らずに働いてて……あの事故が起こったんだ」

「事故……？」

　みこが目を見開くと、彼女がそっと頷うなずいた。

「ああ、手間賃が少ないからいい材木が買えなくて、見えない所は古木でって言われてその通りにしたら、改築が終わってすぐ嵐あらしが来てね。屋敷が崩くずれてそこの旦だん那なが大けがしたんだ。その旦那が手間賃をけちったのを知られたくなくて、あいつが手て抜ぬきしたって言い張ってさ。相手が身分の高い侍さむらいだったから、大した取り調べもされずに、あいつは島送りにされたんだ」

　言葉を止めて、じっとみこを見つめた彼女の目が、静かな怒いかりの色を湛たたえていた。

「でもあいつはほんとに無実なんだよ。……ああ、そうさ。あんたの言う通り確かに島脱けはしたよ。三年前、あいつはぼろぼろの恰かつ好こうで吉原に来てさ。あたしを見て嬉しそうに笑ったんだ。あたしにどうしても会いたくて逃にげてきたって。……だからここに匿かくまったんだ。だってあいつはそもそも、罪人でもなんでもないんだから！」

　震える声に、彼女の怒りと悲しさがこもっていた。唇を嚙みしめて、必死で涙をこらえている。彼女の気持ちは、みこにも痛いほど判わかった。

「──事情は判りました。弦庵さんが悪い人ではないという事も。だから、わたしは本当の事を話します。この世の中で一番弦庵さんを大事に思ってるあなたには、知ってて欲しいから」

　みこは居住まいを正した。そしてじっと高尾太夫の目を見つめる。

「近々、幕府の政策に不満を持つ者が、ある行動を起こします。江え戸どには彼に賛同した浪ろう人にん達が集まりつつあるんです。彼は、大がかりな江戸の破は壊かいを企たくらんでいます」

　高尾太夫が目を見開いた。だがすぐにその目を伏ふせて、再びキセルに手を伸のばす。

「それが何だって言うんだい。幕府とか浪人とか、あたしには関わりがないねぇ」

「その江戸を狙ねらう者達の首領の名は、諒影」

　名前を口に出しつつ、みこは高尾太夫をじっくり観察した。キセルを持った手がわずかに震えたのを見届けて、小さく息をつく。

「知ってるみたいですね。彼の企みが成功すれば、おそらく江戸の町は壊かい滅めつします。あなたの故郷も吉よし原わらも、全部なくなってしまうでしょう。弦庵さんは──その計画に荷か担たんしています」

「そ、そんな馬ば鹿かな事ある訳ないだろ。弦庵はね、図ずう体たいはでかいけど、度胸も根こん性じようもなくてとろくさくて、どうしようもない男さ。そんな大それた事に関わりがある訳ない」

　視線を落として、まるで自分に言い聞かせるかのように、高尾太夫が声を上げた。みこは彼女から視線を逸らさず、声に力を込める。

「高尾太夫。今なら、まだ間に合う」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けると、高尾太夫が息を吞のんだ。

「今なら、止められる。このままだと弦庵さんは、罪を背負う事になる。今度島送りになったら、もう二度と会えなくなりますよ」

　彼女の顔は青ざめて、唇も震えている。みこはそれでも口を開いた。ここで引いてしまったら、彼女達にも幸せな未来は訪おとずれない。

「知ってる事を、全部話して下さい」

　高尾太夫がゆっくりと目を閉じる。長いまつげが震え、赤い唇が戸と惑まどうように薄うすく開いた。

「……あたしも詳くわしい事は知らない。だけど、諒影って名前には心当たりがあるよ。確か、弦庵と一緒に島脱けした男の名前さ」

　みこはやはりと心の中で呟つぶやいて、じっと彼女の話に耳を傾かたむける。

「追っ手から逃のがれて、二人で嵐の海に飛びこんだって言ってたよ。弦庵は奇き跡せき的に嵐で立ち往生してた漁師の舟に助けられたけど、諒影って男はそのまま行方ゆくえ知れずになったって。島脱けできたのはその男のおかげだって言ってた。だけど、きっと生きてはいないだろうって」

「いいえ、諒影は生きています。わたしは二月前に実際に会いました。あの男は幕府を転てん覆ぷくさせようとしています。そして弦庵さんが吉原を出て会っているという頰ほおに傷のある男は、おそらく諒影です。……高尾太夫、彼はどこに行ったんですか。知ってるんでしょう？」

　みこは静かに問いかけた。大声を上げなくても詰つめ寄らなくても、高尾太夫は判っている。自分が今、何をするべきかを。

「……さっきここに来て、もうすぐ大金が手に入るから、あたしを身請けするって言ったんだ。ある人の紹しよう介かいで大きな仕事をしてるって。何かおかしな事じゃないのかいって聞いたんだけど、絶対に大だい丈じよう夫ぶだって。今日で終わるから、そうしたら二人で自由に生きようって。だけど、まだ誰だれにも言うなって依頼人の頼たのみだから、ここだけの話だって……」

　高尾太夫が何かを思い切ったように顔を上げた。そして大きく息を吸い込む。

「あいつは道どう三さん堀ぼりに行くって言ってた。そこで仕事してるって。ねえ、あいつが何かおかしな事に巻き込まれてるなら止めておくれよ。あいつは本当に悪い奴じゃないんだ！」

　唇を嚙みしめて、高尾太夫が何かを耐たえるようにぎゅっと目を瞑つぶる。心配でたまらないと全身で訴うつたえているのに、決して涙を見せなかった。

　強い、と思った。強くて優やさしくて、そして凜り々りしいと。好きな男の間ま違ちがいを正す勇気が、彼女にはある。

「教えてくれてありがとう。必ず、彼を……弦庵さんを説得して連れ戻もどします！」

　みこはすぐさま立ち上がる。今日で仕事が終わると、弦庵は言ったという。言葉通りなら、諒影達が行動を起こすのも、きっともうすぐだ。ぐずぐずしている暇ひまはない。

　一陸に大人しくここにいると約束したが、もうそんな事を言っている場合ではなかった。

　みこは懐ふところにあるなぎなたと腰こしに差した守り刀を確認して、煙太と二人で部屋を駆かけ出した。
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　みこが煙太と梅元屋を出ようとすると、ちょうど用心棒達が戻ってきた所だった。血相を変えているみこを見て、彼らが目を丸くする。

「そんなに急いでどこに行くんですかい、あねさん」

「道三堀だよ、弦庵さんを急いで見付けださないと……！」

「ああ、あいつ吉原にいないと思ってたら、そんな所にいたんですかい？　あれ、そういや前に後をつけた時も、あいつ道三堀に行ってたな。そうそう、頰に傷がある男と話をしてたのも、道三堀ですぜ」

「そ、それ、道三堀のどの辺り？　ううん、お願い、そこに案内して！　このままだと、すごく大変な事が起こるの！」

　説明している暇はない。彼らは訳が判らないといった表情をしつつも、大きく頷いた。

「いいですぜ。あねさんの頼みなら。あっしらに任せておくんなさい！」

　五人の用心棒達が、胸を叩いて豪ごう快かいに笑う。その姿がみこの目には頼もしく映った。弦庵の行方ゆくえを捜さがすなら、人数は多い方がいい。

「みんな、ありがとう！　まずは道三堀に行って、手分けして弦庵さんを捜そう。だけどこれだけは約束して。少しでも身の危険を感じたら、すぐに逃げて。……えっと、あれ？　わたし……あなた達の名前、まだ聞いてないよね」

　名前を呼ぼうとしたが、どうしても出てこない。それは忘れたのではなくて、知らないからだと今いま更さらのようにみこは気づいた。

「ああ、気にしないでくだせぇ。わざと名乗らなかったんでさ。あねさんは外の世界に戻っていくんでしょう？　名前を呼んでもらって仲良くなったりしたら、別れる時寂さびしいから。俺達は喧けん嘩かしかできねぇ鼻つまみ者だ。吉原の外では生きていけねぇ。だから外の世界に帰るあねさんは、俺達みたいなろくでなしの名前なんて知らなくていいんだよ」

　そう言った中年の用心棒は、確か仲間から八はちと呼ばれていたと、みこはふっと思い出す。

「ううん。あなた達は、吉原の女の人達を守ってくれてる、とても強くて頼たよれる人達。それに名前って大事だよ。だってまず名前で呼びあう事が、お互たがいを理解する第一歩だと思うんだ」

　みこは彼らを見上げて、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「わたしはあなた達の事をもっと知りたいと思う。だから、名前で呼ばせて。ね、八さん」

　八が照れたように頭をかいた。隣となりにいた太った用心棒が、戸惑いがちに口を開く。

「じゃあ、俺も名前で呼んでくだせぇ……俺は清せい治じって言うんだ」

「俺は熊くまだ。本性は犬だけど、名前は熊」

「俺は助すけ六ろくだ。俺がこの中じゃあ一番若いんだぜ」

「最後の俺が松まつだ。腕うでっぷしは俺が一番強い。頼りにしてくれていいですぜ」

　端はしから一人ずつ名乗った彼らに、みこはぺこりと頭を下げた。

「教えてくれてありがとう。改めて、わたしの名前はみこ。今とても困ってるんだ。弦庵さんを急いで見付けだしたい。だから協力して」

　おうっと頼りがいのある声が響ひびく。一番若い助六がみこの前で膝ひざをついた。

「あねさん。お急ぎなんでしょ。道三堀まで走っても、あねさんの足じゃずいぶんかかりますぜ。あっしらに任せて下さい！」

　にっこり笑う男達に、みこは目を瞬またたかせつつも頷うなずいた。




「どけどけどけどけーっ」

　真っ昼間の往来を、砂すな埃ぼこりを立てて走るのは五匹ひきの大型犬だった。毛並みも悪いし、顔つきもどう猛もうだ。人々は恐おそろしそうに慌あわてて道をあけている。そのどうお世辞を言っても、乗り心地ごこちがいいとは言えない背に乗っていたみこは、振ふり落とされないよう犬の首に巻き付けられた縄なわを必死で握にぎりしめて、思わず悲鳴を上げた。

「お、落ちる！　落ちちゃうよっ」

「ひぃぃっ。助けてーっ」

　隣を走る犬の背で悲鳴を上げているのは、煙太だ。みこは彼と本性を顕あらわにした用心棒達と一いつ緒しよに、道三堀を目指していた。

「あねさんっ。しっかり摑つかまってておくんなさいよ。もうすぐ道三堀なんですから！」

　吉原を出て、まだそんなに時間は経たっていなかった。移動方法としてはかなり乱暴だが、みこの足ならこの三倍の時間はかかっただろうから、贅ぜい沢たくは言っていられない。何より協力してくれる彼らの気持ちが嬉うれしかった。前方に目を向けると、江え戸ど城じようが段々と近づいてきている。道三堀は、江戸城の正門である大手門の近くにあるのだ。前に二海が暇を見て江戸の町を案内してくれたのだが、その時に連れていってもらったので、ある程度の地理は判わかっていた。

（確か、江戸城を造る時に、荷物を載のせた船が、隅すみ田だ川がわと江戸城を直接行き来できるように造られたのが道三堀だって、二海が言ってた）

　浅草に行った時も、彼から同じような話を聞いたのを思い出す。江戸では、至る所に水辺がある。元々湿しつ地ち帯で何もなかったこの場所に、これだけ大きな町ができたのは、その水辺のおかげでもあるらしい。物を運ぶ船が川や水路を行き来し、流通をよくしているのだという。

　流通がよくなれば、人がそれだけ集まり、町も栄えるという訳だ。無む駄だのないように考えられた江戸の町造りに、みこはずいぶんと感心したのを覚えている。

　犬達がすごい速さで駆けているせいで、風がみこの赤毛をなびかせていた。喉のどがやたらに渇かわくのは、梅雨つゆだというのに一滴てきも雨が降らないせいで、空気が乾かん燥そうしているからだろうか。それとも極度の緊きん張ちようと焦あせりのせいだろうか。みこはごくりと喉をならした。

　道三堀は、もう目の前だった。




「あれは、何をしてるのかな？」

　道三堀にみこ達がついたのは、そろそろ太陽が真上に来ようかという頃ころだった。人の姿に戻った用心棒達は、持ってきた着物を身につけて、先さき程ほど弦庵を捜す為ために方々に散っていった。煙太と二人で堀のすぐ横を足早に進んでいたみこは、立ち止まって思わず呟く。

　堀の中では、膝ひざ上うえまで水に浸つかった数十人の男達が、何やら作業をしているようだった。材木を運んだり、堀の中の泥どろを搔かき出したりと忙いそがしそうだ。

　その様子がふと気になった。心の中に、小さな小さな違い和わ感かんが生まれた。それが何か判らず首を傾かしげていると、煙太が土ど囊のうを背負って水に入ろうとしていた男に声をかけてくれた。

「おっさん、おっさん。何やってんねん」

　無ぶ精しよう髭ひげだらけの男は、うさんくさそうに煙太とみこを見つつも、返事をしてくれた。

「もう梅雨だからな。雨のせいで大水がでないように堀を整備してるんだ」

「……今年は空から梅雨なのに？　雨なんてここ一月一度も降ってないのに、それなのにどうしてこんな大がかりな整備をするの？」

　胸のざわざわがひどくなったのを感じた。違和感の正体はまだ判らないが、何かがおかしい。

「俺に聞くなよ。俺達は金をもらって言われた通りやるだけだ。実際何をやってるのかもよく判らねぇ。でも堀の整備をしてるのはここだけじゃないぜ。江戸城の周りの堀であちこちやってる。もうすぐ上様のお祝い事があるらしいから、何か関係あるんだろうって聞いたけどな」

「それもおかしいよ。だって、いえ……上様の将軍就任記念日の式典は今日なんだよ。もしそれに関係があるのなら、もっと早くに終わらせるべきじゃない？」

「だから知らねぇって。でもちゃんと幕府からの命令状があるらしいぜ。ここを整備しろってな。どうしても聞きたいなら、あっちの小屋に行ってみな。ここの頭領がいるからさ。……まあ、たまにしか顔を見せないやる気のねぇ頭領だが」

　土囊を抱かかえ直してざぶざぶと堀に入っていく男を見送って、みこは煙太に向き直る。

「変だよ。絶対に変。だって、もうすぐ七月だよ。梅雨が明けるんだよ。今いま頃ごろどうして堀ほりの整備なんかするの？　しかも雨なんて全然降ってないのに」

「早はようから整備するって決めてあったんとちゃうか。役人は頭が固いから、雨なんぞ降らんでも予定通りやるんやで、きっと」

　みこは大きく首を振る。何かがおかしい。その何かが判らなくて、目を伏ふせて考えこんだ。そして今までの出来事を頭の中で整理する。

「……ここで弦庵さんと諒影が会っていた。弦庵さんはここだけじゃなく、江戸の町をうろついて、時々川とか堀とか見つめて考え事をしていた。弦庵さんは腕のいい大工だった……」

　そこまで考えてはっとした。すぐに堀の中で働く人達に顔を向けて、さっき覚えた違和感の正体にやっと気づく。

「……何であの人達、堀に入って仕事ができるの？」

「何でって、別に溺おぼれる程、深くもないし……あっ」

　同じ事に気づいたのか声を上げた煙太に、みこは頷く。

　低いのだ。堀の水位が異常に──────。

　前にみこが来た時には、堀の水はもっと深かった。立って歩くなんてとてもできないぐらいに。敵の侵しん入にゆうを防ぐ城の周りの堀が、働く男達の膝上までしかないのでは意味がないだろう。

「あ、雨が降らんせいで、水の量が減ってるんと違ちがうか？」

「確かにここ一月降ってないけど、まだ真夏ほど暑くもないし、こんなに減るはずがないよ」

　みこはすぐさまきびすを返した。煙太が慌てて声をかける。

「みこ、どこに行くんや！」

「ここの頭領があっちの小屋にいるって言ってたでしょ。もしわたしの想像が確かなら……」

　それだけで煙太も何かを察したらしい。慌ててみこの後を追って走ってきた。




　堀の傍かたわらにある小屋は、どうやら物置のようだった。大工道具を片手に出入りする男達の姿がちらほら見える。みこは煙太と二人、近くにある大きな杉すぎの木に身を隠かくしながら、小屋の様子を窺うかがっていた。戸は開いているが、ここからでは中の様子は判らない。もっと近付こうかと考えていると、ふいにその戸から刀を差した侍さむらいが現れた。

「み、みこ。あれって……！」

　煙太の震ふるえる声に頷いて、しっと指を口に当てた。戸から出てきたのは、藍あい色いろの髪かみと瞳ひとみを持つ、軍学者の諒影だ。頰ほおに大きな傷を持つ彼は、みこが見た恐ろしい江戸の未来の夢を現実に変えようとしている男でもあった。息を殺していると、諒影に続いて見知った男が出てくる。

　みこはぐっと唇くちびるを嚙かんだ。予想はしていたのに、実際に諒影と弦庵が一緒にいる姿を見ると衝しよう撃げきを受けてしまう。弦庵はみこから見ても、人のいい男だと思う。高尾太夫を大切に思っているのも伝わるし、彼なりの優やさしさは何度も感じていた。彼は悪い男ではないと、よく理解しているつもりだ。だから大きく目を開けて、なるべく耳を澄すました。

（きっと、何か理由があって諒影に協力してるはず。それを探さぐらなきゃ！）

　頭に手ぬぐいを巻いた弦庵は、丸めた大きな紙を持っていた。腕うで組ぐみした諒影が口を開く。

「間に合うかと気を揉もんだが、何とか夕方までに、堀の水の流れを止められそうだな」

　諒影の声を聞くのも久しぶりだ。その低い声を耳にしただけで、みこの背筋はぞっとした。

　本性は毒どく蜘蛛ぐもの諒影。その身体からだに流れる血はすべて毒だという。彼から放たれている獣気も普ふ通つうの化か妖ようとはまったく違う。身体に流れている毒が宿っているのではないかと思えるぐらい、彼の獣気は禍まが々まがしい。それをみこが間近で感じたのは、二月ほど前だ。彼にさらわれて、家密を呼びだす為に利用されてしまった。二海の機転で事なきを得たが、彼が今でも家密を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているのは想像がついていた。みこは何とか心を落ち着かせて、再び耳を澄ます。

　諒影に話しかけられた弦庵が、にっこり笑う。その顔はどこか誇ほこらしげだ。丸めていた大きな紙を広げ、諒影に示した。

「ああ。問題ないよ。違う場所に造ったしかけは、もう動かしてあるから。昼過ぎにはここも出来上がるし、そうしたらしかけを動かして、江戸城の周りにある堀に流れ込んでくる水を、完全に止められる」

「そうか、相変わらずいい腕うでだな。さすがに江戸の名工に選ばれただけの事はある」

　みこは目を見開いた。確か、江戸では毎年優すぐれた大工や職人を集めて、その腕を競きそわせるのだと聞いた事があった。その中で一人だけが、その年の江戸の名工だと名乗る事ができるのだ。

　大工や職人にとっては最大の名めい誉よであり、祭り好きの江戸っ子達も、誰だれが名工になるのかと予想する楽しみがあるらしい。

「やめてくれ。昔の事だ。もうその時の名は捨てたし」

　弦庵の曇くもった顔を見て、諒影が目を伏せた。

「すまない。……だが、私はお前の腕を買っている。もう一度日の当たる場所で、おもちゃなんかじゃなく、もっと大きな物を造るお前を見てみたい。お前ならきっと、世の中があっと驚おどろくような物を造れるだろうからな」

　語りかける言葉に、弦庵はしばらく考えこんで、やがて首を振ふった。

「いや、俺はもう名誉はいらない。やたら有名になったおかげで、みてくればかり派手な屋や敷しきを建てさせられて、あんな事故が起きて。だからもう本当に、俺は有名になんかならなくていいんだ。好きな細工物が作れて、細々と生きて行ければいい。……あいつと二人で」

　諒影がその整った顔に極ごく上じようの笑えみを浮うかべ、大おお柄がらな弦庵の肩かたに手を置く。

「高尾太夫だろう。大だい丈じよう夫ぶだ。ここが完成したら、今日にでも依い頼らい主が彼女を身み請うけするのに十分な金を払はらってくれる。彼女を吉よし原わらから出してやれ。そして二人でゆっくり暮らせばいい」

　弦庵の表情が綻ほころんだ。嬉うれしそうに泣き笑いして、諒影に何度も何度も頭を下げる。

「ありがとう……ありがとう……！　あんたは俺の命の恩人だ。あんたに会わなかったら、俺はきっと、あの島でのたれ死んでた。あの時約束しただろう。生きてまた会えたら、あんたの為に何でもするって。その約束は必ず果たすよ」

　諒影が頷うなずくと、弦庵は満面の笑みで堀の整備をしている男達の許もとに走っていった。

（弦庵さん、すごく諒影と親しそう。一いつ緒しよに島しま脱ぬけしたって高尾太夫が言ってたけど、弦庵さんは、諒影に恩があるみたいな話しぶりだった。それに……堀の水を止めるしかけって言ってたけど、一体何をする気なんだろう。……あっ！）

　みこは心の中で声を上げた。優しい笑みを浮かべていた諒影が、ふいに表情を消したのだ。彼は吹雪ふぶきで荒あれる雪山のごとく冷たい表情で弦庵の後ろ姿を一いち瞥べつし、さっときびすを返す。

「後をつけよう」

　諒影に気づかれないようそっと木の陰かげから出ると、煙太が慌あわてて腕を摑つかんだ。

「みこ、一人じゃ危ないで。二海達を呼びに行こうな……」

「でも、やっと諒影を見付けたんだよ。二海達を呼びに行ってる間に逃にげられちゃう。ここで見失ったら次はいつ、どこに現れるかも判わからないのに。それにさっきの話が気にかかるよ。弦庵さんは何かしかけを作ったみたい。ここで最後だって言ってたでしょ、それも今日で完成するって。諒影の後をつければ何か判るかも」

　弦庵はどこで何をしていても、必ず愛する高尾太夫のいる吉原に戻もどるはずだ。彼からの話は後からでも聞けるだろう。それより、家密がかなりの数の役人を使って調べていたのにも拘かかわらず、居場所が摑めなかった諒影が、今目の前にいる。彼が企たくらんでいる事について、もっともっと情報を手に入れたかった。

　戸と惑まどいつつもついてくる煙太と二人で、諒影の後を追う。どうやら東に向かっているようだ。人ひと混ごみの中を悠ゆう々ゆうと進む諒影は、ふいに大おお店だなが建ち並ぶ店の角を折れた。

　慌ててついていくと、白いしっくいの壁かべを持つ蔵くらの前で、彼が足を止めていた。店の陰に隠れて様子を見ていると、煙太が辺りをきょろきょろして呟つぶやく。

「この辺りは百ひやく獣じゆう国こく橋ばしの裏手やな。百獣国橋は大店が多いさかい、船でぎょうさん荷物を積んで、この裏手にある蔵に入れんねん」

　その話の通り、川沿いには蔵がいくつもあるようだ。諒影はその蔵と蔵の間にある隙すき間まに、吸い込まれるようにして入っていく。足を忍しのばせて、みこもそちらに向かった。

　注意しながらその隙間を覗のぞくと、こちらに背を向けている諒影の姿があった。諒影の身体に隠れていて見えないが、どうやら彼の向こうに誰かいるようだ。

「──では、予定通りに決行で大丈夫ですね」

　涼すずやかな少女の声が聞こえて、みこは目を見開いた。諒影がわずかに身体の向きを変えたので、その向こうにいる人物がようやく見える。そこにいたのは、一月前大おお奥おくで家密を狙った藤菜だった。藤菜の可愛かわいらしい顔を見て、みこは胸が痛くなる。大奥では一番の友達だった。短い間だったけれど、同じ部屋で過ごしてたくさん笑いあった。

　だけど彼女は、最初からみこを騙だましていたのだ。藤菜の目的はみこを通じて、家密に近付く事だった。彼女が大好きだったから、信じたくなかった。だけど藤菜は正体を暴あばかれて、大奥から姿を消したのだ。彼女が諒影の仲間だったのは、その時に本人の口から聞いていた。

「ああ。家密の苦痛に歪ゆがむ顔が、今から楽しみだ」

　諒影がすっと口元をつり上げる。それは弦庵の前で見せた優しそうなものとはまったく違う、背筋も凍こおるような冷たい笑みだった。藤菜が淡たん々たんと話を続ける。

「ですが、一つ問題も。全国から浪ろう人にん達が江え戸どに集まっているのが、どうやら悟さとられたようです。松平信津名公が、関所での改めを厳しくするよう命じたと報告が」

「かまわん。浪人達のほとんどは、既すでに江戸に入って息を潜ひそめて決行の時を待っている。今いま更さら厳しくしたとしても、もう遅おそい。決行は────今夜なのだから」

　くっと諒影が喉のどの奥で笑う。自信ありげな表情と、不敵な笑み。諒影は、禍々しい獣気を隠す事なく全身から発しながら、すうっと息を吸い込んで両手を広げた。

「夜になるのが楽しみだ。まずは弦庵が造ったあのしかけで、江戸城の周りにある堀ほりの水の流れを止める。そして─────江戸城に火を放つ！」

　ひゅっとみこは息を吞のんだ。隣となりにいる煙太が目を見開いて、身体を震わせる。

（やっぱり……やっぱりそうなんだ……！）

　道三堀で諒影と弦庵の話を聞いた時から、頭の中ではもしやと考えていた。木造の家々がほとんどの江戸の町で、一番怖こわいのは火災だ。最悪な事に、今年は空から梅雨つゆで空気も乾かん燥そうしている。もし江戸城に火が放たれれば、乾燥した空気に後押しされてすぐに燃え広がるだろう。以前二海が言っていた。江戸の町に張り巡めぐらされた川や堀が役立つのは、物資を運ぶ為ためだけではないと。それは江戸城の周りを囲む堀も同様だ。江戸城の堀は敵の侵しん入にゆうを防ぐだけでなく防火用水としても使われる。だが弦庵のしかけとやらで、堀の流れが滞とどこおってしまったら──。

（消火の水が足りなくなる。江戸城を焼き尽つくした炎ほのおが、風に乗って町に燃え広がるのは時間の問題。それが……それがあの未来の恐おそろしい光景に繫つながるんだ！）

　みこは夢で見た光景を思い出す。崩くずれた家々は黒く焼やけ焦こげていたのではなかったか。所々で立ち上っていた煙は何を意味していたのか。

　燃えるのだ。江戸城も江戸の町も。みこの大切な人達もすべて。

　みこは愕がく然ぜんとした。膝ひざががくがくとして、立っていられない。怖くて怖くて震えが止まらなかった。隣にいる煙太も同じように震え、青ざめた顔をして目には涙なみだを浮かべている。自分もきっと同じ表情をしているだろう、みこはそう思ってはっとした。

（しっかり！　今怖がっててどうするの。絶対にこの町を守らなきゃ、家密が二海が一陸が空三が……みんなが住む、この町を守らなきゃ！）

　唇くちびるを嚙かみしめて、震ふるえる膝を拳こぶしで叩たたいた。息を吐はき出して、少しだけ気を落ち着かせる。

　まだ、間に合う。高尾太夫に言った言葉を自分にも言い聞かせた。

　まだ、夢は現実にはなっていない。

　まだ、止められる。いいや、止めてみせる。絶対に！

　そう何度も念じて、みこは諒影に視線を戻した。どうすればいいのかは判らない。だけど、少しでも情報を手に入れたかった。諒影は腹が立つほどに悠々と、微笑ほほえんでいる。

「江戸城は火事のせいで混乱するだろう。それに乗じて、江戸に集まった浪人達約千人と、城に攻せめ込む。堀の水が少なくなれば、侵入もしやすくなるからな。将軍就任記念日で江戸城に集まった大名達の中には、我らに賛同する者もいる。彼らも城の内部から手引きしてくれるてはずになっている。そして徳川家に媚こびを売る為に集まった大名達ともども、家密を殺す！」

　言い切った諒影に戸惑いは見られない。彼は本気だ。本気で幕府を倒たおす為に、江戸の町を道連れにしようとしている。その為にどれだけの人が犠ぎ牲せいになるか、判っていないのだろうか。

　いいや、判っている。みこはそう思った。判っていてもなお、この計画を実行する気なのだ。

「そんな事を、こんな所で言っていいのですか？」

　ふいに藤菜が冷たい声で呟くと、諒影がくっと口角を上げた。そして肩を竦すくめる。

「かまわない」

「ですが──ねずみがちょろちょろしていますよ」

　藤菜の声が、驚おどろくほど近くで聞こえた。みこは息を吞んで空を見上げる。瞬またたきをしたほんの一いつ瞬しゆんの隙すきに、藤菜は天高く飛び上がり、本性である巨きよ大だいな梟ふくろうへと姿を変えたのだ。

　その鋭するどいくちばしと爪つめが狙ねらうのは、みこと煙太だった。

「逃げてっ。二海達に知らせて！」

　みこはどんっと煙太の身体からだを押して遠ざけた。そして懐ふところに手を入れ、なぎなたを取り出す。だが縮めていたなぎなたを伸のばす余よ裕ゆうはなかった。短いままで、鋭いくちばし目がけてなぎ払う。手て応ごたえはあったが、梟の勢いを止める事はできず、そのまま押し倒されてしまう。

「みこ！」

　地面に倒れ込んだみこを見て、煙太が駆かけ寄ろうとした。みこはそれを手で制す。梟に腹を踏ふまれて身動きできないまま、必死で首だけを振った。

「来ないで！　行って！」

　ここで二人とも捕つかまる訳にはいかない。目で訴うつたえると、煙太がぐっと唇を嚙みしめた。

「絶対、絶対助けに来るからなっ」

　叫さけんだ煙太が、背を向けて走り出した。後を追うように梟が翼つばさを広げる。ばさばさと羽ばたきを残して、藤菜が煙太の後を追っていく。

（お願い！　逃げ切ってっ）

　みこは心の中で叫んで、近付いてくる禍まが々まがしい獣気に、ぶるりと背筋を震わせた。




「なかなかどきどきしただろう、炎華姫。少し冒ぼう険けんを楽しんでもらおうと思ってな。実はあなたが道どう三さん堀ぼりの小屋で弦庵と私の話を聞いていたのは、最初から知っていたんだ」

　諒影が楽しそうな表情で、倒れたままのみこの腕うでをとった。みこはそれを振ふり払はらって、自力で立ち上がり、毅き然ぜんとして彼を睨にらみつける。本当は怖くて仕方ない。あんなに恐ろしい計画を平然と実行しようとする諒影。彼の心の闇やみはどれだけ深いのだろう。そして、みこは今確実にその闇に吞み込まれようとしているのだ。だけど、負けたくはなかった。気持ちだけでも彼とは同等でいたかった。だから背筋を伸ばして、正面から向かい合った。

「どうして？」

　ただ一言そう聞いてみた。どうして諒影は自分がいた事を知っていたのか。どうして自分がいるのを知っていて計画を口にしたのか。どうしてどうしてと疑問はいくらでもわいてくる。

「炎華姫、あなたが私と関わりがあるだろうと疑って弦庵に近付いたのは、早くから知っていた。だから小さな罠わなをしかけた。あなたが弦庵を調べて、遠からずこの道三堀へとやってくるように。だから私はただ待っているだけでよかった。あなたがここへ私に捕まりに来るのを」

　近くにいるだけでその禍々しい獣気に圧あつ倒とうされ、悪お寒かんが身体を襲おそう。それを表には出さないよう必死で耐たえて、みこはできるだけ静かな声を出した。

「わたしを捕まえて、どうするつもり？」

「あなたはいい人ひと質じちになる。家密は本当にあなたを大切にしているから。だが、あまり早くから捕とらえてしまうと、あの男はやっきになってあなたを捜さがすだろう。それでは計画の準備に支障をきたす。だから神かん田だ明みよう神じんの時は、あっさりあなたを解放したんだ。あれは、家密がどれだけあなたを大切にしているか知るのが目的でもあったしな」

　諒影がみこの腕をすっと捕らえた。すぐに振りほどこうとしたが、放してはもらえなかったばかりか、背後に回った諒影に抱だき締しめられてしまう。そして諒影の手がみこの腰こしを撫なでるように探さぐり、そこにあった守り刀を取ると、自分の腰に差してしまった。

「これは預かろう。あなたが神じん通つう力りきを使うには、この守り刀が必要なのだろう？　神田明神の時のように、その不思議な力をやたらと使われてはやっかいだ」

「返し……いたっ」

　取り返そうと身をよじると、諒影が腕を背後でねじ上げた。みこは彼を睨みつけて、それでもなるべく冷静な口調で問いかける。

「あなた、弦庵さんを騙してるんでしょう」

　弦庵が諒影を心底信しん頼らいしているのは、彼の表情からも窺うかがえた。だが、彼が諒影の本当の目的を知っていて協力しているのだとはとても思えない。

「騙すなどと人聞きの悪い。高尾太夫の借金を肩かた代がわりするのに金がいるというから、仕事を世話してやっただけだ」

「それって弦庵さんが堀に造ったしかけって事でしょう。一体どんなしかけを造らせたの？」

　何とか首を動かして、背後の諒影を見やる。目が合うと、諒影はゆっくりと口角を上げた。

「……今の私は機き嫌げんがいい。計画は予定通りで、必要な炎華姫は自分からやってきてくれた。だからその問いにも答えてあげよう。あなたもどうせ死ぬのなら、すっきり疑問を解決してからの方がいいだろう？」

　みこは思わず眉まゆを顰ひそめた。どういうつもりなのだろう。訝いぶかしんだが、聞きたい事が山ほどあるのは確かだった。諒影はみこの腕をとったまま、顔を道三堀の方角に向けた。

「弦庵が造ったのは堀の水の流れを止めるのではなく、正しくは堀の水量を調整するしかけだ」

「調整？　そんな事できる訳……」

　信じられなくて目を見開くと、諒影は薄うすい笑えみを浮うかべた。

「できるさ。現に道三堀の水位はずいぶん低くなっていただろう。江え戸ど城じようの周りを囲む堀の何カ所かに、道三堀と同じ水量を調整するしかけを造らせた。そちらはもう出来上がっているから、今朝から隅すみ田だ川がわや神田川から水が入りこまないようにさせているんだ」

　まさかそんな事ができるはずないと思ったが、道三堀の水位が異常な程ほど低かったのは確かだ。

「それって、具体的にどういうしかけなの？」

「それは詳くわしくは言えないな。それから、そのしかけがどこにあるのかも言えない。あなたは見み掛かけと違ちがって油断がならないからな。そこまで教えるほど私も愚おろかではない」

　さすがに重要な情報は教えてくれないようだ。睨みつけると、諒影が肩かたを竦めた。

「そう怒おこらないでくれ。……そうだな。では面おも白しろい事を教えてやろう。弦庵はどうしようもなくとろいが、頭も大工としての腕もいい。あいつが江戸の名工に選ばれた時造った物を知ってるか？　青銅でできた人の何倍もあるしゃちほこを、城の天てん守しゆ閣かくの上まで一人でも持ち上げられる細工を造ったのだ」

　みこは目を見開いた。天守閣に飾かざられるしゃちほこは、巨大な魚の形をしている。青銅でできているならそうとう重いはずだ。到とう底てい一人で持ち上げられるはずがない。

「水車が回る力を利用するのだとあいつは言っていた。そんな物を造るには、細かい計算をする能力と、高い技術がいる。江戸城の周りにある堀ほりに造ったのは、それらを兼かね備そなえている弦庵が造った、今までにないしかけだ」

「でも江戸城の周りの堀を勝手に工事するなんて……。しかもあんな大がかりに。どうして今まで見つからなかったの」

「見つかってもかまわない。なぜならちゃんと幕府からの許可を得ているのだから。幕府にも江戸城にも私達に賛同する者達がいる。その中の一人が、家密の目をかいくぐって、何とか幕府の命じた普ふ請しん工事だという命令状を用意してくれたのだ。おかげでどうにか疑われずに、しかけを作る事ができた」

　何という大だい胆たんさだろうと、目を見張った。まさか幕府を倒そうとしている諒影が、こんなに堂々と江戸城のすぐ近くで準備をしているなんて誰だれも思わないだろう。

「炎華姫。私はとてもあなたに感謝しているのだ。実は二月前の神田明神の時も、先月の大おお奥おくの事件の時も、家密とあの忠実な番犬は、私の操あやつる浪ろう人にん達を探ってかなり真相に近付こうとしていた。あいつらの目を逸そらすには、あなたはとても都合のいい存在だった」

　諒影が、みこの身体に回した両手に、力を込める。そして背後から首筋に顔を寄せた。

「本当にいい香かおりがする。二月前よりもずっと甘くなった気がするぞ。あの狼おおかみ達に可愛かわいがられているせいか？……家密はあなたが絡からむと冷静さを失う。周りに目を配る事も忘れ、あなただけを見つめようとする。恋こいは人を惑まどわせるとはよく言ったもの。あなたのおかげで、家密は恋に目がくらんでこんなに近くにいる私に気づかない」

　首筋を嚙かまれて、ツキッと痛みが走る。食べられてしまうのだろうかとぞっとしたが、彼はそれ以上何もせずみこの身体を反転して、自分の方へ向かせた。

「さあ、一いつ緒しよに来てもらおう。手て荒あらい真似まねはしたくないが、抵てい抗こうするなら容よう赦しやはしない。大人しくしていろ。家密も、片かた腕うでのないあなたには会いたくないだろう」

　笑ってはいるが、目は本気だ。みこが抵抗したら、きっと顔色一つ変えずに今の言葉を実行するだろう。それでもみこは、その目を真っ正面から睨み返した。

　恐きよう怖ふで竦すくむ身体を奮い立たせるのは、心に燃え上がる怒いかりの炎ほのおだ。

「──いいえ、あなたの思い通りにはさせない！」

　目に力を込めた。だけど、声は静かだった。怖こわいと思うし、食べられたらとも思う。それでも絶対に目は逸らさなかった。

　すると全身がかっと熱を持った。まるで身体の真ん中で本当に炎が燃えているようだ。熱いけれど、痛くも苦しくもない。それどころか、その炎はみこの勇気を何倍にも膨ふくれあがらせた。

「あなたの企たくらみは必ずわたしが止めてみせる！　あなたにわたしの大切な人達を傷つけさせたりしない。放しなさい、諒影！」

　身体の熱が一言一言喋しやべるたびに、外へと放出されていく。諒影が一瞬苦しそうに目を眇すがめた。そしてまるで見えない壁かべにでも押されるように、みこの手を放して後ずさる。

「何だ？　その獣気は……！　炎華姫は、炎守になる儀ぎ式しきをしなければ、身体に宿る獣気を放てないはず。せいぜい守り刀を使って未熟な術を使うのが関の山のはずだ……」

　諒影に言われるまでもなく、自分でも不思議だった。雅にもらった神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの獣気を宿した守り刀がなければ、みこは神通力を使う事はできない。それなのに、今は守り刀がなくても身体からだの底から力が溢あふれてくるようだ。目の前の諒影すら、怖いと思わなくなっていた。

　諒影がさっと指先を口に当てた。それが何かは知っている。身体に流れる毒の血を、まるで鞭むちのように操るのが、諒影の戦い方だ。

「そうはさせない！」

　右手をさっと諒影に向けた。その瞬しゆん間かん、みこと諒影の間にぼうっと音を立てて火柱が立ち上がる。いつもなら守り刀に血を吸わせて術の名を叫さけぶと、せいぜい火の玉が現れる程度なのに、この火柱は大きな蔵の屋根にまで届きそうな勢いだ。

　炎に驚おどろいて隙すきができた諒影から、さっと守り刀を奪うばい返す。そうすると守り刀を持った手が熱を持ち、更さらに全身に力がみなぎった。これは一体何なのだろう。疑問は浮かんだが、諒影が刀に手をやろうとしたのに気づいて、すぐに身構える。

「あっ……！」

　守り刀を抜ぬこうとしたが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。諒影が刀を抜いて斬きりかかったのだ。背後に飛んで間かん一いつ髪ぱつで避よけたが、勢いをつけすぎて尻しり餅もちをつく。すぐに顔を上げたみこは目を見開いた。

「いない……！　そんなっ」

　立ち上がって慌あわてて辺りを見回す。だが、諒影の姿は影かげも形もなくなっていた。
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　諒影の姿を見失ったみこは、まず自分が今、何をするべきか考えた。

　二海達に知らせに走った煙太を追って、江戸城に行くべきだろうか。二海や家密に話せば、彼らはきっと守ってくれる。優やさしい言葉をかけて助けてくれる。それはきっと安心できるし、すごく楽になれるだろう。

（違う。わたしは彼らに甘えたくて、江戸に来たんじゃない。一番大事なのは、恐おそろしい江戸の未来の夢を現実にしない事だ！）

　みこはまっすぐに顔を上げた。諒影の企みを潰つぶすには、炎華姫ひめである自分が積極的に事件に関かかわっていかねばならない。雅が見る必ず現実になる未来の夢を変えられるのは、自分だけなのだから。でも本当は家密と二海に会いたくてたまらなかった。追いかけていった藤菜から、煙太が無事に逃にげられたかも気になっている。だけど煙太を信じよう、みこはそう思った。

　彼が家密達に諒影の企みを知らせてくれたなら、自分はもっと別の大事な事をやるべきだ。諒影は道どう三さん堀ぼり以外にも、何カ所かに同じしかけをしたと言っていた。それはもう動いていると。

　ならば、みこが今やるべき事は、それがどんなしかけなのか、そしてどこにあるのかを調べる事だろう。どんなしかけか判わからないが、それを解除して堀の水位を元に戻もどせれば、もし江戸城で火事が起こったとしても、防火用水を確保できる。それに堀に水があれば、たとえ江戸城は燃えたとしても、町に火が燃え移るのは防げるかもしれない。そう考えて、みこは決心した。

「まず、弦庵さんを捜さがそう。どこにしかけを造ったのか、どんなしかけなのか、そしてどうやればそれを解除して、堀の水を元に戻せるのか、そのすべての答えを彼は持ってる」

　みこと雅が見た江戸の未来の大だい惨さん事じを止められるとしたら、彼だけだ。

　すぐさまみこは、先さき程ほど弦庵がいた道三堀へと足を向けた。息を切らして足をもつれさせながら、それでも全速力で戻ると、そこにはもう整備をしていた男達も弦庵の姿もなくなっていた。

　そして江戸城へと続く堀に目を向けると、水位は先程よりも明らかに減っている。おそらくもう、みこの足首ほどしかないだろう。

「あねさーん！」

　そこに声をかけたのは、梅元屋の用心棒達だ。息せき切って駆かけ寄った彼らは、みこの前で立ち止まり嬉うれしそうに笑う。

「よかった、捜してたんですぜ。弦庵を見付けたんでさ」

「え？　ど、どこに？」

「さっきここを出ていきました。今、助六に後をつけさせてますが、おそらく方角から言って、吉よし原わらに帰るんだと……あっ、あねさん。どちらへ？」

「わたしも戻る！　どうしても彼に大切な用事があるの」

「ああ、それならあっしが送っていきやしょう」

　確かにその方が早いだろう。みこは頷うなずいて彼らを見回した。

「ありがとう。じゃあ、八さんの言葉に甘えるよ。それと悪いんだけど、清治さんと松さんと熊さんには、煙太さんを捜して欲しいの。彼は……今追われてるんだ。逃げ切ってくれたと信じたいけど、まだ判らない。もし逃げ切れてなかったとしたら、この辺りにいると思うんだ」

　煙太の逃げ足が速いのは知っているが、空を飛ぶ梟ふくろうの藤菜を振ふり切るのは難しいかもしれない。江え戸ど城じようにいる家密と二海を目指しているはずだから、きっとこの辺りにいるはずだ。

「わかりやした！」

　彼らの返事にありがとうと、もう一度頭を下げて、みこは犬の本性を顕あらわした八の背に跨またがる。

　煙太の無事を祈いのりつつ、みこはまず自分がしなければならない事に意識を集中させた。




　吉原に戻ったみこは、梅元屋に弦庵が戻っていないか八に見に行ってもらい、彼がいつも風ふ呂ろ敷しきを敷しいて、おもちゃを売っている裏通りに走った。そしていつもの場所で、ノミで木を彫ほっている弦庵の姿を見付けて、すぐさま駆け寄る。

「おや、みこちゃん。どうしたんだい？　そんなに慌てて」

　弦庵は吞のん気きな声と態度で目を丸くしていた。とても江戸の町を壊かい滅めつさせるような計画に荷か担たんしているとは思えない。高尾太夫が、彼は悪くないと叫んだ言葉が頭に残っていた。おそらくそうだろうと、みこも思っている。

「道三堀」

　その一言に、弦庵がびくりとした。みこはそれを見み逃のがさず、単刀直入に切り出した。もう、ぐずぐずしている暇ひまはないのだ。

「道三堀のしかけ。どんなしかけなの？　他ほかのしかけはどこにあるの？　もう動き出してるなら早く止めないと……止めないと、たくさんの人が死ぬっ」

　叫んだ言葉に、弦庵の口角が上がろうとした。笑おうとしたのだとすぐに気づく。だからじっと見つめた。真しん剣けんな、そして力強い目で。

　その眼まな差ざしで、弦庵は冗じよう談だんではないと悟さとったようだ。立ち上がり、みこに向かって首を振る。

「人なんか死なない。あれは上様へのお祝いの贈おくり物として、ある大名が幕府を通じて俺に依い頼らいしたんだ。江戸城の堀の水量を調節できたら便利だろうって。だから二年も前から準備して……。それに幕府の命令状だってちゃんとある。就任記念の祝いの日に、大々的に披ひ露ろうするから、作業している事は誰だれにも言うなとは言われていたけど……」

　噓うそはついていないと、みこは思った。何度も何度も首を振る姿は、まるでそんなはずはないと自分に言い聞かせているようにも見える。

「今日全部終わったから、ちゃんと金だってもらったんだ。これでお咲をここから連れ出せる。それに俺の島しま脱ぬけの罪も消えるって。大手をふって町を歩けるって。ここを出て、お咲と所帯を持つんだ。あいつに白しろ無む垢くを着せて綺き麗れいな花はな嫁よめさんにして、普ふ通つうの幸せをやるんだっ」

　叫ぶような声だが、弦庵の顔は青ざめている。言葉では否定しつつも、自分が騙だまされたのではと、気づいたのかもしれない。

　みこは静かに首を振った。誰もが真実と常に向き合えるとは限らない。辛つらい真実なら、目を瞑つぶって背を向ける方がずっと簡単だ。だけど、いずれはみんな正面からぶつからねばならない時が来る。弦庵にとっては、今がその時だ。

「諒影にそう言われたんでしょう。でもそれは全部噓です。諒影は……あなたのしかけを使って堀の水の流れを止め、江戸城を焼き払はらって幕府を倒たおすつもりです」

　静かな声で、だけど視線は逸そらさなかった。噓つき呼ばわりされようと、なじられようとかまわない。きっと、今の弦庵の心の方がずっと痛みを感じている。

　弦庵は、握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせたまま、じっと口を噤つぐんでいた。動どう揺ようしているそぶりはない。やがて何かを思い切ったように顔を上げた。

「……諒影さんは恩人なんだ。あの人がいなかったら島脱けなんてできなかった。またお咲に会えたのも、あの人のおかげだ。でも……俺だってみんなが思ってる程馬ば鹿かじゃない。島脱けする時、幕府を倒してこの国を変えてやるって言ってたあの人が、急に幕府の命令状持って俺の所に来たのは、何かおかしいって思ってた。……だけどそんな大それた事考えてたなんて」

　弦庵の目に涙なみだが光った。震えている拳に、みこはそっと手を触ふれる。

「間に合います、今なら」

　全部言わなくても、弦庵には判ったようだ。すんと鼻を鳴らして頷いた。

「……しかけは、水の中にあるんだ。外から見えると景観を損そこねるから、なるべく目立たないしかけを考えてくれって言われて。難しい事は省くけど、鉄の板を堀の横よこ幅はばに合わせて埋うめ込んで、外にある歯車を使ったしかけを動かせば、それがせり上がって水の流れを止められるようになってるんだ」

　その様子を想像して、みこははっとした。

「あっ、もしかして、歌か舞ぶ伎きの舞ぶ台たいのセリみたいな感じ？」

　芝しば居い小屋には、色んなしかけがある。セリとは、役者をのせたまま舞台の床ゆかが降りたり上がったりするものだ。あれは確か、舞台裏で数人の男達が綱つなを引いて床を動かしていた。

「うん。まあ似てるかな。でもセリみたいに、大人数で綱を引かなくてもいいんだ。一人の力でも鉄板を動かせるようになってる。昔、重いしゃちほこを天てん守しゆ閣かくの上まで一人でも運べるようなしかけを造ったんだけど、あれの応用だ。車輪みたいな開閉器を回すだけで、巨きよ大だいな鉄板が水の中で上がったり下がったりするんだ」

「そんな大がかりなしかけを、よく見つからずに……」

「幕府の命令状もあったし、それに諒影さんが、定期的に作業する人達を入れ替かえてたんだ。だからみんなも実際には何を造ってるか判らなかったと思う。それに幕府から命令された普ふ請しん工事なんて、江戸のあちこちでやってるから……」

　弦庵がみこを見つめて、悔くやむように唇くちびるを嚙かみしめた。

「……俺は、梅雨つゆ時どきに大雨が降って洪こう水ずいでも起こったら大変だから、堀に流れ込む川の水を調整できるようにしたいって説明されてた。だから江戸城の堀の周りを念入りに調べて、川から水が流れ込む場所でなるべく堀の幅はばが狭せまい所を選んで、それに合わせて図面を作ったんだ」

　今にも泣き出しそうな弦庵の背中を、みこはぱんっと叩たたいた。

「まだ間に合うよ。落ち込んでたって始まらないんだから、今は止める事だけを考えよう」

　力強い言葉を投げかけると、弦庵が目を丸くして、やがて苦笑した。

「みこちゃんは前向きだな。それに無む鉄てつ砲ぽうだろ」

「うん、よく言われる。だけど、わたしはそれが悪い事だとは思わない。たとえ無鉄砲な行動だって言われても、何もしないで動かないよりは、ずっとましだと思うから」

　こちらを眩まぶしそうに見つめる弦庵に、みこは改めて向き直った。

「絶対に諒影の企たくらみを止めなくちゃならないの。だから案内して。あなたが作ったしかけに。一いつ緒しよに計画を止めて……そして高尾太夫に隠かくし事しててごめんなさいって謝ろう。太夫、すごくあなたの事を心配してるよ」

　弦庵が何度も何度も頷いた。そしてすぐさま、走り出してくれる。みこもそれに続きながら、江戸城にいるはずの家密と二海に思いを馳はせていた。

（江戸城に火なんてつけさせない！　何もかも未然に防いで、そしてわたしは家密と二海とまた三人で手を繫つないで、そして三人でまた一緒に遊んで笑うんだから！）

　これが失敗したら、江戸は壊滅する。そしてみこは、この世で最も大切な彼らを失う事になるかもしれない。だけどそんな状じよう況きようを、ただじっと見ているだけのつもりは毛頭なかった。たとえこの命を投げ出す事になったとしても構わない。彼らを救う為ためならどんな事でもしよう。

　みこはそう決意して、暗くなってきた吉原を弦庵と一緒に駆かけ抜ぬけた。
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　二海は芝居の衣装に袖そでを通し、襖ふすまに手をかけた。そして背後にいる一陸に声をかける。

「一陸、もう夕方だっていうのに、まだみこが来ない。俺はその辺りを見て来るよ。幕が上がる前には戻もどるから」

　二海達は江戸城にいた。今夜いよいよ南庭にある能のう舞ぶ台たいを使って、上覧芝居を行う予定だ。他の役者達は大部屋だが、主役である二海達は特別にこの控ひかえの間を与あたえられている。先さき程ほど母である春華の局に挨あい拶さつに行くと言って空三が出て行ったので、今は一陸と二人だけだった。

　上覧芝居の準備は完かん璧ぺきなのだが、夕方には来るはずのみこも煙太もまだ姿を見せないのだ。

　一陸が頷いたのを見届けて襖を開けた二海は、ふと足を止めた。襖のすぐ外の廊ろう下かに、信津名がいつもの愛想のいい笑えみを浮うかべて立っていたのだ。

「二海様、どちらに……？　各地からお見えになった大名の方々が、江戸一番の歌舞伎役者である二海様にお会いになりたいとお待ちかねです。ご挨拶だけでも……」

「悪いがそれどころじゃない。みこがまだ来ないんだ。俺は外を見てくる」

　そのまま信津名の脇わきを抜けようとしたが、彼がぐっと二海の着物を摑つかんだ。

「み、みこ様なら、上様も心配しておられたので、役人に捜さがすよう手配しました。すぐに見つかるはずです。ですからお願いです。二海様はお客様にご挨拶を！」

　必死に懇こん願がんされたが、二海は信津名の手を振ふり払う。そのまま外に駆け出そうとすると、信津名がすぐさま前に回り込み、膝ひざをついて土下座した。そして床に頭をこすりつける。

「お願いです！　今は堪こらえて下さい。私だって、みこ様は心配でたまりません。ですが、また道に迷って遅おくれているだけかもしれないでしょう？」

　確かにその可能性は高かった。みこの方向音おん痴ちは筋金入りだ。

「町に詳くわしい役人達数十名に、吉よし原わらと江え戸ど城じように来るまでの道のりを捜させております。二海様が捜しに行くより、ここで待たれていた方が早くお会いになれると思います。それに……」

　信津名が顔を上げ、再び二海の衣装の裾すそを握りしめる。

「それに今日は上様にとって特別な日。各地から集まった大名達は上様に従う者、外と様ざま大名として上様に反感を持つ者、様々です。彼らの前では少しの失敗も許されません。もし二海様が上覧芝居に穴をあけるような事があれば、上様はその大名達の前で恥はじをかく事になるのです」

　二海も、外様大名達が家密の政策を不満に思っているのは知っている。家密はあの性格だから何を言われても気にしないが、腹心である信津名は常に周りに気を配り、なるべく敵を増やさないよう心を砕くだいていた。それが判わかっているだけに、二海は信津名の土下座を無視できない。

「お願いでございます！　必ずみこ様は捜し出して、無事にこちらにお連れ致いたします。ですからどうか、お客様方にご挨拶を……！」

　再び床に頭をこすりつけた信津名に、二海は一つ息をつき、仕方なく頷うなずいた。
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　道どう三さん堀ぼりにみこ達がついた時には、辺りはすっかり暗くなって、青白い月が夜空に浮かんでいた。辺りに目をやると、数人の浪ろう人にん達の姿が窺うかがえる。おそらく諒影の仲間だろう。みこは昼間に隠れていたのと同じ杉すぎの木に身を隠しつつ、隣となりにいる弦庵を見上げた。

「あの小屋に、道三堀のしかけを動かす道具があるんだよね」

　目で示したのは、先程諒影と弦庵が話をしていた物置小屋だった。何とかして近付きたいが、浪人達が戦意をむき出しにしてうろついているので、なかなか難しい。

　弦庵がみこから見て右手、百ひやく獣じゆう国こく橋ばしから道三堀へと続く堀を顎あごで示した。

「ああ。それと、堀を隔へだてる鉄板はあっちにあるんだ。暗いから判りにくいけど、あれで隅すみ田だ川がわから百獣国橋を通って堀に流れ込んでくるはずの水を止めてるんだ」

　そこには堀を断たち切るように、水面から飛び出している巨大な鉄板があった。勢いよく流れてくる隅田川側からの水を、月の光を受けて鈍にぶく光る鉄板がせき止めている。そのせいで、鉄板を境に隅田川側と江戸城側の堀の水位には、ずいぶんと違ちがいがあった。

「あの小屋にある開閉器を回すと、鉄板が上がったり下がったりする仕組みなんだ。これと同じしかけを、江戸城の周りの堀に五カ所造ってある。神田川や江戸湊みなとから、水やら海水やらが江戸城の堀に流れ込んでくるのを防げるようにしてあるんだ」

　そんなしかけを、よく考えついたものだと感心すらしてしまう。弦庵がすっと目を伏ふせた。

「梅雨つゆ時どきの大雨で、よく堀の水が溢あふれたりして犠ぎ牲せい者しやがでたりするだろう。吉原でも大雨が降ると、町の周りを囲んでるお歯は黒ぐろどぶが溢れて大おお騒さわぎになるんだ。あれをどうにかできないかなって、大工をしてた時からずっと思ってて。島送りにされた時、同じ牢ろうになった諒影さんと、何でかその話になって」

　思い出したのか、弦庵がそっと唇を嚙みしめた。

「島を逃にげ出した後、しばらくたってから諒影さんと再会して。江戸城の堀を、俺が考えたしかけで整備してくれないかって言われて。そうすれば大水で被ひ害がいが出る事も少なくなるだろうし、お咲の借金を払はらえるぐらいの大金ももらえるからって。それに幕府からの依い頼らいだから、諒影さんも俺も内密に島しま脱ぬけした罪を消してもらえるって」

　騙だまされたのが悔くやしいのだろう。弦庵の握にぎった拳こぶしが震ふるえていた。みこはそっと拳に触ふれる。

「あなたが悪いんじゃない。これだってちゃんと使えば、大雨での被害を減らせるすごく立派なしかけだもの。正しく使えば、きっとたくさんの人を助けられる。だけど、間ま違ちがって使えば今回みたいに人を殺あやめる道具にもなる。あなたの造った大切なしかけを、そんな事に使わせたくない。だから今は、あそこにある開閉器を回して堀に水を流す事だけを考えよう」

　弦庵が目に涙なみだをためて頷いた。みこは一つ深呼吸して、開閉器がある小屋に目をやる。

（まずはあそこに近付かなきゃ。……よし！）

「わたしが浪人達の気を引くから、弦庵さんはその間に小屋に入ってしかけを元に戻して」

「え？　でも……十人はいるぞ。みこちゃん一人じゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。これでもけっこう強いから。それに迷ったり悩なやんだりは後。まずは行動しなきゃ」

　弦庵はしばし逡しゆん巡じゆんするように目を揺ゆらめかせていたが、やがて大きく息を吸い込んだ。

「判った。俺は喧けん嘩かは強くないけど、あのしかけを止める事はできる。みこちゃんは俺より強いから、あいつらの相手をする。そういう事だよな」

　二人で目を見あわせて、大きく頷いた。みこは再び深呼吸して、懐ふところから取り出して伸のばしたなぎなたを握りしめる。そしてそれを振り上げて、浪人達に向かって駆け出した。




「ううっ！」

　うめき声を上げて倒たおれた浪人は、これで五人。ちょうどここにいる半分だ。みこは息を切らせつつ、残りの浪人達になぎなたを向けた。一人一人は大した事はないが人数が多い。しかもみんな刀を持っている。さすがに一人で全員を倒すのは、いくらみこでも厳しかった。それでも不思議と怖こわくなかった。身体からだも軽くてよく動く。まるで羽根でも生えているようだ。

「何なんだ！　お前はっ。その獣気はなんだ！」

　なぎなたを振り回して戦うみこを見て、浪人達が顔に恐きよう怖ふの色を浮かべている。怯おびえたような視線を向けられて、みこは内心戸と惑まどっていた。みこは背も低いし、体つきも細いただの少女だ。あなどられこそすれ、こんな視線を向けられた事はなかった。

　だが浪人達は、まるで自分より強い化か妖ように出くわしたかのように、身体を小刻みに震わせ、後ずさりしていた。化妖は本能で、自分より強い獣気を持つ化妖を恐おそれる。彼らの様子はまさにそれだった。どういう事かと眉まゆ根ねを寄せていたみこは、ふと自分の身体の異変に気づく。

　身体が燃えるように熱かった。腹の底からわき上がるのは、こんな計画を立てて実行しようとする諒影への怒いかりだ。そして江戸に住む大切な人達を守りたいという、熱い願いだった。
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　その熱は汗あせと一いつ緒しよに身体の外へと溢れ出している。みこはそれが何かを知っていた。

　これはおそらく身体の奥底で眠ねむっていた、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを宿す事ができる炎華姫としてのみこが本来持つ、肉にく食しよく獣じゆうさえひれ伏させられる程の強大な獣気だ。身体から立ち上る獣気は、まるで蜃しん気き楼ろうのようにゆらりと揺れている。浪人達が再びうめいて、地面にがくっと膝をついた。

「な、なぜだ？　立っていられない程の獣気なんて、どうしてこんな小こ娘むすめから……！」

　くぐもった声を上げつつも、一番年ねん輩ぱいの浪人はぐっと唇くちびるを嚙かみしめて立ち上がった。そして刀をこちらに向けようとする。みこは右手を掲げて、かっと目を見開いた。

「やめなさい！」

　その一言に、浪人達が震え上がった。頭を抱かかえて蹲うずくまり、怯えたように悲鳴を上げている。みこと彼らの獣気には天と地ほどの差があった。この身体から炎華姫としての獣気が放たれている限り、彼らは絶対に逆らえないのだ。みこは近くの杉の木に隠かくれている弦庵に目をやった。

「今のうちに、早く！」

　本性が牛だという弦庵は、離はなれているにも拘かかわらず、みこの獣気に怯えてしまっているようだ。腰こしを抜かしてガタガタと震えている。それでもみこの一いつ喝かつでようようと起きあがり、しかけのある小屋に駆け込もうとした。だか戸を開けた途と端たん、ぴたりと動きを止める。

「どうしたの？　早く……」

「そうはいかないわ」

　涼すずやかな声が小屋から聞こえて、みこは目を見開いた。後ずさりする弦庵の首筋に刀を突つき付けつつ小屋から出てきたのは、肩かたまでの艶つややかな黒くろ髪かみと愛らしい微笑ほほえみを持つ藤菜だった。

　藤菜は赤く塗ぬった唇をニィッとつり上げて、弦庵を軽々と突き飛ばし、その腹を思いっきり踏ふみつける。うめき声を上げてのたうち回る弦庵を後しり目めに、小屋の中に手を伸ばして、何かを地面に放ほうり投なげた。

「松さん！　清治さんも熊さんも！」

　煙太を捜さがすよう頼たのんだ用心棒達だった。彼らは顔にも乱れた着物の下にも赤い血が滲にじみ、痣あざがいくつもできている。みこが声をかけると、松が震える瞼まぶたを開いて、無理に微笑んだ。

「あねさん。すいやせん……。煙太さんを見付けたんですが……この女強くて。でも、煙太さんは無事ですぜ。ちゃんと逃がし……」

「無事なものですか。あなた達よりもずっといたぶってあげたのよ。あなた達が邪じや魔ましたせいでとどめは刺させなかったけど、あの傷じゃ、もう死んでるわ」

　藤菜が、ふんっと鼻を鳴らした。そしてこぼれそうに大きな灰はい褐かつ色しよくの目を、みこに向ける。

「みこ、大奥での決着がまだだったわね。あの時は主君の命令があったから引いたけど、今度はそうはいかないわ」

　いつの間にか両手に刀を持っていた藤菜が、さっと構えた。みこは煙太の顔を思い浮うかべる。

（煙太さん……煙太さん！　無事でいてっ）

　心の中で祈いのりつつ、飛びかかってきた藤菜の刀をなぎなたで受けとめる。

　この戦いは、絶対に負けられなかった。
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　二海は各地から集まった大名達に挨あい拶さつを終え、控ひかえの間に戻もどっていた。一陸と空三はまだ大名達の相手をしている。芝しば居い用の衣装を着て化け粧しようをしていたおかげで、自分が家密の弟の家いえ春はるだと気づいた者はいないが、長くあの場にいるのは危険だった。

　もうすぐ本番だ。鏡を見て化粧を直しつつ、二海はふっと息をつく。先さき程ほど信津名を捕つかまえて問い質ただしたが、みこはまだ見つかっていなかった。信津名にくれぐれも江え戸ど城じようから出ないでくれと頼まれていたが、やはりどうしても気になって仕方ない。二海は決意して立ち上がる。

「まだ少し時間がある。江戸城の周りを……」

　そこへ襖ふすまの向こうからガタッと音がした。慌あわてて目を向けると、少しだけ開いた襖から、煙助が部屋の中に倒れ込んでくる所だった。

「煙助……！　お前どうした、その傷は！」

　小こ猿ざるの姿をした煙助が、畳たたみに蹲っていた。着物は身につけておらず、身体からだ中じゆう血だらけだ。駆かけ寄ると、ううっと小さなうめき声が聞こえる。生きてはいるようだが、かなりの重傷だ。

「大丈夫か、煙助！　すぐに医者を呼んでやる」

　襖に向かおうとした二海の着物の裾すそを、煙助が震える手で握りしめた。

「あ、あかん。そんな暇ひま……ないねん。話を先に聞いて……な」

　途と切ぎれ途切れの力のない声。顔も身体も殴なぐられたような跡あとだらけだ。おそらく骨も折れているだろう。それでも煙助は必死に口を開いた。

「二海……わいはやっぱり、あかんな。英えい雄ゆうには、なられへんかった。みこ、みこが……」

「しっかりしろ！　みこがどうした」

　痛みのせいか顔を歪ゆがめ、浅い呼吸しかできないのか、胸の辺りが小刻みに揺れている。

「わ、わい、もうあかんわ。……せやけど、これだけは、これだけは……言わな、あかんねん。死んだら、喋しやべられへんからな。……諒影の計画が、何かわかってん……！」

　口を開くのさえ痛みが伴ともなって辛つらいだろうに、煙助は今まで見聞きした事を、二海にしっかりと伝えてくれた。
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　刃はを合わせているせいで、息がかかるぐらい間近にある藤菜の顔がにやりと笑う。みこはぐっと唇を嚙みしめて、刀を押し返した。大奥で同じ部屋だった藤菜。優やさしくて可愛かわいくて大好きだった。友達だと思っていた。だけど、そう思っていたのは自分だけだった。

　藤菜は、しかけを操あやつる開閉器がある小屋の入り口を背にして戦っていた。そのせいで、みこの背後にいる弦庵が、小屋に入れないでいる。何とか入り口から退どかそうと攻こう撃げきをしかけるが、絶対にそこから動かなかった。みこは一度彼女と距きよ離りを置いて、なぎなたを構え直す。

「……そこを退いて、藤菜」

「そうはいかないわ。だってここから離れたら、弦庵がしかけを元に戻してしまうでしょう？　そうはさせない。もう準備は調ととのっているのよ。もうすぐ江戸城は火に包まれる。家密も馬ば鹿かな大名達も、みんな燃えて灰になってしまえばいいのよ」

　くすくすと口元を押さえる藤菜に、みこは必死で首を振ふった。

「どうして……？　どうしてそんなひどい事をするの？　あなたが家密や幕府に恨うらみがあるっていうのは、この間確かに聞いたよ。だけど江戸城に火なんて放ったら、町にも燃え移ってしまう。何の関係もない人達がたくさん死ぬんだよ」

「……そうね。だけど、それは私には関係ないわ。私も私の主君も家密を憎にくんでいる。忍しのびである私にとって、主君の命令は絶対なの。あの方が家密を倒す為ためにこの計画に荷か担たんするのなら、私も従うだけ。そして目的を達成する為なら、どんな手段でも使うわ。その為に私の知らない誰だれかが犠ぎ牲せいになっても、私は気にしない」

　みこは再び首を振った。違ちがう、心の叫さけびは声となった。

「犠牲になる人をあなたは知らなくても、わたしは知ってるかもしれない。わたしが道に迷ってたら手を引いて連れて帰ってくれた人かもしれない。ものを知らないわたしに呆あきれながらも教えてくれた人かもしれない。わたしが困っている時に助けてくれた人かもしれないし……わたしが誰よりも大切に思っている人達かもしれない」

　みこの目に涙なみだが浮かんだ。だけど必死でそれを堪こらえる。人はそれぞれ育った環かん境きようも生き方も考え方も違う。藤菜と自分も違う人間である以上、考え方が違うのは当たり前だろう。

　だけど、自分達は気持ちを相手に伝える手段を持っている。きちんと話をすれば考え方は変わらないまでも、少しは理解してもらえるのではないかと、みこはかすかな希望を持っていた。

　だから必死で語りかけた。彼女に少しでも自分の気持ちを判わかって欲しかった。

「お願いだから、もうこんな事やめて。わたしは大切な人達に傷ついて欲しくない。──あなたにも傷ついて欲しくないんだよ、藤菜」

「──ここまで来ても、あなたは私の心配をするのね。大おお奥おくの時もそうだった。あなたは私が家密を狙ねらったと気づいたにも拘わらず、逃にげろと言った。友達だから捕まるのは見たくないって。でも……あの時私を捕まえていたら、この未来はやってこなかったかもしれないのよ」

「そんな……！」

　思わず声を上げたが、それ以上は言葉が続かなかった。藤菜がほくそ笑えむ。

「あの時私を捕まえていたら、私は役人の厳しい尋じん問もんに耐たえきれなくて、計画を話したかも。そうしたら、この事件はもっと早く安全に解決できていたかもしれないわ。だけどあなたは私を逃がそうとした。……そんな甘い事ばかりしているから、あなたは何もかもを失うの」

　藤菜の言う通りかもしれなかった。だがまさかあの時は、藤菜達がこんな大それた計画を立てているなんて思わなかったのだ。藤菜がくっと口角をつり上げる。

「私はあなたが嫌きらい。大切に可愛がられて育ったあなたが。そして甘い事ばかり言うあなたが、大嫌い。二度と顔も見たくないの。だからここで殺してあげる」

　言葉が突き刺さって、心が悲鳴を上げた。なぎなたを持つ手が震ふるえる。うちひしがれて唇を嚙かみしめると、藤菜がとどめの言葉を放った。

「あのお猿さるさんも可か哀わい想そうに。あなたのせいで彼は死んだのよ」

　二海へ知らせてくれと、先に逃がした煙太の姿が頭に浮かぶ。彼は煙助の兄だ。ならば本性は猿だろう。みこは首を何度も振った。

「噓うそだよ……死んだなんて」

「噓じゃないわ。ちゃんといたぶってあげたもの。本性を出して怯おびえてたわ。あの野良のら犬いぬ達が邪魔した隙すきに逃げられてしまったけど、あの傷じゃもう、助からない」

（そんな……煙太さん……！）

　こみ上げてくる涙を必死でとどめた。その代わりに腹の底からわき上がってきたのは怒いかりだ。きつく唇くちびるを嚙むと、口の中に血の味が広がった。藤菜が眉まゆ根ねを寄せて、袖そでで鼻を覆おおう。

「その血は危険ね。肉にく食しよく獣じゆうを引きつける甘美な香かおりにさすがの私も酔よいしれてしまうわ。……どうやら本気で怒おこったみたいね。獣気が身体からだから溢あふれてる。でもおかしいわね。私の足がすくむくらい強い獣気を放つなんて。あなたは炎守様の跡あと継つぎだけど、獣気は草そう食しよく獣じゆう並みだったはず。炎守様にもらったとかいう守り刀がなければ、何もできないのではなかったかしら」

　その守り刀は、腰こしに差していた。本来ならば刀を抜ぬいて血を吸わせなければ、みこは神じん通つう力りきを使えない。だが先程諒影と対決した時、守り刀を奪うばわれていたにも拘かかわらず、いつもとは比べものにならないくらいの神通力を発揮した。そして今も守り刀を使わずとも、それに血を吸わせて得られるのと同等の獣気が、みこの身体から溢れている。

　そしてその強い獣気は、みこの勇気を何倍にも膨ふくれあがらせていた。

「もしかしたら、目覚めるのかしら。炎守としての力が。大地を割り、海を荒あれさせ、徳川家に天下をとらせたという、神の力が！」

　藤菜はなぜか楽しそうだ。珍めずらしいものを見てはしゃぐ子供のように、目をきらきらとさせている。みこは身体の奥に宿っている何かを吐はき出すように、大声を上げた。

「煙太さんは死んでない！」

　叫んだ途と端たん、何もない地面からぶわっと炎が巻き起こった。渦うずを巻いた炎が向かう先には、目を見開いた藤菜がいる。彼女はすぐさま飛び上がって炎を避よけ、堀ほりの際に生えている杉すぎの枝に摑つかまった。みこはすぐさまそちらを向いて、右手を掲かかげる。

「江戸城に、火なんてつけさせない！」

　またしても藤菜の目の前で火柱が燃え上がる。彼女はすぐに枝から飛び降りて避けたが、降りた先でもすぐさま新しい火柱が立ち上がった。

「くっ……！」

　今まで余よ裕ゆうの表情だった藤菜が、さすがに顔色を変えている。炎が燃え移った振り袖を一いつ瞬しゆんで脱ぬぎ捨て、空中で一回転した。その一瞬の間に、彼女の姿が変わる。

　片かた膝ひざをついて着地したのは、瘦やせてはいるが背の高い、梟ふくろうの特とく徴ちようである擬ぎ態たいの能力により身体を変化させた『男』の藤菜だった。男の藤菜はやっかいだ。力や素す早ばやさが数段に上がる。それでもみこは恐おそれなかった。両手に刀を持って構える彼に向かい、大きく息を吸い込む。

「家密と二海を……これ以上みんなを傷つけさせない、絶対に！」

　願いは口に出せと雅に教えられた。言こと霊だまとなって威い力りよくを発揮するからと。

　そして今まさに、みこの叫びは言霊となって藤菜を攻撃していた。彼の周りにいくつもの火柱が立ち上がる。藤菜はすぐさまその場から逃のがれて、みこと距離を置いた。

「やっかいだな、その神通力は」

　声が女の時と比べてずいぶん低かった。不利な状じよう況きようだというのに、彼は笑みを浮うかべている。

「せいぜい抗あらがうがいい。どうせ、もう何をしても遅おそい」

　藤菜がさっと両手を広げた。その背後に江え戸ど城じようが見えていると、みこはふいに気づく。

「──さあ、時は来た。江戸に張り巡めぐらされた毒どく蜘蛛ぐもの罠わなが、今その正体を顕あらわす！」

　その言葉と同時に、藤菜の背後にある江戸城の天てん守しゆ閣かく近くで、いきなり赤い炎が燃え上がった。離はなれていても判るその勢いに、みこはひゅっと息を吞のむ。

「燃えろ燃えろ。家密も江戸の町もすべて焼き尽つくせ！　そして諒影は仲間の浪ろう人にん達と新しい世界を創つくるのだ。もう今いま更さら堀ほりのしかけを元に戻もどしても遅いぞ、みこ。燃え上がる炎は、堀の水位が戻る前に、一気に何もかもを焼き尽くすからな！」

　藤菜の高笑いを聞きながら、みこは一気に身体の力が抜けて、その場で膝ひざをついた。

　今堀を流れている水はほんのわずかだ。江戸城にも井い戸どはいくつもあるだろうが、それとこの堀の水だけでは、あの勢いのある炎を消火するにはとても足りないだろう。そして藤菜の言う通り、何カ所もあるしかけを元に戻して、消火に必要な水が堀に流れ込む頃ころには、きっと真っ赤な炎が江戸城を跡あと形かたもなく燃やしてしまう。そして燃え広がるのを食い止めてくれるはずの堀に水がないせいで、江戸城の炎は町にも襲おそいかかり、すべてを焼き尽くしてしまうのだ。

　みこが見た、あの恐ろしい江戸の未来の光景のように。

　呆ぼう然ぜんとしていると、遠くで男達の雄お叫たけびが聞こえた。藤菜が更さらに甲かん高だかい笑い声を上げる。

「今からが一番の見せ場だ。諒影が率いる鎧よろいに身を包んだ浪人達約千人がこの炎を合図に江戸城に攻せめ込む。そして舞ぶ台たいの最後を飾かざるのは、彼らに攻め落とされる江戸城と家密の死だ！」

　その言葉を聞いた途端、みこは強きよう烈れつな頭痛を感じて蹲うずくまる。きりで頭に穴を空けられているような、耐えがたい痛みだった。

「うっ……！」

　うめくと同時に、ふいに頭にあの恐ろしいがれきと化した江戸の光景が広がった。これはもうすぐそこまで来ている未来だ。いつもよりずっと鮮せん明めいで、幻まぼろしだというのに焼け焦こげる臭においさえ感じた。前に見たのは百ひやく獣じゆう国こく橋ばしの辺りだったが、今頭に浮かんでいるのは違う場所だ。焼けて崩くずれ落ちているのはどうやら江戸城のようだった。

（あれは確か……江戸城の庭にある能のう舞ぶ台たい。二海達が歌か舞ぶ伎きをやる予定の……）

　そこまで考えて、みこは焼け残っている舞台に誰だれかが横たわっているのに気づいた。

　銀の長い髪かみ。触さわるとさらさらして気持ちいいとみこは知っている。整いすぎて冷たくみえるが、笑うと優やさしい印象になる。守ってくれる背中は大きかった。その背中に顔を埋うずめると何より安心できた。いつもいつも危ない時には助けてくれる、それが家密。

　その隣となりに横たわるのは、黒くて短い髪。身体は見上げる程ほど大きい。力持ちで、大きな口で笑う姿は豪ごう快かいそのものだ。心配性で、みこが一人で出かけようとすると、どんなに忙いそがしくてもついてくる。最近はみこに着物を買ってやるのが趣しゆ味みだと公言してはばからない、それが二海。

　二人は遠くからでも判るくらい青ざめていた。ぴくりとも動かない表情は、もう息をしていないのではないかと予感させる。

「ひっ、きゃぁぁぁぁぁ！」

　これがもうすぐ現実になるのだと判って、みこは辺りに轟とどろくほどの悲鳴を上げた。

　怖こわかった。二人を失うのだけが、何より怖かった。

（止めなきゃ、止めなきゃ……！　でもどうすれば）

　まだこれは現実にはなっていない。きっと未来は変えられるはずだ。だが江戸城の火の手はみるみるうちに大きくなっている。急がなければと気ばかりが焦あせった。

「あっ……」

　家密と二海に何かあったらと思うと、怖くて苦しくて思わず自分の身体を抱だき締しめていた。そしてふと、腕うでに触ふれた固い感かん触しよくに声を上げる。腰に差していた守り刀が、火傷やけどしそうに熱くなっていた。慌あわてて取り出すと、月の光に照らされて、守り刀がきらりと光を放つ。

「もしかしたら……」

　みこは守り刀を手に立ち上がった。まだおかしそうに笑い続けていた藤菜が、ふいに動きを止める。視線はみこが手にしている守り刀だ。

「何をする気だ？　いくら神通力を使っても、あの炎はどうにもなるまい。お前ができるのは、せいぜいさっきのように炎で攻こう撃げきするぐらいだろう」

　神しん獣じゆう鳳ほう凰おうは炎と再生を司つかさどる。そのせいかみこも雅も、炎を操あやつる神通力を使う事が多かった。

　雅は他ほかの力を使おうと思えばできるらしいが、消しよう耗もうが激しいからできれば使いたくないと言っていた。半人前以下のみこは、たとえ守り刀の力を借りたとしても、せいぜい火の玉を飛ばすのと、治ち癒ゆの術が使えるぐらいだ。

（でも……今なら！）

　心で叫さけんで自分を奮い立たせた。今なら身体は不思議なほど強大な獣気に満ちている。この守り刀を使わなくても、いつもよりずっと強い神通力を使える程に。ならば今の状態で守り刀に血を吸わせれば、普ふ段だんできない事もできるのではないだろうか。何の根こん拠きよもないが、やってみる価値はあると思った。そして悩なやんでいる暇ひまも、迷っている暇もないのだ。

「止める……必ずわたしがあの炎を止めてみせる！　神獣鳳凰よ、わたしに力を貸して！」

　守り刀を天に掲げて、すらりと抜いた。鈍にぶい色を放つ刀身に、背筋がひやりとする。

　今まで何度か守り刀を使って判わかったのだが、吸わせる血の量で神通力の大きさに差があった。わずかな血ならせいぜい火の玉をいくつか飛ばすだけ。高度な治癒の術を使った時には、それなりの出血をした。みこが考えている事を実現させる為ためには、もっと大きな代だい償しようがいるだろう。

（考えるのは後だ。今躊ちゆう躇ちよしたら、みんなが危ない！）

　江戸城には家密や二海だけではなく一陸や空三もいる。信津名に春華の局に、大おお奥おくにいた時に仲良くなったお舟ふねやお里さともいる。町にも知り合いや大好きな人達がたくさんいるのだ。

　彼らを救いたかった。たとえこれから自分がどうなろうとも、みんなが助かるのなら悔くいはない。彼らが炎ほのおに包まれていなくなってしまうなんて、絶対に嫌いやだった。

　みこは刀身をぐっと腕に押し当てた。いつもよりひどい痛みが襲ったが、彼らを失う心の痛みに比べれば何でもないと思った。刀身を思いっきり手前に引くと、どくどくと流れる大量の血が、銀色の刃はを赤く染めた。みこは再び天に向かってそれを掲げる。

「お願い！　わたしの祈いのりよ。届いて！」

　跪ひざまずいて祈った。目の端はしに映る江戸城の炎がどんどんひどくなる。もう一刻の猶ゆう予よもない。

　だがどれだけ祈っても、何も起こらなかった。江戸城の炎はとどまる事を知らず、煙がここまで漂ただよってきている。藤菜が勝ち誇ほこったように笑った。

「あっははは。何をするつもりだったのか知らないが、神はお前を見放したようだな。──いいか、お前のようなあの狼おおかみ達に甘えるだけの小こ娘むすめに、俺達を止める事など……」

　ふいに、藤菜が言葉を止めた。どうしたのかと思ってみこは顔を上げる。すると、頰ほおに待ち望んでいた感触が伝わった。




　ぽた……。




　頰に当たったのは冷たい水すい滴てき。それは次々にぽたぽたと辺りに降りそそぎ、あっという間に水蒸気で辺りが白く煙けむる程の土ど砂しや降ぶりとなった。

「あ、雨だとっ。そんな馬ば鹿かな……！　六月になっても一度も降らなかったのだぞ。昼間は雲一つ空になかったのだぞ！　ほんの一いつ瞬しゆん前まで、月がくっきり見えて……」

　藤菜が叫ぶわずかな間に、全身がずぶ濡ぬれになるくらいの大雨だった。みこは自然に浮かんできた笑えみで顔を綻ほころばせる。江戸城に目を向けると、燃えさかっていた炎が心なしか少し弱まった気がした。時間はかかるだろうが、これだけの雨ならば、炎を消すのに役立つはずだ。

　ほっとしたと同時に、がくっと膝の力が抜ぬけた。どうやら傷が深すぎたようだ。腕からはまだ出血している。だがみこはそれを止めようともせず、再び守り刀に浴びせかけた。

「お願い、もっと降って！　全部あげるから。この血をみんなあげるから！」

　いつの間にか泣いていた。涙なみだは雨と一いつ緒しよに地面に流れ落ちていく。それを拭ぬぐう余よ裕ゆうもなく、みこはただ祈り続けていた。だけど、長くはそうしていられなかった。

　ふいに頭が重くなり、寒くてガタガタと震ふるえ出す。息がしづらくなっていた。それが一気に血を流しすぎたせいだと気づく前に、みこは意識を失って地面に倒たおれ込んでいた。
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　諒影は、江戸城の正門である大手門から、堂々と浪人達を率いて攻め入った。興奮して雄叫びを上げる浪人達を背にして、くっと口角を上げる。

　約束の時刻に天守閣に火を放ったのは、家密の将軍就任記念日を祝うという名目で登城していた、諒影の考えに賛同する外と様ざま大名だ。本当は頼伸に頼たのむはずだったが、結局は違ちがう人物に話を持ちかけた。最近の頼伸は、みこだけは助けてやらないかと言ったり、計画をもうすぐ実行するという段階になっても上の空だったりと、様子がおかしかったのだ。そんな彼にこの重要な役目は任せられなかった。それに……と諒影はほくそ笑む。

　もう頼伸はいらない。江え戸ど城じようの情報を流してもらったり、堀ほりのしかけを造る為の幕府の命令状などを用意してもらう為には必要だったが、こうして計画を実行に移した後は邪じや魔まなだけだった。諒影が理想とする新しい世の中には、徳川家の血を引く者は存在してはならないのだ。

　だから諒影は決めていた。これが終わったら、頼伸と彼の手て駒ごまである藤菜の命を奪うばおうと。

　赤い炎が上がる天守閣に目を向ける。徐じよ々じよに大きくなる炎が、やがて江戸城全体を包む様を想像して、腹の底からわき上がる笑いを堪こらえられなかった。

「やっと……やっとだ。これでこの国は変わる、私が変えてみせる！」

　諒影のこの言葉を聞き、妄もう執しゆうだと言ったのは誰だれだろう。父だったかもしれない。

　戦国の時代、豊臣家に仕えていた父は、外様大名として雪ばかり降る東北の小さな藩はんに追いやられた。それでも父は、仕えていた家臣達を路頭に迷わせないよう、幕府のきつい締め付けにも必死で耐たえていた。だがついには武ぶ家け諸しよ法はつ度とに逆らったと謂いわれなき罪を着せられて、藩を潰つぶされてしまったのだ。父は失意の内に、それからすぐに病気で亡くなった。

　子供の頃から賢かしこく、幕府のやり方に不満を持っていた諒影は、怒いかりに任せて江戸城に乗り込んだ。追い返されるかと思ったが、家密とは驚おどろく程あっさり会えた。そして彼はこう言った。

〝外と様ざま大名達は敗北者だ。勝者である徳川家に従うのは当然だ〟と。

　許せなかった。父の苦労を身近で見てきた諒影にとっては、幕府の頂点で悠ゆう々ゆうと暮らす家密も、その傲ごう慢まんな言葉も。怒りで身を焦こがし、その熱に任せて家密に斬きりかかった。だが、一いつ矢しも報むくいる事ができずに、逆に頰に大きな傷を負わされて捕つかまってしまったのだ。

　諒影はその傷に手を当てる。これは自分への戒いましめだ。向こう見ずで何の計画もたてずに家密に斬りかかった自分への。だから諒影は、今度は時間をかけて計画を立てた。家密のすました顔を恐きよう怖ふに引きつらせる為なら何でもできた。その計画が、やっと今夜実を結ぼうとしている。

　高こう揚ようした身体からだが武む者しや震ぶるいを起こしていた。自然と笑みがこぼれてしまう。

　もう少し、もう少しだ。もう少しであの男を────────。

「諒影様、おかしいです！」

　話しかけた浪ろう人にんに、諒影は眉まゆ根ねを寄せた。どうやら興奮しすぎていたようだ。自分とした事が、周りに目を配るのを忘れていた。一体何がおかしいと言うのだろう。

「今いま頃ごろは上覧芝しば居いが始まっているはずですが、舞ぶ台たいの方を見にやらせた者の報告によると、そこには誰もいないそうです。集まっているはずの大名達の姿も見えません」

　ちっと思わず舌を鳴らした。計画をより完かん璧ぺきにしようと、家密の弱点であるみこを手に入れようとして、失敗した。藤菜に彼女を足止めするよう命じたが、おそらくみこが何らかの手段で家密に計画の事を知らせたのだろう。

　思えば彼女は、最初から計画にない異質な存在だった。家密が溺でき愛あいしている少女というだけならまだいい。しかし彼女は、大いなる神じん通つう力りきを持ち、諒影の計画を何度も邪魔しかけて、そしてついには頼伸の気持ちに変化を生ませてしまった。彼女の何がそうさせるのか、諒影には理解できない。だがすべてはもうどうでもいい事だ。彼女が計画の全ぜん貌ぼうを知った時、もう決行の時間は迫せまっていた。たとえ藤菜を振り切って計画を知らせに走ったとしても、大名達が江戸城から逃にげる暇はなかったし、この火を食い止める手だてもなかった。

「城の出入り口は固めてある。まだ外には出ていないはずだ。大名達を見付けだして殺せ」

　浪人達に告げて、天てん守しゆ閣かくに続く階段を上ろうとした諒影は、ふいに足を止めた。そして腹の底からわき上がる恍こう惚こつとした感情を堪えられずに、思わず声を出して笑う。

　銀色の長い髪かみは、数年前と少しも変わっていない。あの時と同じようにすました顔で、そしてあの時と同じように冷たく冴さえた目で、階段の上から自分を見下ろす男。傲慢で思いやりのかけらもないあの男は、化か妖ようの頂点に立つ将軍には相応ふさわしくないのだ。

　引きずり下ろしてやる！　諒影は心で叫んでほくそ笑んだ。

「……家密、会うのは久しぶりだ。だがそんな気は全然しない。毎日毎日、お前の事を思わない日はなかったからな」

　自分でも驚くほどうっとりと呟つぶやいた。家密が冷たい視線で答える。

「相変わらずだな、諒影。その執しゆう念ねん深さには父君も参っておられたぞ」

　諒影は眉根を寄せる。この男は一体何を言っているのだろう。

「お前が父の何を知っている」

「知っているさ。何度か藩の窮きゆう状じようを訴うつたえに江戸城に来ていたからな。私の政策は、外様大名達に幕府に逆らう為ための武力や金を持たせないのが目的だが、本当に貧困にあえぐ藩も出てきてしまうのが難点だ。だからそれを訴えに来る者達には、できる限り直接会って言い分を聞き、本当に苦しんでいるなら内密に手を差し伸のべるようにしている。お前の父君もそうだ」

「馬鹿な事を言うな。父はお前達幕府に謂れなき罪を着せられて、藩を潰されたのだぞ。なぜ今いま更さらそんな噓うそを……！」

「噓ではない。お前が信じているその話の方が真実ではないのだ。……本当はお前の父君に頼まれたのだ。表向きは幕府に逆らった罪で、藩を潰した事にしてくれと。たとえ汚お名めいを着てでも、お前に家か督とくは譲ゆずらないと決めたのだとな」

　諒影はひゅっと息を吞のんだ。家密が何を言っているのか、すぐには理解できなかった。

「父君は自分が病気で長くないと知っておられた。だが唯ゆい一いつの跡あと継つぎであるお前は、子供の頃ころから幕府への不満を公言していた。お前が家督を継ついだら藩に仕える者達まで、お前の思想に巻き込まれてしまう。もしお前が藩主になって、こんなふうに藩士達を扇せん動どうして幕府に刃は向むかいでもすれば、多数の犠ぎ牲せい者しやが出るだろう。それだけは避さけたいと父君が私に相談したのだ」

　わなわなと唇くちびるを震わせる諒影に目を向けつつ、それでも家密が淡たん々たんと言葉を続けた。

「父君は私に頭を下げて、こう仰おつしやった。理由を知らせず廃藩したのではお前は納なつ得とくしないだろうと。だが絶対にお前に藩主としての権力をもたせる訳にはいかない。だから仕える者達には新しい仕事を与あたえて、表向きは幕府に逆らって藩が取り潰しになったようにしてくれと」

「そんなはず……ない。父がそんな事を言うはずが……」

「諒影、お前は良くも悪くも賢すぎるのだ。こんな計画を立てて実行してしまえるほど。そんな所を父君は心配しておられた。私も父君の事があったから、斬りかかってきたお前を本来の罰ばつである死罪にはせずに、島送りにした」

　諒影は思わず息を吞んだ。確かにあの時、軽い罪だとは思った。将軍に斬りかかり殺そうとしたのに、なぜ死罪ではないのだろうと。だがそんな疑問はすぐに消えた。島に送られてからも、島から逃げ出してからもずっと、家密への怒りと憎ぞう悪おで頭がいっぱいだったのだ。

「──噓だ。私をたばかろうとしても無む駄だだ。私はお前を殺す！」

　家密の言う事などでたらめだ。自分のしている事は正しい。食うや食わずで困っている浪人達を救えるのは、自分だけなのだ。諒影はそう心で念じて、胸に広がる疑ぎ惑わくを押し殺した。

　この計画とて、天は自分に味方した。梅雨つゆだというのに一いつ切さい雨は降らず、江戸城の周りを流れる堀のしかけも予想以上の効果を発揮している。乾かん燥そうした空気のおかげで、天守閣に放たれた炎ほのおは驚くほど早く燃え広がっていた。少ない堀の水と、井い戸ど水みず程度で消せるはずがない。

　自分が立てた完璧な計画には、少しの狂くるいも──。




　ぽた……。




　ほくそ笑えんでいた諒影は、一瞬で目を見開いた。持っていた刀に、何かが落ちたのだ。

　まさか……と呟いて、すぐさま天を見上げた。夜空からは、一滴てき、二滴と大おお粒つぶの雨が降り始める。それは瞬まばたきする間に、全身を濡らすほどの土ど砂しや降ぶりへと変わった。

　何が起こったのか、すぐには理解できなかった。ついさっきまでは美しい星々が夜空を彩いろどっていたのだ。だが今は青白く輝かがやいていた月でさえ、雲に隠かくれてしまっている。

「馬ば鹿かな……馬鹿なっ、馬鹿な！」

「この獣気は……」

　家密の呟きにはっとした。彼が見ているのは、道どう三さん堀ぼりの方角だ。そちらに顔を向けると、ここからでも判わかるぐらいの強い獣気を感じた。しかもそれは、化妖の頂点に立つ家密のものとも、毒にまみれた身体で生まれた自分のものとも違う。もっと柔やわらかで、穏おだやかな温かさに満ちていた。諒影はその獣気の正体にすぐに気づいた。

「──おのれ！　おのれ、炎華姫！　あの時殺しておくべきだった」

　昼間会った時、どうして殺しておかなかったのか。家密への切り札になると、欲よくをかいたのがいけなかった。彼女は完璧な計画にできた小さなしみだ。最初は大した事はないと放っておいたが、しみは徐々に広がり、やがて計画全体を別の色に染め上げてしまった。

　諒影の叫さけびを聞いて、家密が強い光を放つ金色の目をこちらに向け、刀を抜ぬいた。

「──お前を生かしておいたら、また私のみこを巻き込むのだろう。ならば決着をつけよう。かかってこい、諒影。もう容よう赦しやはせぬ」

　諒影は薄うすく笑った。もう何も考えたくなかった。今まで信じていたものが、足元からがらがらと崩くずれていく気分だった。だが諒影は唇を嚙かんで、地面をぐっと踏ふみしめた。

　まだだ。まだ、勝負はついていない。心で念じて自分を奮い立たせる。そして家密目指して、一気に階段を駆かけ上がった。

　土砂降りのせいで、天守閣を燃やしている炎が徐じよ々じよに勢いをなくしているのを、ちらりと目の端はしに捉とらえる。だがもうどうでもいい。諒影はほくそ笑んだ。

　目の前の銀ぎん髪ぱつの男を殺しさえすれば、自分の長年の願いは叶かなうのだから。
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「……みこ、よくも！」

　腹に受けた衝しよう撃げきで、みこは意識を取り戻もどした。どうやら蹴けられたらしい。だけどみこは目を開ける事すらできなかった。凍こごえるほど寒いのは、倒たおれ込んだ身体を雨が濡ぬらしているせいだけではないだろう。血を流し続けたせいで、体温が保てなくなっているようだ。

　だけど後こう悔かいはなかった。この豪ごう雨うなら、天てん守しゆ閣かくに上がる炎を食い止められる可能性は高い。それだけではない。きっと流れが滞とどこおっている堀ほりにも、雨水が溜たまるだろう。そうすれば消火の水が確保できるし、町に火が燃え移る可能性もずいぶん低くなる。

　寒くて息も絶え絶えなのに、みこはわずかに微笑ほほえんだ。火が放たれてから、そう時間を置かずに雨を降らせた。みんなが無事な可能性も高いだろう。

　そこへ、誰だれかが再び腹を蹴った。悲鳴を上げる元気もないみこは、ぐっと眉根を寄せる。

「お前のせいで……お前のせいで。主君が殺すなと仰ったから生かしておいてやれば……！」

　血の滲にじむような藤菜の叫びだった。藤菜は藤菜なりに、信じるものの為に戦っているのだろう。それを邪じや魔ました自分を憎にくむのは、仕方ないのかもしれない。

　みこは、世の中には本当に悪い人などいないのではないかと、常々思っていた。ただ人によって考えも違ちがえば、大切なものも違う。その違いのせいで相手を理解できなくて、憎くなってしまうのではないかと。

　こんな自分を楽天的だと、育ての親も同然の雅は言った。ちょっと馬鹿にした言い方だったけれど、みこはそれでもいいと思った。

　たとえ甘いと言われても、できればみこは誰かを憎んだりしたくない。誰かを憎めば争いが起こり、傷つけたり傷つけられたり、そんな事の繰くり返しになると思うからだ。

　藤菜は泣いているのだろうか。藤菜も、徳川家に裏切られたと思って、家密を憎んでいる一人だ。その憎しみが今回の悲劇を招いたのだと思う。

　だからみこは必死で目を開けた。藤菜の顔はすぐ近くにあった。先さき程ほどまでは男だったのに、今は女の姿になっている。自分を睨にらみつけている表情は、まるで夜や叉しやのようだ。

「ごめんね……」

　みこは弱々しく声を上げた。だけど視線は藤菜から逸そらさない。憎しみが招く悲劇で、また新たな憎しみが生まれる。その負の連れん鎖さを、ここで断たち切りたかった。

「ごめんね。だけど、藤菜達の計画を止めないと……わたしの大切な人達がいなくなっちゃうんだ。でも……藤菜だって、ずっとこの計画の為に生きてきたんだもんね……」

　浅い呼吸しかできなくて苦しかった。それでもどうにか手を伸ばして、彼女の頰ほおを撫なでる。

　大奥での彼女がすべて偽いつわりだったなんて思いたくない。みこの料理を食べて美味おいしいと言ってくれたり、一いつ緒しよに買い物をしたりお風ふ呂ろに入ってうわさ話をしたり、そうしてたくさん笑いあった。あの時の藤菜は確かに楽しんでいたと思う。色んな事を教えてくれた親切な藤菜も、優やさしく笑う藤菜も、今ここでみこを睨みつけている藤菜も、みんな彼女なのだ。

「また、甘いって言われるだろうけど、わたしは……藤菜を憎めないよ。今でも藤菜には捕つかまって欲しくないって思ってる」

「何を言ってるの！　いつまでもそんな事を……！」

　藤菜がみこの手を振ふり払はらい、立ち上がってもう一度蹴りつけようとした。だけどみこは身じろぎもしなかった。避けるつもりもなかったし、避けるだけの力はもう残っていなかった。

　みこがまっすぐに視線を向けると、藤菜がふいに動きを止めた。

「わたし達、考えとか……目的が……どうしても合わなかったんだよね……」

　それを口にするのが精せい一いつ杯ぱいだった。寒気はもう耐たえられない所まで来ている。目を開けているのがずいぶん辛つらい。それでも何とか瞼まぶたに力を込めると、藤菜がたじろいだように後ずさる。

「みこ！」

　そこへ声が聞こえた。どうにか顔を向けると、黒い狼おおかみが力強い足で地面を蹴って駆けてくる所だった。大きくて頼たよりになって、ちょっと心配性なのが玉に瑕きず。大好きな声と姿にほっとすると同時に、みこは最後の力を振り絞しぼって腕うでを上げ、近くにいた藤菜をどんっと押した。

「行って……！　もう計画は終わった。江え戸ど城じようの炎は、この雨で必ず消える。あなたでは二海には勝てない。……もう諦あきらめて」

　近付いてくる二海とみこを交こう互ごに見つめた藤菜が、唇をぐっと嚙みしめてきびすを返す。

「私は……私は諦めないから！」

　その一言だけを残して、藤菜が梟ふくろうへと姿を変えた。みこは飛び去っていく藤菜を見つめる。

　次に会う時は、もっとゆっくり話をして、彼女の言い分もちゃんと聞いて、お互たがいにとっての一番いい答えを出したかった。きっとそれはできると、みこは信じている。

　身体からだに降りそそいでいた雨が、ふいに消えた。みこに覆おおい被かぶさるようにしていたのは、黒い狼だ。闇やみ狼ろうといわれる二海の本性は、みこの身体の三倍はある。その大きくて逞たくましい身体で雨からみこを守ってくれていた。

　みこは震ふるえる手で、黒い毛並みを握にぎりしめる。触ふれた所から彼の体温が伝わってきた。

「……会いたかった」

　一言そう呟つぶやくと、ずっと堪こらえていた涙なみだが溢あふれて、止まらなくなった。
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　諒影の血の鞭むちはやっかいだ。江戸城の正門近くで戦っていた家密は、すんででそれを避よけながら舌打ちする。彼の人差し指から流れる血は、まるで生き物のように家密を襲おそう。二海から触れただけで毒に冒おかされると聞いていたから、鞭が届く範はん囲いにはやたらに近寄れない。そして曲線を描えがく鞭は、刀よりもずっと避けにくかった。

　諒影がこちらを睨みながら、くっとほくそ笑んだ。大雨が降り出してから、彼の目から理性が消えかけている事に、家密は気づいていた。

「父と会っていたなどと、噓うそをつくからだ、家密。せっかく一撃げきで殺してやろうと思っていたのに、そんな馬鹿な事を言った罰ばつに痛めつけてやらないとな」

　どうしても、父親の話は噓で片付けたいようだ。それならばそれでいいと家密は思う。

　父親は、毒どく蜘蛛ぐもという親と似ても似つかぬ姿で生まれた息子むすこを恐おそれていた。同じ年頃ごろの子供ともなじめず、一度恨うらんだら普ふ通つうなら考えもつかないような恐ろしい仕返しをするまで諦めない息子の性格を、嘆なげいてもいた。だがそれを今言った所で状じよう況きようは何も変わらないだろう。諒影の心の傷が深くなって、その苦しみから逃のがれる為ために更さらに暴走するだけだ。

　びゅんびゅんと血の鞭がしなって空を舞まう。降り続く豪雨の中、家密は諒影と睨み合った。

「諒影、一度聞いてみたかった。私を殺して江戸城も町も焼き払って、後はどうする気だ？」

「各地に散らばった浪ろう人にん達を集めて、新しい幕府を開く。お前のように傲ごう慢まんな政治ではない、真に平等な世の中を創つくるのだ」

「平等だと……？　ならばお前の都合で焼き殺される町人達はどうなる」

　諒影は少しも動じない。堂々と、家密の目を見返した。

「それは仕方ない。新しい世の中を創るには、犠ぎ牲せいも必要だ」

「だがその犠牲者達は、真面目まじめに働いて毎日を懸けん命めいに生きている者達だ。お前が今の世の中を気に入らないからといって、踏みつぶしていい存在ではない」

　はっきりと言い切ったが、諒影はそれでも微び動どうだにしない。家密は言葉を続けた。

「お前に賛同する大名達もいるようだが、どうせ協力するのは今だけだ。もしお前が私を殺して新しい世の中を創ろうとしても、彼らはすぐに反乱を起こすだろう。彼らは浪人達の事など考えていない。欲しいのは権力だ。将軍としての権力を手に入れようとして、また争いが始まる。そして再び戦国の時代のような乱世となるだろう。お前が望むのはそんな世の中か？」

　諒影の目がわずかに揺ゆらいだ。だがすぐにかっと見開かれて、家密を睨みつける。

「貴様に言われなくてもそのくらいの事は判っている。だが私は利用されたりしない。たとえどんなに強い化か妖ようが私の行く道を阻はばんだとしても、しょせん敵ではない。私に逆らった時点でそいつらは獲え物ものに成り下がる。私の糸で罠わなをしかけて捕とらえてやるさ。今のお前のようにな」

　諒影が目を爛らん々らんと輝かがやかせ、血の鞭を振り上げた。身体からは禍まが々まがしい獣気が溢れている。

「死ねっ、家密！」

　襲いかかる血の鞭を刀で跳はね返し、再び距きよ離りを置く。冷静な顔をしていたが、家密の身体も高こう揚ようしていた。手て強ごわい相手と戦う時、家密の獣としての本能が目覚めるのだ。

　本能に導かれるように、家密の身体が変化を始めた。戦う為の自分の姿を、家密は気に入っている。鋭するどく尖とがる爪つめと牙きばは、相手の身体に二度と消えぬ傷をつける為。四本の足は、攻こう撃げきをより効果的にするよう、地を強く踏ふみしめる為。低く響ひびく唸うなり声は相手を威い嚇かくする為だった。

　銀狼が狙ねらうのは、人の姿でありながら毒の体液を持ち、化妖でも獣でもない毒蜘蛛の本性をもつ者だ。彼の人生はどこで歪ゆがんでしまったのだろう。その本性や生おい立ちを、家密は悲しいと思った。闇狼といわれ、忌いみ子と後ろ指をさされて育った弟も、一歩間ま違ちがえば彼のようになっていたかもしれない。家密の脳のう裏りに、ふと二海の顔が浮うかぶ。

　幼い頃ころは自分の出生や運命を呪のろっていた弟。だが二海はちゃんと自分の道を見付けた。何年前だったか、役者として身を立てると言い切った二海が、少し照れながら話してくれた。

　幼い頃に出会った初はつ恋こいの少女は、絶対自分に会いに来てくれる。だから、その時に恥はずかしい生き方をしているのを、見られたくはないのだと。

　その言葉通り、江戸一番の役者となった二海は、みこと再会した。家密の愛し方とは違うが、彼なりの愛情でみこを包み込んでいる。本能をねじ伏ふせ、理性を保ってみこを愛そうとするそのやり方がどれだけ苦しいかは、同じ狼の家密にはよく判っていた。

　決して口には出さないが、自分には到とう底ていできない愛し方をする二海に、目を見張ってしまう事すらある。どんな苦境に立とうとも、前に進みさえすれば道は開けると、二海は自分の生き方で示しているのだ。

　家密は、酷こく薄はくな笑えみを浮かべている諒影に目を移す。正直、彼が哀あわれだとも思う。だがそんな気持ちを大きな息とともに吐はき出した。生い立ちがどうあれ、生き方を決めるのは自分自身だ。諒影は前を向いて歩けるだけの能力を人一倍持ちながら、違う道を選んでしまった。同情の余地はあるが、許す気にはなれなかった。

　家密は四本の足で、ぐっと地を踏みしめた。そして豪ごう雨うの中を跳ちよう躍やくする。

「馬ば鹿かめっ、近付いたら終わりだというのが判わからないのか！」

　諒影が振り上げた鞭がしなって、上空にいる家密を襲う。だがそれを避けたりはしなかった。

「ううっ」

　くぐもったうめき声を上げたのは、諒影だ。肩かたに鋭い爪を立てられて、わなわなと唇くちびるを震わせている。しかし痛みに顔を歪めつつも、にやりと口元がつり上がった。

「終わりだと言っただろう、家密。私の毒で死ぬがいい！」

　血の鞭は家密の銀の毛並みに覆われた腹部を直ちよく撃げきしていた。そこから地面に血が滴したたっている。

「一度この鞭で傷つけられれば、そこから私の毒が回る。お前の美しい顔が毒でただれて二ふた目めと見られぬ顔になり、身体は痙けい攣れんして泡あわを吹ふいて死ぬ。お前程の獣気の持ち主ならしばらくは耐えられるだろうが、逆にそれも可か哀わい想そうな話だ。死ぬまで時間がかかるならさぞ苦しかろう」

　諒影の顔は、勝利の喜びに溢れていた。だが家密が出した声は、反対に静かなものだった。

「……顔がただれようと、一歩も動けなくなろうとかまわない。私はお前を全力で倒たおすと決めた。このままでは、お前はまたみこを傷つけようとするだろう。それだけは絶対に許さない」

　家密は鋭い牙で、爪が刺ささっているのとは反対の肩に食くらいつく。

「ぐぅっ。正気か……！」

　痛みに顔を歪めながらも、諒影の声は純じゆん粋すいな驚おどろきに満ちていた。体液が毒である諒影に嚙かみつくなど、確かに正気の沙さ汰たではないだろう。血が口に入れば、確実に家密の身体を毒が支配する。だが今完全に倒してしまわねば、みこはこれからもこの男に苦しめられるだろう。

　誰だれかの為に命を投げ出そうとしている自分に、家密は不思議な気持ちを覚えていた。みこを思うと、自分でも信じられないくらい心が穏おだやかになれる。こんな状況なのに、彼女の事を思い出すと、少しだけ笑みがこぼれた。

　穏やかな光の中で笑うみこ。家密が胸焼けしそうな甘い菓か子しを嬉うれしそうに食べている。もっともっと喜ばせたくて、もっともっと色んなものを贈おくってやりたいのに、本当にそうするともったいないと怒おこってしまう。最近はしつこくすると嫌きらわれるのではと、少しだけ考える時がある。誰かに嫌われたくないなどと思ったのは初めてだった。

　みこを幸せにしてやりたい。ずっと笑っていられるような人生を歩ませてやりたい。それが彼女と初めて会った時からの唯ゆい一いつの願いだ。その為に百ひやく獣じゆう国こくで最強の将軍の座を手に入れた。

　だから家密は持てる力をすべて使い、彼女に危害を加えようとするあらゆるものを排はい除じよする。

　たとえ、この命と引き替かえにしたとしても────────。

「家密……うっ、ごほっ！」

　うめくと同時に、諒影が血を吐いた。それが家密の顔にも身体にもかかる。途と端たんにジュッと嫌いやな音がして、銀毛が焦こげる臭においが鼻をついた。触さわるだけで毒に冒されるのは本当のようだ。

「おのれ……おのれ……！」

　諒影が何とか身じろごうとしたが、家密は爪と牙で両りよう肩かたをがっちりと押さえ込んでいた。それでも暴れようとした諒影に目を眇すがめて、肩に食らいついている顎あごに力を込める。

「ううっ……！」

　意識を失い倒れ込むその時まで、諒影は聞き苦しい悲鳴は上げなかった。
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「い、えみつ……？」

　二海に止血をしてもらい、みこはようやく起きあがれるようになった。そして再び狼おおかみの姿となった二海の背に乗って、火災の様子を見に江え戸ど城じようまでやってきていた。予想通り天守閣を包んでいた炎ほのおは、梅雨つゆがまとめてやってきたような豪雨でほとんどが消えたようだ。

　ほっとしたその時、みこは天守閣に続く階段で倒れている銀ぎん狼ろうの姿を見付け、我が目を疑いながらもその名を呼んでいた。彼のすぐ近くには、諒影が肩から血を流して倒れている。

「──家密！　家密っ。嫌だっ！」

　二海の背せから降りたみこは、銀狼に駆かけ寄ろうとした。だがすぐに強いめまいに襲おそわれ、足元がふらつく。まるで世界がぐにゃりと歪んでいるように見えて、立っているのも難しい。耳鳴りもひどくて頭が割れそうだ。大きな神通力を使う為に、血を流しすぎたせいだろう。みこは鉛なまりのように重い身体からだを引きずるようにして、何とか家密の許もとまで辿たどり着く。

　彼はひどく出血していた。なめらかな銀の毛並みはあちこち焼け焦げたように色が変わっている。触ふれた身体はひやりとしていて、その感かん触しよくにみこは震ふるえが走った。

「起きてっ。起きてよ、家密！」

「兄貴、しっかりしろ！」

　冷たくなっていく身体を何とかしようと、みこは雨から守るように銀狼に覆おおい被かぶさった。それでも、彼の体温は冷たい雨に奪うばわれていく。どうやら肩の傷が一番ひどいようだが、致ち命めい傷しようとまでは言えないだろう。おそらく諒影の毒に冒おかされているのだろうと、察しがついた。

　何度も何度も呼びかけていると、やっとそれが届いたのかうっすら銀狼が目を開ける。それと同時に身体が変化を始めた。人の姿に戻もどった家密に、狼の二海が落ちていた彼の着物をくわえてきて着せかける。家密は苦しそうな息の中でも、みこを見付けて少しだけ口元を綻ほころばせた。

「……みこ。濡ぬれるといけない。……顔色も、悪いぞ」

　声は静かだった。そばまで顔を近づけると、家密が頰ほおに流れた涙なみだを舐なめとってくれる。いつも温かい舌でさえ、今は冷たかった。それがどういう状態か悟さとって心の底から怯おびえてしまう。

「喋しやべっちゃ駄だ目めだよ。体力がなくなっちゃう。二海、家密を運んで……ううん。動かすと毒が回るのが早くなるかも。お医者さんをここに呼んできて！」

「俺が呼んできてやる」

　ふいに聞こえた声に、天守閣に続く階段を見上げると、頼伸が腕うで組ぐみして立っていた。彼は辺りの状じよう況きようを見回して、ふんっと鼻を鳴らす。

「家密は俺が殺す。だから今死なれては困るんだ」

　その言葉に噓うそはないと、みこは一いつ瞬しゆんで悟った。彼の家密に対する執しゆう着ちやくは並ではない。自分が一番強いと示す為ために家密を倒したい頼伸にとって、確かに今彼に死なれては困るだろう。

「お願いします！　頼伸様」

　必死で頭を下げると、頼伸がきびすを返そうとして、ふと倒れている諒影に目を留とめた。

「……馬鹿め。家密を殺やるのは俺だと言っておいたのに。俺の獲物を横取りしようとするからそうなるんだ」

　だがその声は雨音に消されて、みこ達の耳には届かなかった。

　天守閣に戻る頼伸を見送って、家密の頭を抱かかえ上げたみこは、慎しん重ちように膝ひざに乗せる。

　みこの三倍はある闇やみ狼ろうの二海が身体全体を使って覆い被さり、家密を雨から守ってくれた。

「膝ひざ枕まくら……温かくて、気持ちがいいな」

　ぽつぽつと話す家密の目が細められ、そのまますうっと瞼まぶたが閉じる。

「眠ねむっちゃ駄目。意識をしっかり保って！　ほら、えっとこの間、隅すみ田だ川がわに花火を見に行ったよね。家密と二海は喧けん嘩かばっかりで。でもあの時の花火すっごく綺き麗れいだった。来年も再来年も、連れて行ってくれるって約束したよね。それに大おお奥おくにいた時は江戸城でお祭りもして……」

　思い出したのか、家密が少しだけ口角を上げてわずかに目を開いた。

「ああ、どれも、楽しかった。……あんなに楽しかったのは、子供の頃ころみこと遊んで以来だ。みこといる時は……いつも楽し……うっ、ごほっ」

　咳せきとともに、口元に血が滲にじんだ。みこはひゅっと息を吞のむ。

「家密……！　お願いだから、しっかりして」

　家密が冷たくなっていくのを感じて、みこは両手で身体をさすって熱を保とうとした。

「もういい、みこ。お前が……無事なら、それでいいのだ……。お前が幸せで、お前が楽しい人生を送れるなら、それで……」

「何言ってるのっ。家密がいなくなっちゃったら、わたしの人生はちっとも楽しくなんかないよ！　これからだって、ずっとずっと一いつ緒しよにいるんだよ……！」

　溢あふれた涙が、家密の顔を濡らす。彼が手を伸のばして、いつものように頰に触れようとした。だがその手は頰に届く事なく、ぱたりと力無く地面に落ちる。

「駄目っ、家密！　目を開けてっ」

　息はあるが、かなり浅い呼吸だった。揺ゆさぶったが、家密の目は閉じられたまま。どんどん冷たくなる身体に、みこは喉のどの奥で悲鳴を上げた。

「このままじゃ……このままじゃ、家密が死んじゃう……！」

　頭の中でぐるぐると色んな事を考えた。二度と家密に会えないなんて絶対に嫌だった。

　彼は冷たい時も乱暴な時もあるけれど、本当はうんと優やさしい。その優しさにみこは何度も救われている。危ない時はいつも背に庇かばって守ってくれた。お菓子が好きだと一度口にしただけで、珍めずらしいお菓子をたくさんくれるようになった。

　お菓子も嬉しいが、自分の言った事をちゃんと覚えていてくれる家密が大好きだ。

（どうすれば、どうすればいいの？　どうしたら家密は助かる？）

　混乱している頭で必死で考えていたみこは、ある事を思い出して、すぐさま腰こしに手をやった。

「おい、みこ、何をする気だ？」

　守り刀を取り出したみこに、二海が眉まゆ根ねを寄せた。

「前にも、二海が受けた諒影の毒を神じん通つう力りきで消したでしょ。今度もできるはず……！」

　あれは神かん田だ明みよう神じんでの事件の時だ。それまで治ち癒ゆの術は成功した事がなかったのに、二海を助けたいという一心で守り刀に血を吸わせ、どうにか成功した。

「だが、あの時すぐに気絶したじゃないか。それにお前はこの大雨を降らせる為に、ずいぶん血を流して神通力を使ったばかりだぞ。またそんな大きな術を使ったら、お前の身体がもたないだろう。炎守様にも守り刀の力は両もろ刃はの剣つるぎ、使いすぎると死ぬぞって言われたはずだ」

　二海の言う通りだ。確かに雅にそう言われた。それでもみこは大きく首を振ふる。

「だけどこのままじゃ家密が死んじゃう。……子供の頃に初めて会った時から、家密は何度も助けてくれた。いつも背に庇って守ってくれた。今度はわたしが家密を助ける番だよ！」

　みこは二海を見つめ、大だい丈じよう夫ぶだという意味を込めて、大きく頷うなずいた。

「わたしね、さっき守り刀を使わなくても神通力がふるえたんだ。多分危険に身をおいたせいで、わたしの身体に眠る炎守としての力が、一時的に目覚めたんだと思う。今も全身に強い獣気がみなぎってる。今のわたしは前のわたしとは違ちがう。今ならわたしは、家密を救える！」

　言い切った言葉と真しん摯しな眼まな差ざしに、二海が戸と惑まどうように目を揺らめかせた。そして、青ざめて息をしているかすら判わからないような家密をみやる。

「……ちっきしょう！　俺は何でこんな大事な時に何もできないんだ！」

　悔くやしそうに唸うなり声を上げた二海は、一度ぎゅっと目を瞑つぶった。だが次に開いた時には、もう彼は決心したようだった。

「みこ、すまない。……無理はしないでくれ。だけど……だけどもしできるのなら、兄貴を助けて欲しい。家族なんだ。いつも一人だった俺を助けて側にいてくれたのは兄貴だけなんだ。……判りにくいけど、本当は優しい兄貴なんだ」

　途と切ぎれ途切れの言葉には、迷いも含ふくまれていた。これ以上みこに負担をかけさせたくない。だけど家密には生きていて欲しい。いつも喧嘩ばかりだが、彼らが互たがいを思い合っているのはみこにも伝わっている。だから安心させるように、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「任せておいて。前に二海の毒を消した時と同じ術を使うだけ。家密は死なない。また三人で手を繫つないで遊ぶんだから。もうすぐ夏になるでしょ。わたし海に行ってみたい。富ふ士じ山さんから出た事ないから、行った事がないの。だから……三人で行こう！」

　楽しい計画を口にするのは、未来への希望を繫げたいからだ。みこの言葉に、二海が頷いた。

　みこは守り刀をすらりと抜ぬいて、家密に向き直る。動作が大きいのはわざとだ。二海に自分は元気なのだと示したかった。なぜなら本当は、みこにも限界がきていて、指先一つ動かすのも難しいくらい身体が悲鳴を上げていた。だけどそれを二海に知られたら、彼はきっと術を使うのを止めるだろう。だから絶対に気づかれてはいけない。

　みこの脳のう裏りに、雅が夢に出てきて口にした言葉が、ふと浮うかんだ。

〝あの狼おおかみ達の目の前で、お前は死ぬ〟

　ここには家密も二海もいる。そしてみこは、もう意識を保つのが難しいくらいに弱っていた。

（大丈夫。わたしは諒影が江え戸どを壊かい滅めつさせる夢の予言を覆くつがえした。今度の夢も変えられるはず）

　みこは腕うでに巻かれた止血用のさらしを解く。傷はまだ塞ふさがっていなくて、何もしなくても血が流れ始めた。その血で守り刀を濡らし、みこは天に向かって祈いのりを捧ささげる。

「家密の身体の毒を消し去って！　神じん炎えん浄じよう化か！」

　その瞬しゆん間かん、家密を赤い炎ほのおが包んだ。豪ごう雨うの中でも消えない炎は、触れても少しも熱くない。彼の傷がみるみるうちに消えていく。この浄化の炎は家密の身体の中を冒す毒をも焼き尽つくしてくれるだろう。息を詰つめて必死で祈っていると、すうっと炎が消え去って、彼の目がうっすらと開いた。そして、かすかに震える唇くちびるがみこの名前を呼ぶ形に動く。

　成功したと、みこは確信した。身体に触れると先さき程ほどよりも温かくなっている。ほっと息をついたと同時に、がくっと身体が頽くずおれる。もう座っている力さえ残っていなかった。二海が自分の名を呼ぶ声をどこか遠くで聞きながら、指先から冷たくなっていくのを感じた。それでも、みこの心は穏おだやかだった。家密を、江戸の町を、諒影の企たくらみから救う事ができたのだから。

「……三人で、また遊ぼうね。約束だよ……」

　やっとの事で口にした言葉だったが、それを現実にするのは少しばかり難しいかもしれなかった。なぜなら今まで見た事がないほど暗い闇やみが、みこを深い深い眠りへと誘さそっているのだ。

　それが、いつ覚めるともしれない眠りだと、自分でも判っていた。
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　二海は江戸城にある家密の部屋で、布ふ団とんに横たわっているみこの真っ青な顔を見つめていた。握にぎった拳こぶしが痛いほど震ふるえている。諒影の事件から三日経たったが、その間みこは一度も目を覚まさないのだ。手の平をみこの口元にかざして、息を確かめる。かなり弱いが何とか呼吸している。それでやっと安心するのだが、身じろぎ一つしないみこが心配になって、すぐにまた息を確かめる。この三日間、ずっとそんな事を繰くり返していた。

「二海、少し眠ねむれ」

　みこを挟はさんで反対側にいた家密が、自分と同じやつれた顔で一言呟つぶやいた。

「いや、兄貴こそ眠れよ。みこが諒影の毒を消してくれたけど、まだ完全に元気って訳じゃないだろ。それに事件の後始末にも追われてるはずだ。俺よりよっぽど疲つかれてるだろ」

「いいや、身体からだはもう何ともない。それに諒影の一味や江戸城の火災の後始末は、信津名が仕切っているから大丈夫だ。あれも後こう悔かいしているのだ。お前がみこを心配して迎むかえに行こうとしたのに、止めてしまったと。あの時お前を行かせていれば、こんな事にはならなかったと」

　二海は首を振った。信津名は悪くない。あの時いくら家密の立場が悪くなると言われたとはいえ、彼を振り払はらってでも捜さがしに行けばよかったのだ。いや、そもそも上覧芝しば居いの為ために登城する時に、自分でみこを吉よし原わらに迎えに行けばよかったのだ。しかし役者達と大道具や小道具の職人達を連れて木こ挽びき屋として登城するのに、座長の二海がいないという訳にはいかなかった。だからみこが一陸に大丈夫だと言ったというのを信じて、煙助に任せてしまったのだ。

「誰だれのせいでもない。俺のせいだ。みこを守るとあんなに約束したのに……。最後の最後で目を離しちまった。俺がもっとしっかりしていたら……！」

　みこが倒たおれてから三日間。ずっと同じ後悔が心で渦うずを巻いている。二海にとって上覧芝居は一世一代の大勝負だった。幼い頃から忌いみ子と蔑さげすまれ、江戸城では居場所もなくて小さくなって生きていた。そんな自分が江戸城で上覧芝居をするのは、名めい誉よ以外にも違う意味があった。

「心のどこかで、江戸城で上覧芝居をやったら、俺を蔑んでた奴やつらを見返してやれると思ってた。『家春』が『二海』だと判らなくてもいい。俺は町中で立派に生きてるって示したかった。だけど……俺はみこには芝居よりお前が大事だと言ったんだ。あの時、どんなに忙いそがしくたって、ちゃんとみこを吉原に迎えに行くべきだった」

　一向に目を覚まさないみこが心配で心配で、つい心の声が口をついて出た。正面にいた家密が、すっと目を伏ふせる。

「二海。後悔しているのは私も同じだ。吉原で見付けた時に、すぐに連れて帰ればよかった。諒影の企みを止められるのがみこだけだとしても、この件に関かかわらせるのではなかった。みこがこんな目に遭あわずとも、他ほかにも諒影を止める手段はあったはずなのだ」

　家密がそっとみこの左手を握った。二海もみこの右手を握る。あまりに冷たくて、二海の身体がぞくっと震えた。それは今まで味わった事のない、底なしの恐きよう怖ふのせいだ。

　先程みこを診しん察さつした医者が、目が覚めないのは血を流しすぎたせいだと言った。手を尽くしたが、このまま体温が上がらなければ、もう明日の保証はできないと。

　体温が徐じよ々じよに下がっているみこを目の前にして、自分は何もできないのだろうか。このまま呼吸が止まってしまうまで、ただじっとこうして見ているだけしかできないのだろうか。

「みこ、みこ。しっかりしてくれよ。お前の命と引き替かえに、江戸の町は救われた、そんな美談、俺はいらないんだ！　もう何もいらないから、頼たのむから目を覚ましてくれ」

　両手でみこの手を包み込む。小さな手だった。子供の頃ころ、この手を差し伸のべて一いつ緒しよに遊ぼうと笑いかけてくれたみこの事を、二海は今まで片時も忘れた事はなかった。

　明るくて楽しくて、おてんばだけど優やさしいみこ。再会できた時は天にも昇のぼる心地ここちだった。女の恰かつ好こうをしていたと知られるのが恥はずかしくて、つい本当の事を言うのが遅おそくなってしまったが、変わらないみこの様子を知って、嬉うれしくてたまらなかったのだ。

「夏になったら、この間みたいに花火を見に行ったり、お前が行きたがってた海にも連れていってやるぞ。秋になったら食い物もうまくなるし、紅葉もみじ狩がりもいいよな。冬はみんなで雪合戦だ。お前好きそうだよな。負けず嫌ぎらいだからむきになって雪玉投げそうだ」

　その光景が、容易に頭あたまに浮かんだ。楽しそうに遊ぶみこの姿を、もう一度見たい。

　家密が少しだけ口元を緩ゆるませた。きっと自分と同じ光景を思い浮かべているのだろう。

「そうだな。また一緒に遊びに行こう。みこが楽しんでいる姿を見ると、私まで心が穏やかになれるのだ。お前がいつも笑っていられるように、手を尽くしたつもりだったのだが……」

　家密の視線がすっと伏せられる。二海にはその気持ちが痛いほど判わかった。ぐっとこみ上げてくる感情に耐たえきれず、思わず声を上げていた。

「……みこ！　死ぬなんて、絶対に許さない！　お前は生きるんだ。生きてもっともっと笑うんだ。その為だったら、俺の命を全部やる。だから頼む。目を覚ましてくれ！」

　みこの右手を自分の頰ほおに押し当てた。何の反応も示さない彼女に、今まで感じた事のない恐怖がわき起こる。この身が裂さかれるより、彼女を失ってしまう事の方が、ずっと耐えられない。

　家密が同じように、みこの左手を頰に当てた。

「目を覚ますのだ、みこ。お前が私を見てまた微笑ほほえんでくれるのなら、私ももう何もいらない」

　将軍になり、江戸一番の役者となった自分達兄弟だが、幼い頃から本当に欲しいものは一つだけだった。そのたった一つ欲しいものが、今まさに乾かわいた砂のように指の隙すき間まから落ちていこうとしている。だが諦あきらめるつもりは絶対にない。

　二海は家密と二人、冷え切った身体を少しでも温めるように、それぞれ握ったみこの手に口づけていた。
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「みこ、起きるのだ」

　聞き慣れた声は、雅のものだ。唐とう突とつに目覚めたみこは、一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのか判らなくて混乱した。どうやら富士山の社にある雅の部屋のようだ。奥に下げられた御み簾すを目の端はしに捉とらえてそう思う。いつもその奥にいるはずの雅が、みこのすぐそばで座っていた。

「……雅様、その般はん若にやのお面ずいぶんとお気に入りなんですね。いつもその日の気分でころころ変えるくせに。確か春華の局様にもらったんでしょう？」

　寝ねぼけているのか、最初に気になったのは、自分でもどうでもいいなと思うような事だった。

「ああ、生き神らしく怖こわい感じになるから、これを使えと春華が手紙に書いてよこした。無む駄だすぎるくらい綺き麗れいな顔なのに、見せられなくて残念ですね、だそうだ。あいつは本当に昔から腹の立つ女だ。あいつぐらいだぞ。私に逆らってばかりいる女は」

　ぶつぶつと話す雅が、何だか珍めずらしかった。まるですねているような印象さえある。いつも冷静で感情を高ぶらせる事がないのに、こんなふうに誰かの事を話すのは初めてかもしれない。

「……いや、春華だけではないな。私の言う事を聞かないのは」

　雅がこちらを見ているのに気づいて、みこは慌あわてて起きあがろうとした。家族同然に暮らしてきたが、雅は生き神である炎守だ。礼れい儀ぎはわきまえている。彼の前で寝たまま話すなんてできなかった。だが不思議な事に、畳たたみに横たわった身体は、指先一つ動かせない。

「あれ？　よいしょっ……あれ？」

　かけ声だけが勢いよく部屋に響ひびいている。痛みも何もないし、それどころか寝ね起おきのだるい感覚もないのに、どういう訳かぴくりとも動けない。

　やがてみこは、これが普ふ通つうの状態ではないと気づいた。部屋の中が急にぐにゃりと歪ゆがんだのだ。まるで手を突つっ込んだせいで、水面に映っていた景色が歪むのとよく似ていると思った。

「これって……いつもの夢なんですよね？」

　顔も動かせないから、目だけを雅に向ける。歪んだ景色の中で、彼だけが形を保っていた。

「ああ、夢だ。──お前が死ぬ間ま際ぎわ、最後に見ている、な」

　衝しよう撃げきに、声が出なかった。そして江え戸ど城じようで起こったすべての事を思い出す。

「……あ、家密、家密は？　それに二海も、煙太さんも……！」

　声を荒あららげたが、身体がどうしても動かない。じたばたする事さえできないのだ。

「みこ！　お前の身体は死にかけているのだぞ。この歪んだ夢でさえ、もうすぐ見られなくなる。それはお前が死ぬ時だ。そんな時まで他人の心配をするのか」

　一いつ喝かつされたが、それでもみこは家密と二海の名を繰り返した。雅が一つ息をつく。

「……あいつらは無事だ。お前が神じん通つう力りきで毒を消したおかげで、家密も生きている。煙太とは……あの猿さるだな。あいつも重傷だったが、命は取り留めた。諒影も江戸城を襲おそった浪ろう人にん達も役人達が捕とらえた。……そして、私は毒どく蜘蛛ぐもの夢を見なくなった」

　その言葉が意味するものに気づいて、みこは心の底から安あん堵どの息をもらした。雅が未来を予見する夢を見なくなった。それはつまり、江戸は壊かい滅めつしないという事だ。そして諒影の企たくらみが、完全に潰つぶれた事も意味していた。江戸城に放たれた火も早いうちに鎮ちん火かできたようだったし、被ひ害がいは最小限にとどめられただろう。

　嬉しかった。大切な人達が無事に生きている事が何よりも。嬉しくて嬉しくて頰に流れた涙なみだを、雅が手ですくった。

「喜ぶのは早いぞ。お前は私の忠告を無視したな。あの狼おおかみ達の目の前で、お前は死ぬと予言したはずだ。だから十分気をつけろと。お前はこうなると判っていて、家密を助けたな」

　口調は静かだが、声に怒いかりが含ふくまれている。みこは少しだけ視線を落とした。

「でも、炎華姫であるわたしは、雅様の夢を変えられる。だからそれに賭かけてみたんです」

「なるほど。そして賭けた結果、負けた訳だな。お前でも負けた代だい償しようは払わねばならないぞ」

　それが死なのだろうか。家密にも二海にも、もう会えなくなってしまうのだろうか。

　そう考えた途と端たん、冷たい氷を当てられたように背筋がぞっとした。急に恐怖が身体も心も支配する。死ぬのが怖い訳ではない。みんなを助けられたのなら本ほん望もうだ。だけど、家密と二海に二度と会えないなんて耐えられなかった。嗚お咽えつを漏もらすと、雅がすっと右手を挙げた。そこにぼうっと炎が現れる。目だけを動かしてそれを見つめると、炎の向こうに何かが見えた。

「二海、家密……！」

　炎の向こうには大好きな二人がいた。家密は皮ひ膚ふをも焦こがす毒を受けたというのに、その白い細ほそ面おもての顔には傷一つない。二海もどこも怪け我がはしていないようだ。彼らは広い畳の間で、布ふ団とんを挟はさんで座っていた。その布団に横たわっている人物を見て、みこは目を見開く。いつも鏡で見ている顔は青白く、ぴくりとも動かない表情は、息をしているのかも定さだかではなかった。

（あれは、わたし。もうすぐ死んでしまう、わたし）

　二海と家密がみこの顔と同じように青ざめた表情で、必死に呼びかけている。何を言っているのか気になったが、ここには声までは届かないようだ。二人とも何かを我が慢まんしているような、焦あせっているような顔をして、みこの手を片方ずつしっかりと握にぎっていた。二人が今にも泣いてしまいそうな気がして、みこはとっさに声を上げる。

「家密、二海。大だい丈じよう夫ぶだよ、わたしはここにいるよ」

　すぐに立ち上がって、二人の許に行きたかった。きっと目を覚ませば、二人はみこが大好きな優しい笑顔を見せてくれる。どちらが好きかと二海も家密も聞くけれど、どちらなんて選べない。だけど、これだけは言える。二人はみこにとっての『特別』だ。

　これはきっと、友達とは少し違ちがう好きなのかもしれない。考えると、心がほんわかと温かくなって、優しい気持ちになる。会えなくなったらと思うだけで、いてもたってもいられなくなる。ずっと一緒にいたくて、その為ためなら何でもできる気がする。

　だけど、みこの身体は言う事をきかない。どんなに頑がん張ばっても顔も足も指さえ動かせない。

「みこ、無駄だ。諒影が江戸城に乗り込んだ日から、三日経たっている。現実のお前は、その間ずっと意識を取り戻もどせないでいるのだ。このままなら、今晩にでも死ぬだろう」

　冷たくて抑よく揚ようのない声だった。だけど当然かもしれない。雅は最初から守り刀の力を使いすぎると死ぬぞと警告してくれていた。そして、みこが死ぬ夢を見たと、教えてくれてもいた。

　それを無視したのは自分だ。目をぎゅっと瞑つぶったみこを見て、雅が一つ息をつく。

「……だが、助けてやってもいい」

　慌てて目を向けると、雅は立ち上がってこちらを見下ろしていた。

「ほ、本当ですか？　助かる方法があるんですか？」

「ああ、身体が弱りすぎているから絶対ではないが、私の神じん通つう力りきで癒いやせば、あるいはな」

「絶対じゃなくてもいいです。やってみて下さい。お願いします。何でもしますから！」

　二人にまた生きて会いたかった。いつも彼らが抱だき締しめてくれるけど、今度は自分が抱き締めてあげたい。そして無事だと教えて、二人を安心させたかった。

「いいだろう。では私もお前を助ける為に全力を尽つくそう。──ただし、条件がある」

　雅の声がふいに凜りんとして響いた。

「何ですか？　わたしにできる事ならなんでも……！」

「無事に目が覚めたら、すぐに富ふ士じ山さんに戻るのだ」

「────え？」

　言葉を理解するのに、少しばかり時間がいった。目を瞬またたかせていると、雅が話を続ける。

「何を驚おどろく。お前は私の跡あと継つぎだろう。それに元々諒影の企みを止める為に江戸に行かせたのだ。それが終わった今、どうして江戸に残る必要がある」

　理路整然とした言葉に、愕がく然ぜんとした。どうして忘れていたのだろう。いや、ちゃんと考えてはいた。近い将来そうなるだろうと。だけど、なるべく考えないようにしていた。

「そんな……でもそれじゃ、家密と二海に会えなくなる……」

「そうだな。彼らは肉にく食しよく獣じゆうだ。結界が張られた社には近付けぬ。以前は春華にやったお守りで乱入したが、もうあれは使えない。二度と会う事はないだろう。私としてはせいせいする」

　本気でそう思っている口調だった。みこは目を見開いて、必死で雅を見上げた。

「い、嫌いやで……」

「嫌ならそれでいい」

　みこの言葉を予測していたのか、雅はすぐさまそれを遮さえぎった。

「どうしても戻るのが嫌ならば、私はお前を助けない。──いいか、冗じよう談だんでもお前を試している訳でもない。私は本気だ。たとえ今すぐお前が死んでも、私は助けない」

　きっぱりと言い切られて、みこは返す言葉を失っていた。今までずっと一いつ緒しよに暮らしてきた雅。育ての親も同然だ。確かに厳しいけれど、こんな事を言われるなんて思ってもいなかった。

「……少し昔話をしよう。私も昔、好きな女性がいた。だがその時既すでに炎守の跡継ぎとして富士山に入る事が決まっていた。そして私は、彼女を強ごう引いんに富士山に連れ去る事はしなかった」

　初めて聞く話だった。目を見開いていると、雅が話を続けた。

「しょせん、我々は神しん獣じゆう鳳ほう凰おうへの生け贄にえだ。百ひやく獣じゆう国こくに住む者達の為に、この身を神獣に捧ささげ、神の声を聞いて国へ降りかかる災さい厄やくを遠ざける。今回のようにな。私はこの運命に愛する女性を巻き込みたくなかった。社から一歩も出られないような生活など、させたくなかった」

　言葉を句切り、般はん若にやの面がこちらを見下ろす。面の中の雅は怒おこっているのだろうか、それとも、泣いているのだろうか────。

「その時の別れは耐たえ難がたかった。私の心に一生癒いえぬ傷を残すほど。──だからみこ、お前も江戸にとどまるのはこれまでにしろ。必ずあの狼達と別れる時はやって来る。長く一緒にいて絆きずなを深めれば深めるほど、別れる時の痛みはひどくなる。お前には、きっと耐えられない」

　雅の言いたい事は理解できた。雅も苦しい別れを経験したのだろう。その気持ちは痛いくらいに判わかる。それでもみこは、じっと雅を見つめた。そしてある決意を持って、口を開く。

「──だったら、わたしを見捨ててくれていいです」

　声は凜としていて、静かだった。雅が息を吞のむのが聞こえた。

「何を言っている、みこ！」

「家密と二海とは、もう深い絆ができています。幼い頃ころに結ばれた友情という細い糸が、再会してから、うまく言えないけど別のものに変化して、その糸はもう切っても切れないくらいに太くなっているんです。もう彼らに会わないで暮らすなんて考えられない」

　ふいに、雅の声以外物音一つ聞こえなかった異質な空間で、耳に何かが届いた気がした。何だろうと耳を澄すまそうとすると、雅がみこの隣となりで膝ひざをつく。

「そんな事を言うと、本当に助けぬぞ」

「かまいません。生きのびても二人に一生会えないのなら、わたしの人生は一体何の意味があるんでしょう？」

　口にしつつも、みこは耳に集中した。聞こえるのだ。優やさしい何かが。温かい何かが。

「雅様、わたしは江え戸どに行って色んな事を学びました。閉じこもってばかりの社の生活では絶対に味わえなかった事ばかり。それに、大好きな人達ができたんです。家密や二海だけじゃなくて、たくさんたくさんできたんです。彼らに会えないのは、きっと死ぬより辛つらい」

　涙が一筋流れた。だがそれは悲しい涙ではない。先さき程ほどから耳に届いていたのは声だった。その声が誰だれのものなのか判った途端、嬉うれしくて泣けてしまったのだ。

「彼らと長くいたら、きっと傷つくと雅様は言うけど、そんなの判らないじゃないですか。雅様は好きな女性と別れた時、すごく辛かったんだと思う。でも人それぞれ考え方も、ものの感じ方も違う。わたしが雅様とまったく同じ辛さを味わうとは、限らないじゃないですか」

　般若の面が、みこのまっすぐな視線からやや逸そらされた。

「将来、雅様の跡あとを継つがなきゃならないのは、ちゃんと判っています。逃にげるつもりもありませんし、その時がきたら逆らいません。でも──今はまだその時じゃない」

　雅は親同然だ。育ててもらったし、何度も助けてもらったし、感謝もしている。今まで彼に逆らった事などない。だけど、今はどうしても従えなかった。

　みこには、雅の他ほかにも大切な人達ができたのだから────。

　ふと、みこは手に熱を感じた。久しぶりに感じる温かさに、みこは思わず笑みをもらす。

「お前……どうして笑えるのだ？」

　言われて初めて、みこもそれに気づいた。今まで瞬き以外何もできなかったのに〝笑えた〟のだ。それがなぜかは、みこにも見当がついていた。炎ほのおの向こうに見える二海と家密が、布ふ団とんで眠ねむっている自分の手に口づけている。今まさに、同じ部分から熱が生まれてきているのだ。その熱は徐じよ々じよに手から腕うでへと広がり、胸にまで届いてほんわかとした力を心に宿してくれた。

　そして熱は腹へと続き、冷たくなっていた足先を温めてくれる。全身がぽかぽかした途と端たん、先程から聞こえていた声が、今度ははっきりと頭の中で響ひびいた。

〝みこ、しっかりしろ！〟

〝みこ、目を覚ませ〟

　舞ぶ台たいでよく響く自じ慢まんの低い声は二海。そしてあまり抑揚はないけれど、優しい響きを持つ声は家密。みこは彼らの声に答えるつもりで、小さく頷うなずく。それを見て、雅が息を吞んだ。

「お前……！　動けるのか。まさか、お前の身体から溢あふれているのは獣気か？　守り刀も使っていないのに、どうしてこんなに強い獣気が……？」

　雅同様、みこも驚いていた。みこに流れる神獣鳳凰を宿す事ができる特別な血。それには肉食獣とはまた違う、だけど彼らよりもずっと強い獣気が眠っていた。しかし、みこはまだ炎守になる為ための儀ぎ式しきをしておらず、神獣鳳凰の獣気が宿った守り刀を使わなければ、その血に流れる獣気を外に放つ事ができないはずだった。

「そういえば、諒影の企たくらみを止めようとした時、守り刀の力を借りなくても神通力が使えました。危険に身を置いたせいで一時的に炎守としての力が目覚めたのかと思ったんですが……」

　目を丸くして、自分の右手を見つめた。そしてまた気づく。先程までは動かなかった右手が顔の前にある。指を曲げてみると、違い和わ感かんもなくぎゅっと拳こぶしが握にぎれた。

「み、雅様、わたしに何かしたんですか？」

「いいや、私は何もしていない。それに今の話はおかしいぞ。炎守としての力は儀式をしなければ、決して使えないはずだ。守り刀なしで神じん通つう力りきがふるえるはずがない。もしそれができたというなら……。みこ、お前はやはりそうとう無理をしているのだ。その反動は必ず来るぞ」

　雅がそこで言葉を止め、はっとしたように息を吞んだ。

「……お前の身体からだから、生命力に満ちた獣気を感じるぞ。これはお前だけのものではないな。だが一体誰の……」

（それって……もしかして、二海と家密？　二人がわたしを助けようとしてくれてるのかな。だって聞こえる。わたしを呼ぶ声が。さっき指先から温かくなったのは、二人が手を握ってくれてるから。彼らがわたしに生きる力を与あたえてくれてるんだ）

　雅が作った炎の向こうでは、二人がみこの手を握って必死に声をかけていた。その声は、みこの頭に直接響いている。

「聞こえる、聞こえるよ。すぐに帰るよ。心配しないで」

　炎の向こうにいる二人に向かって呼びかける。だがこちらの声は届かないらしい。みこは急いで身を起こした。少しふらつくけれど、身体は何ともない。

「みこ、行くなと言っているだろう」

　雅の声は真しん剣けんだ。般若の面と同じく、素す顔がおも怒いかりの表情を浮うかべているのに違ちがいない。それでもみこは正面から向かい合い、凜りんとした声を上げた。

「わたしは──今は帰りません」

　予想していたのか、雅は声を荒あららげなかった。代わりに地の底を這はうような、低い声を出す。

「どうしても、か？　もしそのつもりなら、私はいかなる手段をもってしても、お前を連れ戻もどさねばならなくなる。それが何を意味するのか判っているのだろうな。私が本気になれば、あの毒どく蜘蛛ぐもよりももっと恐おそろしい手段で、狼おおかみ達が住む江戸の町を襲おそうかもしれぬのだぞ」

　冗談ではないだろう。みことは比べものにならない神通力を持つ雅。本気になれば、それこそ江戸の町を壊かい滅めつさせるぐらいできるはずだ。

「でも雅様は、江戸の町に手を出さない。だってわたしを江戸にやってまで諒影の企みを止めようとした。わたしに何かあれば跡継ぎがいなくなってしまうのに。それは江戸の町もそこに住む人達もとても大事だから。だからわたしを連れ戻す為なんかに、町を攻こう撃げきしたりしない」

　はっきりと言い切った。反論がないのは図星だからだろう。

「ごめんなさい。わたしはちゃんと時が来たら富士山に帰ります。だから今は時間を下さい」

　雅に深く一礼した。今まで育ててくれた事への、せめてもの礼だった。後ろ髪がみ引かれる思いだったが、そのまま背を向ける。背後で雅の声が聞こえた。

「あの狼達はお前の為にならない。私はどんな手段を使ってでもお前を連れ戻す。必ずだ！」

　みこは振ふり返らなかった。今まで散々面めん倒どうを見てもらいながら、不義理をしたと思う。だが今すぐにでも、家密と二海に会いたいと思う気持ちは止められない。たとえそれが親同然の雅との決別になったとしても。

　みこは前を見つめて、しっかりとした足取りで新しい道への一歩を踏ふみ出した。
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「……みこ、みこ、しっかりしろ！」

　声に導かれるように、みこはふっと目を覚ました。寝ねていたのは広々とした座ざ敷しきだった。開いた襖ふすまの向こうに見える広大な庭園には見覚えがある。どうやらここは江戸城のようだ。

　布団に寝かされていたみこのすぐ目の前に、息を吞んだ表情の家密と二海の顔があった。目を見開いて動きを止めている彼らの顔に、みこは両手を伸のばしてそっと触ふれる。

「……おはよう」

　ゆっくりと微笑ほほえむと、心配そうだった二人の表情が、一気に綻ほころんだ。そして二人同時にみこを布団ごと両側から抱だき締しめる。二海が満面に笑えみを浮かべて、みこの頭を撫なでた。

「目が覚めた……！　本当に本当に目が覚めた。よかった、無事で……！」

　家密がみこの頰ほおに手を当て、肌はだの感かん触しよくを確かめるように指先を動かした。

「ああ、体温も先程より上がったようだ。これなら大だい丈じよう夫ぶだ」

　彼らが涙なみだぐんでいるように見えて、驚おどろいて目を丸くする。二人が同時にみこの手を握った。

「三日も目が覚めなかったんだぞ。すごい熱が出たり、そうかと思ったらびっくりするぐらい冷たくなったり。医者がもう無理だろうって……」

　二海もずいぶんとやつれていた。頰が少しこけて、精せい悍かんさが増している。きっとみこが眠っている間、ずっと看病してくれていたのだろう。左手にいる家密も、少し瘦やせたようだった。

「二海から聞いたぞ。なぜ無む茶ちやをして私を助けた。お前が苦しむぐらいなら私は……」

　みこはゆっくりと首を振った。そして二人を交こう互ごに見つめる。

「だって、もう家密と会えなくなるなんて嫌いやだったの。あの時、きっと二海が同じ目に遭ってても、わたしは同じ事をした。二人が大事。命よりも──大事」

　みこは二人が握っている両手に力を込めた。

「わたし、夢を見てた。雅様が出てくる夢を……」

　夢の出来事を詳くわしく話して聞かせた。雅に帰って来いと言われた事。だが家密と二海とは離はなれられないと、彼に背を向けてしまった事。雅の神通力は二人も知っている。彼らは雅に、みこに何かあったなら、相応の目に遭わせると脅おどされてもいた。

　だから少しだけ怖こわい。雅に逆らった事を聞いたら、二人はどんな反応をするのだろうと。

「みこ……」

　家密の抑よく揚ようのない声を聞いて、怖いと思ったのは初めてかもしれない。思わず首を竦すくめると、家密が空いている手で、もう一度頰を撫でてくれた。

「それでいい。よくやったな。これからの事は私達に任せておけばいい。たとえお前自身が富士山に戻りたいと言ったとしても、絶対に帰しはしない」

　大きく頷いたのは二海だ。目にかかったみこの前まえ髪がみをかき上げて、そのまま頭を撫でる。

「ああ、何があったって、俺達が必ずお前を守ってやる」

　二人が同時にみこの頰に唇くちびるを寄せた。そこからゆっくりと彼らの体温が伝わってくる。身体だけでなく心までぽかぽかと温めてくれる口付けだった。それが少しだけくすぐったくて、だけど砂糖菓が子しのように甘く感じられて、みこは嬉うれしさのあまり思わず微笑んでいた。
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「みこ、三日も飲まず食わずで眠っていたのだ。少し食べた方がいい。粥かゆを用意させたから、私が食べさせてやろう」

「あ、家密。わたし自分で食べられ……」

「兄貴に看病は無理だって。俺が食べさせるからそのお粥よこせよ」

「いや、二海。だからわたし自分で食べられ……」

　先さき程ほど医者の診しん察さつが終わり、このまま養生すれば回復するだろうと言われて、みこはほっとしていた。みこ以上に安あん堵どの表情を見せた家密と二海は、ただいま布団を挟はさんでお粥が入った土ど鍋なべを奪うばい合っている最中だ。

「二海、上覧芝しば居いの用意があるだろう。火事の騒さわぎで延期にはなったが、今度はきちんと準備して大々的にやってもらうと信津名が言っていたぞ。さっさと芝居小屋に戻って稽けい古こをしろ」

「みこを置いて帰れる訳ないだろ。それより兄貴、みこはまだ具合が悪いんだから少しは静かにしてろよ。まったく本当に口うるさいったらないぜ。兄貴なんかみこがこんなにぼろぼろになってまで、助ける必要はなかったんだ」

　ふんっと鼻を鳴らした二海の言い分に、みこは思わず耳を疑った。

「え？　二海。火事の時、家密を助けてくれって……」

「そんな事は言ってない。お前の空耳だ」

　二海が真面目まじめな顔でそう言い切った。家密が目から火花を散らす勢いで二海と睨にらみ合う。

「そういえば二海。お前は後見人のくせに、危険な目に遭っているみこを助けられなかったな。こんな頼たよりない男に私のみこは預けられない。このままここで養生させて、身体がよくなったら今度こそ私の妻にする」

「はっ。何を言ってるんだよ。動かすなって医者に言われたから江え戸ど城じようにとどまったが、みこの目も覚めたしすぐにでも帰るぜ」

　再び二人のいつもの言い合いが始まったようだ。横たわったみこを挟んで、互たがいの胸むなぐらを摑つかんで睨み合っている。少々呆あきれもするが、それでもみこは、また三人でこうしていられる事が嬉しくてたまらなかった。苦笑しつつ、二人の着物の裾すそをくいくいっと引っぱる。

「もう、喧けん嘩かは嫌だっていつも言ってるでしょ。わたし、病人なんだからゆっくり休ませて」

　思いの他ほか、この言葉は効いたようだ。家密と二海の顔色が一いつ瞬しゆんで青くなった。

「みこ、どこか痛むか？　ああ、もう、兄貴が変な事ばっかり言うから」

「いいや、二海がうるさくするからだぞ。みこ、可か哀わい想そうに。大丈夫か？」

　家密がみこの頰に手を触れ、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。そして掛かけ布ぶ団とんを上げて隣となりに入りこむ。

「何をやってるんだよ、兄貴！」

「みこの身体からだがまだ少し冷たい。だから温めてやろうと思ってな」

[image: ]

「だったら俺が温める。俺の方が身体がでかくて体温が高いからな」

　今度は反対側に二海が入りこんだ。いつも寝ている布団よりは大きいから三人で寝られない事もないが、二人ともぴったりとくっついてくるので、正直苦しい。

（うーん、まあいいか。こうしてるのも、幸せだし）

　息苦しいけれど耐たえられない程ではない。それに、もう二度と会えないかもしれないと本気で思った彼らとこうしていられるのは、何より嬉しかった。二人から伝わるぬくぬくとした体温が、冷えた身体に心地ここちいい。みこはほっとしつつ、ずっと気になっていた事を聞いてみる。

「……ねぇ、煙太さんは無事なんだよね？」

　雅は大丈夫だと言っていたが、やはり心配だった。右手にいた二海が頷うなずく。

「ああ、あいつも傷だらけだったが、大丈夫だ。見た目ほど傷が深くなくてな。まあ完全に元気って訳にはまだいかないが、必ずよくなる。それから梅元屋の用心棒達、お前の手伝いをしてくれたんだろう？　あいつらも無事だ。痣あざだらけだが、もうぴんぴんしてるよ」

　それを聞いて、心の底からほっとした。家密から江戸城の火災も大雨のおかげで早めに消火でき、けが人は出たが奇き跡せき的に死者はいなかったと聞いて、更さらに安堵した。

「……家密。あの、弦庵さんはどうなるのかな？」

　呟つぶやいて、そっと左手に目を向けると、家密がふっと微笑んだ。

「堀ほりに造ったしかけは私も見たが、見事としか言いようがなかった。運河と堀が張り巡めぐらされている江戸であのしかけを使えば、水害がかなり減るだろう。あの男が何も知らなかったのも本当だろうし、取り調べには素す直なおに応じて協力もしている。だからあのしかけを今度は町の為ために役立てるという約束で、しばらく監かん視しはつくが自由にする事にした」

　みこは満面に笑みを浮うかべて、思わずがばっと起きあがる。

「本当!?　でも、弦庵さんは島脱けを……」

「信津名に調べさせたが、島送りになった罪状にはかなり疑わしい点がある。情状酌しやく量りようしてもいいだろう。何より、あのしかけには弦庵の島脱けを見み逃のがしてもいい程の価値がある。あれだけの才能を島で腐くさらせるのはもったいない」

　将軍である家密がそう言うのだ。弦庵はもう罪人達の島に戻もどされる事はないだろう。二海がみこの肩かたに手を置いて、横になるよう促うながした。

「まだ寝てた方がいい。俺からもいい話があるぞ。ちゃんと横になったら教えてやる」

　目をぱちくりしながら、言われた通り横になる。右手にいる二海がゆっくりと微笑んだ。

「弦庵は、約束の金をちゃんと諒影からもらってたらしい。あいつは馬ば鹿か正直に、それを幕府に渡わたそうとしたんだが、俺が兄貴に掛け合ったんだ。江戸城の周りの堀に造られたしかけは、正しく使えばかなり便利な代しろ物ものだろ。その報ほう酬しゆうとして、弦庵にやって欲しいってさ」

　二海は何だか嬉しそうだ。みこは話の続きに耳みみを傾かたむけた。

「結局金は弦庵に戻って、最初の予定通り梅元屋の楼ろう主しゆの懐ふところに入って、高尾太夫は弦庵に身み請うけ……借金を返してもらって自由の身になった。これで二人は一いつ緒しよに吉よし原わらの外で暮らせるぞ」

「ほ、本当？　じゃあ、弦庵さんと高尾太夫は夫ふう婦ふになれるの？」

「まあ、近い将来そうなるだろうな。弦庵が恐きよう縮しゆくしてたよ。こんなによくしてもらっていいのかって。だから、礼はみこに言えって言っておいた。みこが頑がん張ばらなかったら、諒影の企たくらみを止められなかったし、そうしたらお前の今の幸せもなかったってな」

「ううん、お礼なんかいらない。二人が幸せになってくれるならそれだけでいい。弦庵さんが高尾太夫に白しろ無む垢くを着せて花はな嫁よめさんにするんだって言ってた。きっとすぐに見られるよね！」

　高尾太夫の花嫁姿すがたを想像して、嬉しさのあまり布団の中でじたばたしつつきゃーっと叫さけんだみこに、家密が苦笑して腕うでを回した。

「あまり暴れるな。さっきまでお前は死にかけていたのだぞ。大人しく……ん？」

　みこの首筋に顔を埋うずめた家密が、一瞬動きを止めた。

「匂においが……」

　家密がさっと二海に視線を送る。二海が、みこの頭に顔を埋めた。

「あれ？　匂いが……」

「え？　なに？　わたし、もしかして臭くさいとか……？」

　ずっと眠ねむっていたのなら、お風ふ呂ろにも入っていないだろう。さすがに恥はずかしくなって顔を赤くしたみこに、家密と二海が同時に首を振ふった。

「そうではない。お前からいつものうまそうな匂いがしないのだ」

「────え？」

　家密の言葉の意味が一瞬判わからなかった。思わず首を傾かしげると、二海が頷いた。

「ああ、お前からいつも漂ただよってくる、甘くて嗅かいだだけで腹が減るような匂いが、今日はまったくしない。どういう事だ？」

　肉にく食しよく獣じゆうである彼らは、みこの特別な血の匂いを嗅ぐと興奮する。狼おおかみの本性を持つ家密と二海は特に鼻がいいらしく、血を流していなくてもみこからいい香かおりがするとよく言っているのに、今日はまったくしないという。

　そこまで考えて、はっとした。すぐに身を起こして、枕まくら元もとになぎなたと一緒に置いてあった守り刀を手にする。いつもなら吸い付くような感かん触しよくがあるのに、今は何も感じない。刀を抜ぬいてみたが、本当なら燃えるような熱が守り刀から伝わってくるはずなのに、今は冷たい感触しかしないのだ。それはなぜなのか。みこにはある一つの仮説が生まれていた。だからそれを確かめる為に、刀を指に当てる。二海が慌あわてて身を起こして止めようとしたが、みこは少しだけと言い置いて、指先を傷つけた。途と端たんに二海も家密も眉根を寄せる。

「やっぱりうまそうな匂いがしないな。いつもなら、血の匂いを嗅いだら本性が出かかるのを必死に抑えないといけないのに」

「ああ、私もだ。一体どういう事なのだ？」

　みこは指先の血を守り刀に垂らした。うまくいけば、この弱った身体を癒いやせるはずだ。

「神じん炎えん浄じよう化か！」

　治ち癒ゆの術を唱えると、赤い炎ほのおが現れて傷を治してくれるはずだった。

　だが守り刀は少しも熱くならないし、赤い炎も生まれない。みこの身体にも変化はなかった。

「神じん通つう力りきが、なくなってる……？」

　それはおかしな感触だった。持っていて当たり前だった力が今は使えない。甘い匂いがしないという事は、自分の中に流れる特別な血が、変化してしまったのだろうか。

　目を見開いていると、家密が顔を覗のぞき込んだ。

「疲つかれているだけではないか。弱っているから使えないのでは……」

「ううん。守り刀を握にぎっても何も感じないの。こんなの初めてだよ。……もしかしたら、神通力を使いすぎたのかも。本当は炎守になる為の儀ぎ式しきをしないと、神通力は使っちゃ駄だ目めなんだ。あれは神しん獣じゆう鳳ほう凰おうを身体に宿した者だけが使える特別な力だから」

　みこは夢で雅が言っていた事を思い出す。

「雅様が、守り刀を使わずに無理して神通力を使ったのなら、反動が来るぞって言ってた。もしかしたら、儀式もしないで勝手に神通力を使ったわたしに怒おこって、神獣鳳凰が力を奪うばったのかもしれない」

　憶おく測そくでしかないが、そうとしか思えなかった。身体が弱って一時的に使えないだけなら、みこの特別な血まで変化してしまうはずはない。危機の時には頼りになった力だった。身を守る為にどうしても必要だったのだ。だけど……みこはわずかに微笑ほほえんだ。

「でも無理をしたおかげで、江戸の町を救う事ができた。もしそれと引き替かえに、神通力がなくなってしまったのだとしたら、それはそれでいいのかもしれない。わたしは悔くいはない」

　きっぱりと告げると、家密がみこの肩を抱だいて一緒に横になった。

「……みこ、今日はもう何も考えずゆっくり休め。神通力の事も、炎守様の事も、必ず私達が何とかしてやる」

「ああ、俺達が生きていられるのは、お前のおかげだ。よく一人で頑張ったな。もう心配しなくていい。今度は俺達が頑張る番だ」

　二人が優やさしく頭を撫なでてくれた。そして二人同時に両側からぎゅっと抱だき締しめてくれる。彼らの言う通り考えるのは後にしよう。みこはそう思った。目が覚めたとはいえ、身体はまだ重いし、動くとめまいもする。今はゆっくり眠りたかった。

　みこは彼らの腕の中で、ようやく大きく息をついて全身の力を抜く。

　諒影という江え戸どを狙ねらう恐おそろしい敵の野望は潰ついえた。これでやっと平和な暮らしがやってくる。早く身体を治して、芝しば居い小屋の手伝いをもっとしたいし、色んな所を見て回りたい。

　みこは両側で横になっている家密と二海を交こう互ごに見つめた。江戸で思い出を作る時は、三人一緒がいい。ゆっくりと口元を緩ゆるめて彼らに囁ささやく。

「……二人とも大好きだよ。これからも一緒にいてね」

　呟く声に答えるように、身体に回された二人の腕にぐっと力が籠こもる。

　これからは穏おだやかで楽しい毎日が始まるはずだ。今日はそれを夢に見たい。そう思いながら、みこは幸せな眠りについた。目が覚めたらきっと、二人はみこの大好きな優しい笑えみで迎むかえてくれる。

　それが何よりも嬉うれしくて、何よりも幸せだと、みこは思った。







[image: 終章]







「弥生やよい、あの男をすぐに呼べ。みこが帰らないと言い出した。あの男に連れ戻させる」

　富士山の社で、雅は侍じ女じよである弥生を呼びつけて、冷たい声を上げた。それを聞いて一いつ瞬しゆんで目に恐きよう怖ふを宿らせた弥生が、正座したまま指をついて頭を下げる。

「で、ですが、あの方を江戸に行かせるのは、あまりにも危険では……！」

「判っている。だが仕方ないのだ。……嫌いやな夢を見た」

「夢？　ですが毒どく蜘蛛ぐもの夢は見なくなったと」

「毒蜘蛛ではない。まだはっきりはしないのだ。現実になるかどうかはまだ判らぬ。だが、海と船が見えた。そして金色の光だ。私も知らない恐ろしい獣けものが、江戸を狙うかもしれぬのだ。もしかしたら、諒影よりもずっと恐ろしい存在かもしれぬ。今回のようにみこが巻き込まれる前に連れ戻す。泣こうがわめこうが、あの狼達から引き離はなすのだ」

　雅の言葉は絶対だ。弥生は戸と惑まどいつつも部屋を出て行った。雅は御み簾すの中に戻りながら、昨日の夢を思い出す。漠ばく然ぜんとした夢だった。神獣鳳凰から告げられる予言を夢で見るようになってもう大分経たつが、こんなにはっきりしない夢は初めてだ。

　とてつもなく嫌な予感がして、雅は常にない焦しよう燥そう感かんに捕とらわれていた。




　　　　[image: ]




　さざ波の音が、まるでバイオリンの音色のようだと思う。自分が乗るのに相応ふさわしい、故国で一番大きくて豪ごう華かな設備を誇ほこる船。その船の手すりにもたれて、青年は自然が奏かなでるハーモニーに耳を澄すませる。潮風が金の長い髪かみを揺ゆらし、真っ青な瞳ひとみは前方をじっと見つめていた。

「あれが百ひやく獣じゆう国こくか」

　そばに控ひかえていた男が、すっと腰こしを曲げた。

「はい、王子。明日には船を泊める場所を見付けて、停てい泊はくできると思います」

「そうか、故国を出てからずいぶんと長い船旅だったな。久しぶりの陸地が楽しみだ。……それにしても、百獣国とは一体どんな国なのだろうな？」

「狼の一族が支配する国のようです。……ですがたかが狼ごとき、王子の敵ではないかと」

　男がすっと口角をつり上げた。青年も声を上げて笑う。新しい土地は自分にどんな楽しみを与あたえてくれるだろう。強い男はいるのだろうか。この自分と戦える程ほどの強い男が。

「背筋がぞくぞくする。楽しみでたまらないな。その狼の一族とやらが大した事がないのなら、そいつらを倒たおしてこの国を乗っ取ってみるのもいいかもしれない」

　男が再び深々とおじぎした。青年は青い瞳を煌きらめかせて、すっと片手を上げる。

「百獣国に向かって、全速前進！」

　水平線に見える島国を指して、青年は高らかに声を上げたのだった。







　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『あやかし江戸物語　花魁おいらん修行は恋の味!?』をお送りしました。

　今回で第一部『再会編』が終しゆう了りようとなります。そういう訳で、三巻はいつもと少し違ちがった展開になっているかもしれませんが、いかがだったでしょうか？




　今回は何に苦労したかというと、パソコンです。ここ一、二年ずっと調子の悪かったパソコンが、締しめ切きり一週間前にとうとう壊こわれてしまいました。今まで、電源を入れて立ち上げるのに十五分、インターネットは一年以上前から運がいい時にしか繫つながらず、メールを送受信するとちょくちょくフリーズするという不具合が続いていました。

　ですが機械オンチな私は、もし新しいパソコンを買っても設定して使いこなす自信がなくて、だましだましそれを使っていたのです。それにそのパソコンは、ビーンズ文庫さんで奨しよう励れい賞を頂いた時の賞金で買ったので、とっても愛着がありました。でも、せっかく書いた文章が勝手に消えたり（二海の男前な台詞せりふとか、家密の甘い台詞とか……！）変へん換かんがうまくできなかったりと仕事にならなくなったので、思い切って新しいパソコンを購こう入にゆうしました。親切な電器店の店員さんが無料で初期設定をしてくれたので、とっても助かりました。

　長い間ありがとうと、押し入れにしまったパソコンさんと涙なみだながらにお別れしまして、新しいパソコンの電源を入れました。そうしたら立ち上がるのは早いし、インターネットもすぐに見られるし、メールチェックしてもフリーズしない。とっても快適で感動してしまいました。




　そんなこんなでやっと書き上げた三巻です。皆みなさんが楽しんで読んで下さると嬉うれしいです。

　大おお江え戸ど事件物＆三角関係をテーマに書こうと決意して始めたこのシリーズ。ありがたいことに無事第一部を終えるまで書かせて頂きました。それもみんな、読んで下さる皆さんのおかげです。ありがとうございました！




　おかげさまで、どうやらもう少し続けさせて頂けるようなので、次回からは新しい登場人物たちを迎むかえて、新たなお話が始まります。亀かめのように鈍にぶい歩みですが、少しずつ成長している（はず？）のみこにも、もしかしたら新たな変化が生まれるかも……!?

　という訳で、次回から第二部『目覚め編』に突とつ入にゆうしますので、どうぞご期待下さい！

　担当さんに色々とやりすぎです、と言われるようなお話を目指して……あ、いやいや、皆さんに喜んで頂けるようなお話を目指して頑がん張ばります！

　それでは、またお会いできることを祈いのって。


伊藤　たつき　　
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